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授かり婚～月満チテ、恋ニナル～










カッコ悪イトコ、見セテイイ？




　仕事の合間に、ほんの少し顔を上げて、右斜め前に目を動かすだけで、彼の姿が視界に入る。

　さらりと額に下りた、焦げ茶色の前髪。毛先が伸びていて邪魔なのか、目元にかからないよう、首をやや斜めに傾ける仕草は、癖くせなのかもしれない。

　なにか難しい状況に突き当たっているんだろうか。彼は今、デスクに頬杖をつき、薄い唇をキュッと真一文字に結んでいる。

　整った顔立ちの彼が眉根を寄せ、そこに皺しわを刻む様には、厳しさの中に凛りんとした男らしさが漂う。

　私はすっかり彼に見み惚とれ、いつの間にか仕事の手が止まっていた。

　彼の方に顔を向けてポーッとしていると、電話が鳴る音がオフィスに響いた。

「はい、サエキコーポレーションです」

　今年の新人の女性社員が、一次応答する声。

「来くる栖すさん、お電話です」

　彼女が、彼にそう声をかけながら、電話を繋いだ。

「お待たせしました。来栖です」

　デスクの卓上ホルダからＰＨＳを取り上げる、長く筋張った指。

　一瞬前まで浮かべていた厳しい表情が、柔らかく綻ほころんだ。まるで、電話の相手が目の前にいるかのように、切れ長の目を細め、目尻を下げる。

　爽やかで明るく、人懐っこい笑顔。それが私の憧れの先輩……来栖稜りょう太たさんの、一番のチャームポイント。

　遠くからこうして眺めているだけで、私はいつも元気をもらえる。

　営業担当者らしいハキハキと明るいテノールの声が、耳をくすぐる。

　私は両手で頬杖をついて、視覚も聴覚も彼に向けて研ぎ澄ませていた。

　その時……多分きっと、ただの偶然だと思うけど、彼がこっちを横目で見た。

「っ……」

　予期せずバチッと目が合ってしまい、来栖さんがきょとんと目を丸くする。

　私は焦りまくって、勢いよく顔を伏せた。

　どうしよう。仕事中にボーッと見てたの、絶対にバレた……!!

　カアッと火ほ照てる頬を隠してやり過ごし、少ししてからそおっと顔を上げて、もう一度目線を横にずらしてみた。

　来栖さんは、もう私の方なんか気にもしていなくて、穏やかな表情のまま、電話でやり取りを続けている。

「ええ、もちろん。じゃ、午後にでも伺わせていただきますね。その時、商品の提案書もお持ちします」

　そう言って、パアッと花が咲くような笑みを浮かべた。

「っ……」

　私は彼の笑顔にドキドキして舞い上がり、もうそれだけで幸せな気分になってしまう。だけど、最後の挨拶をして電話を切った来栖さんに気付かれないよう、後ろ髪を引かれながらも目を逸らした。




　時計の針が正午を指した時、私は仕事の手を止めた。

　パソコンのモニターに開いているのは、朝、課長から頼まれたエクセルでのデータ集計と、その結果を表すグラフだ。これをパワーポイントに組み込めば作業は終わりだけど、このタイミングで休憩に入った方が切りがいい。

　課長から言われた提出期限と進しん捗ちょく状況を加味して、頭の中で計算した時、後ろの席の先輩たちから声をかけられた。

「あ、浅あさ倉くらさんも、休憩行けそうな感じ？」

「はい」

　私は軽く肩を回しながら振り返り、短い返事をした。

「下の中華に行こうって言ってたんだけど、一緒にどう？」

「ありがとうございます！」

　私が所属するこの海外営業部では、営業担当者のスケジュールや自分の仕事の溜まり具合によって、お昼休憩の時間は結構バラバラ。やむを得ずひとりでランチになることも多い。

　でも、私はひとりランチがちょっと苦手だ。社食はいつも混んでいて忙せわしないから、ひとりでは身の置き場がないし、外でおひとり様っていうのもなかなか慣れない。

　だから、ランチタイムは、コンビニで適当に昼食を買って、ビル内にある勤務者専用ラウンジの隅っこで過ごすのが定番だった。

　それゆえ、先輩たちからのランチのお誘いには、もちろん飛びついた。

「ゆっくりおいで～」と、先に席を立つ先輩たちに遅れまいと、外出用のトートバッグに、お財布とスマホを慌てて移し替える。

　先輩たちを追って、急いでオフィスを出ようとしたところで……。

「うわっ」

「す、すみません！」

　まさに外から開けようとされていたドアを、私が引いてしまった。

　開いたドアの向こうで、ドアレバーに手をかけた格好のまま、来栖さんが目を真ん丸にしていた。

「ご、ごめんなさいっ！　驚かせてしまいましたっ」

　反射的に頭を下げて謝ると、来栖さんは私の剣幕にきょとんとして、口元を手で押さえてブブッと吹き出した。

「いやいや、そんな真剣な顔しなくても。タイミングがかぶっただけのことだし」

「は、はい、すみませ……」

「だから、謝るなって。ほんと、いつも真面目だな、浅倉って」

　目を細めてクスクス笑う彼が、私に向けた〝真面目〟という言葉。

　それは大抵の場合、高評価をする時に使うのだろうけど、物心ついた頃から常にそう言われて育った私には、また違う意味に聞こえてしまう。

「すみません。ほんと、固くてつまんない性格で……」

「なんでそうなる。褒めてるつもりだけど？」

　来栖さんは私の返しに呆れたように、何度か瞬まばたきをした。

　けれど、すぐになにか思い出した様子で、「あ」と口を丸く開けて目を細める。

「でも、さっき俺、ボーッとしてるとこ目撃しちゃったけど」

「えっ……」

　からかい交じりの意地悪な口調に、ドキッとする。

　思わず口ごもる私を、来栖さんがわざわざ腰を屈めて覗き込む。私の目線の先で、その口角がクッと上がった。

「頬杖ついて、こっちの方見てなかった？　仕事中にぼんやりしてちゃ、ダメじゃん」

「す、すみませ……！」

「また謝ってる。冗談だよ。息抜きくらい誰でもする」

　来栖さんは私の反応がツボに入ったようで、またしてもプッと笑った。

　その時。

「浅倉さ～ん。どうしたの？　行くよ！」

　エレベーターホールの方から、先輩たちがひょこっと廊下に顔を出す。

「あ、はいっ」

　返事をする私の前で、来栖さんもそちらを見遣っていた。

「あ、ごめん。みんなでランチだったか」

　そう呟いて、ひょいと肩を竦すくめる。

「ほら、置いてかれないうちに行っておいで」

　私の肩をポンと叩くと、彼は横をすり抜けていった。

　後に残された私は、来栖さんの手の感触を追って、無意識に自分の肩に手を遣ってしまう。そうするだけで、胸が躍った。

「お～い。浅倉さ～ん!?」

　エレベーターホールからは、私を急せかす声が続く。

「は、はいっ！　今行きます!!」

　デスクに戻っていく来栖さんを名残惜しい気分で振り返ってから、私は廊下を走った。




　私が勤務する大手インテリアメーカー『サエキコーポレーション』が入っているオフィスビルの低層階にある商業フロア。ランチタイム真っただ中の今、どのレストランもお店の外まで、近隣のオフィスの勤務者たちが並んでいる。

　五分ほど待って、私たちは店内に通された。四人掛けのテーブル席に着く。

　私たちはみんな揃ってランチセットをオーダーした。

「ねえ、浅倉さん、さっき来栖君となに話してたの？」

　私の前に座った橋はし上がみさんは今年五年目で、来栖さんと同期の二十七歳。

　おしぼりで手を拭いていた私は、突然向けられた来栖さんの話題に、ドキンと心臓を跳ね上げてしまった。

「えっ。あ、あの。ちょうどドアを開けるタイミングがかぶってしまって」

　どぎまぎしながら返事をすると、先輩たちは私の反応をおもしろそうに笑う。

「ああ。午後一で外出予定入ったみたいだから、ちょっと早めにランチ行ったのかね」

　私の隣でお水のグラスを手に頬杖をついている六年目の白しら井いさんが、来栖さんが担当している大口取引先の商社の名前を口にした。

「ふ～ん……。それじゃ、こっちで急いでランチとっていかなくても……。向こうで、彼女と一緒にとればいいのに」

　橋上さんが、拗すねたように頬を膨らませた。

　それを聞いた私の指は、ピクッと震えてしまう。

　みんなは気付く様子もない。テーブルの上を飛び交う会話が、一層ヒートアップした。

「あれ。来栖君の彼女って、そこの会社の人だったっけ？」

　白井さんと同期の榎えのき戸どさんが、橋上さんに質問をかぶせる。

「そうそう。大学時代からの付き合いで、もう七年になるとか。役員秘書の超美人だそうですよ～」

　橋上さんがやや尖とがった口調でぼやくのを耳にして、私の目線はだんだんと下がっていく。

　そう……来栖さんの彼女のことは、私も何度も聞いたことがある。仕事のできるバリキャリの美人で、ふたりは結婚間近という噂だ。

　来栖さんは、社内の花形部署であるうちの部でも成績はトップクラスで、部長や課長からの信頼も厚い。明るく気さくな性格で誰からも好かれる上に、端整な顔立ちのイケメンで、百八十センチ近い長身でスレンダーな身体からだつきをしている。

　ルックス的にもかなり目立つし、もちろん社内の独身女性の憧れの的。だけど、入社当初から彼女がいると公言しているため、みんなハンカチをくわえて歯ぎしりするだけ。

　でも、彼女がいようがいまいが、私では来栖さんと釣り合わないことに変わりはない。

　私、浅倉莉り緒お。ついこの間、十一月の初めに二十四歳になったばかり。今年入社二年目の普通のＯＬだ。

　小学生の時から通信簿には〝真面目〟と記載され続け、その頃から性格は変わらない。人によっては、〝つまらない〟と言われてしまうほど、大人しくて内気。

　外見にも、はっきりと性格が表れている。

　柔らかい猫っ毛で、なにもしなくても緩く波打つ髪は、毛先が肩につくと自然とくるっと巻いてしまう。顔の他のパーツに比べると、ちょっと大きめの目。そのせいで、だいたいいつも年齢より幼く見られる。

　よく言えば、癒し系の和み顔。ズバッと言ってしまえば、地味顔。

　身長も百五十五センチと小柄で、パンツやタイトスカート、ロングスカートが似合わないから、膝丈のふんわりしたスカートばかり。しかも冒険ができない性格だから、ベーシックな色合いで、定番デザインの服装に偏っている。

　一緒にテーブルを囲む先輩たちは、今流行りのデザインの服に、大人かわいいパステルカラーや、ビビッドな赤なんかも取り入れていて、華やかなのに……。

　そんな中にいると、ゴージャスなバラの花壇に、場違いに咲いてしまったタンポポみたい。そしてもちろん、キラキラで眩まぶしい来栖さんには、絶対に似合わない。

　だから私は、オフィスで毎日彼を見ていられるだけで幸せ。

　同じ部署の先輩後輩という関係だから、さっきみたいに、時々会話を交わすチャンスもある。もう一年以上片想いをしてるけど、本当にそれだけで満足だ。

「……私、ちょっと聞いたんだけどね」

　来栖さんの彼女の話を続ける向かい側のふたりに、白井さんがこそっと声を潜めて割って入っていった。

「なんか、別れたって噂だよ？」

「えっ!?」

　ギョッと声をあげる先輩たちに便乗して、私まで大きく目を見開いてしまった。

「ちょっ……白井さん、そこんとこもっと詳しく!!」

　榎戸さんが、テーブルから身を乗り出して食いつく。

「理由はよくわからないけど、振られた説が有力らしい。まあ、そうだろうね。ジュエリーショップで指輪を見てたって目撃談もあったくらいだから、来栖君は結婚考えてたんだろうし……」

　白井さんが目線を上に向けて話すのを耳にして、私はゴクッと唾を飲んでしまった。

　来栖さんが、彼女と別れた――。

　その衝撃的な事実が、頭の中でグルグルと回る。

　けれど、私にとっては、好きになった時からずっと〝来栖さんには彼女がいる〟というのが現実。いきなり別れたと聞いても、いまいち実感が湧かない。

「へえ～そっか～。……っていうか、それならまさに、今がチャンスってことですよね？」

　橋上さんが、どこか不敵な目をして声を低める。

　私は思わずドキッとして、先輩たちを窺うかがい見た。

「なあに～？　悪い顔して。傷心につけ込むっていうの？」

「そうじゃないですって。とにかく今は優しく慰めるの。どうせ噂が広まったら、うちの女子社員の半分は同じこと考えて、アピール合戦開始するだろうし。ここは着実にポイント稼いでおかないと」

　みんなで来栖さんをネタにして、楽しそうに盛り上がっている。

「あ、今夜、決起会だし！　酔わせてそれとなく聞き出してみようか。ほんとのとこ」

「ちょっと～。話聞くだけなら、酔わせる必要はないんじゃない？」

　白井さんが呆れ顔で、向かいのふたりを窘たしなめている。

　それを聞きながら、私はなんとなくふうっと唇をすぼめて息をついた。

　……そうだよね。もしも来栖さんが本当に彼女と別れたなら、空席になったそのポジションを狙って、女性社員が殺到する。

　花壇のバラに本気を出されたら、雑草のタンポポには勝ち目もない。

　ううん。それ以前に、〝狙う〟なんて考えるのもおこがましい。

「浅倉さん、どうしたの？　さっきから黙っちゃって」

　多分この中でひとりだけ、来栖さんの〝彼女のポジション〟に興味のない白井さんが、横からひょいっと覗き込んできた。

「い、いえ。なんでもないです。すみません」

　私はドキドキと騒いでしまった鼓動を、ぎこちなく笑ってごまかした。




　その夜、海外営業部全体の決起会と称した飲み会が行われた。会場は、オフィスビルからもほど近い繁華街の居酒屋。

　総勢四十名になるうちの部の飲み会は、だいたいどこのお店のお座敷席を貸し切っても、結構手狭。今日も、気を抜くと両隣の人と腕が触れ合うくらい近い距離で、テーブルを囲むことになった。

　来栖さんは直前まで外出の予定が入っていて、一次会の途中で、遅れてやってきた。

　すでにお酒の入ったみんなから、「お疲れ～」と労いの声をかけられ、座敷に上がる。

　ランチの時宣言していた通り、話を聞き出そうとウズウズしていた榎戸さんや橋上さんが、「こっちこっち！」と立ち上がって手招きをした。それに気付いた来栖さんが、お座敷の奥の方に進んでくる。

　彼は、私の後ろのテーブルに回って、腰を下ろした。振り返ると、私とも正面から目が合う位置だ。

　早速ビールを注いでもらい、乾杯する気配を背中に感じて、私はつい聞き耳を立ててしまう。

　後ろのテーブルには来栖さんと同期の男性、石いし津づさんもいる。彼は、来栖さんに、これでもかってくらいお酒を勧めている。

　来栖さんは「ピッチ早くないか？」と苦笑したものの、勧められるままにグラスを空けた。そうして、三十分経った頃には、目の下をほんのりと赤く染めていた。

　ほろ酔いの彼が色っぽくて、ドキドキする。

　私はチラチラと後ろを窺っていた。

　頃合いを狙っていた様子で、橋上さんが「ねえ」と切り出した。

「来栖君、彼女と別れたってほんと？」

　その声が私の耳にも届き、肩がピクッと震えてしまった。

「えっ……？」

　突然仕向けられた質問に、来栖さんは戸惑っている様子だ。

　彼がなんと返答するか気になり、私は気付かれないよう、肩越しに目を向ける。

　来栖さんはウイスキーの入ったグラスを揺らし、

「えっと……いきなりなに？」

　と、笑ってごまかそうとしている。

　けれど、石津さんも意地悪だった。

「なんかさー。お前が彼女に振られたって、女共の間で噂になってるんだってさ」

　来栖さんの隣に移動してドカッと腰を下ろし、彼の肩をガッシリと抱え込む。来栖さんのグラスに、ドボドボとウイスキーを注ぎ足している。

「なっ……？」

　来栖さんがギョッとした様子で怯ひるむのを見て、同じテーブルにいた他の女性たちが、真相解明に乗り出す橋上さんと石津さんの加勢に回った。

　こうなってしまうと、来栖さんには味方がいないも同然。みんなから口々に問い詰められ、最後は溜め息交じりに白状した。

「まあ、確かに別れたけど。そんなことで騒ぐなよ……」

　困ったように目尻を下げ、声を尻すぼみにする。

「え～！　本当に本当だったの!?　長い付き合いだったんでしょ？」

「結婚間近だって聞いたこともあるのに！」

　認めてしまったが最後、周りの女性たちから総攻撃を受ける。

「あー……。だから、縁がなかったってこと。もういいだろ。あんまり人の傷口に塩塗るなって」

　来栖さんは苦笑しながらそう言い置いて、「ちょっと悪い」と、まるで逃げるように席を立った。お座敷を横断して通路に出ていく背中を、後ろのテーブルの先輩たちが黙って見送っている。

「本当に振られてたのかあ。無理矢理聞き出して悪かったかなあ……」

　かなり今さらな反省をするのは、榎戸さんだ。石津さんも肩を竦める。

「まあ、来栖、付き合いオープンにしてたから、いずれはそういう質問されるってわかってただろうし」

「早いとこ新しい恋に踏み出せるように、慰めてあげないと！」

「えー、私たちが頑張らないと！の間違いでしょ～？」

　来栖さんが席を立った後も、彼の話題で持ちきりだ。

　私は来栖さんが出ていった通路の方を見遣った。

　彼の様子が気になり、私は少し逡しゅん巡じゅんしてから、思い切って立ち上がった。




　店内で来栖さんを見つけられず、化粧室に寄ってから座敷に戻ってきても、彼の姿はなかった。

　どこに行ったんだろう？

　私は席に戻らず、お店の外に出てみた。

　大通りから一本逸れた路地とはいえ、繁華街の道路は広い。車の通りはそれほどないせいか、スーツ姿のサラリーマンやＯＬが、あちこちでたむろしている。

　周りにはいろんな飲食店が軒を連ねていて、お店の前には人だかりができている。誰かの送別会なのか、主役を囲む輪があったり……。

　賑やかな様子を横目に、私は来栖さんを捜してお店の前を横切った。お店の裏手に続く、狭い路地をひょこっと覗いてみると、そこに来栖さんがいた。

「あ」

　私は思わずその場で足を止めた。

　私に気付いた来栖さんが、建物の壁に背を預けた格好で、こちらに顔を向けてくる。

「なんだ、浅倉。びっくりした」

　言葉ほど驚いた様子はなく、彼はぎこちなく笑った。

　どうやら、そこはお店の従業員の喫煙所のようだ。右手の指でタバコを挟み、紫煙を燻くゆらせている。

「知りませんでした……。来栖さん、タバコ吸うんですね」

　その指先の蛍ほたるのような小さい火をジッと見つめると、来栖さんは一度目の高さにタバコを持ち上げた。無言のまま、口をすぼめるようにして、ふうっと白い煙を吐き出す。ひと筋の煙は虚こ空くうで闇に溶け込み、消え入った。

「いつも吸うわけじゃない。気が滅入って……気分変えたい時だけね、ちょっと」

　そう言って、まだ長いタバコを吸い殻入れに押し潰した。

「あ」

　無意識に声をあげた私に、来栖さんが小首を傾げた。サラッとした前髪が揺れ、その向こうで切れ長の目を細める。

「煙、嫌だろ？」

「い、いえ。大丈夫です。あの……気にしないで、どうぞ」

「え？」

　思い切って一歩踏み出した私に、来栖さんは不思議そうに訊ね返す。

「あっ……いえ。お邪魔したのは私だし。気が滅入ってるんでしょう？　だったら、私にはお構いなく……」

　私は慌てて取り繕い、一度ためらってから、来栖さんの隣に並んだ。

　人ひとり分の間隔を空けて、同じように壁に寄りかかる。

　私の行動をジッと見ていた来栖さんが、目を伏せてクスッと笑った。

「……もしかして、聞こえてた？」

　探るような低い声に、私はギクリと肩を震わせた。

「俺たちのテーブルの会話。……俺が彼女に振られた話」

　黙っている私を、来栖さんが横からそっと覗き込む。

　私は、顔に感じる視線にドキドキしながら、握りしめた拳こぶしを胸に押し当てた。

「す、すみません。聞くつもりはなかったんですけど……」

「浅倉が謝ることない。すぐ後ろのテーブルで、あれだけ大声で話してたら、聞こえて当然だしね」

　来栖さんは困ったように目尻を下げ、空を仰いだ。

　ビルとビルの間、切り取ったような空間から覗く空は、とても狭く黒く淀んでいるけれど、細い糸みたいな三日月がかろうじて光を発していた。

「浅倉。聞き留めてくれなくていいから……話していい？」

　来栖さんが、顔を上に向けたまま、ポツリと呟く。私が「え？」と目線を向けても、彼は宙を見据えたまま。

「振られたって思われてるみたいだけど、本当のところ、どっちだかわからないんだ」

　いまいち意味がわからず、私は唇を結んだ。

　聞き留めてくれなくていいと言われたから、聞き返してはいけない気がする。

　だから、黙ったまま、彼が紡ぐ言葉に耳を傾けた。

「もう無理だ、って別れを告げたのは俺の方。……だけど、心が離れていたのは彼女の方」

　来栖さんは静かに顔を伏せ、上着の胸ポケットからタバコの箱を取り出した。一度蓋ふたを開けかけたものの、結局胸ポケットに戻す。

「……見ちゃったんだよね。浮気現場」

　彼は目線を靴の爪先に落とし、小さく呟いた。

「えっ……？」

　思いがけない言葉に、私は無意識に聞き返していた。

　来栖さんは私に答えるのではなく、独り言を続けるみたいに口を開く。

「彼女の部屋に行ったらさ。ベッドで俺が知らない男とまさにヤッてる最中……。さすがに愕がく然ぜんとしたけど、なんかドラマとか映画みたいで、全然現実感なかったな……って。ごめん。女の子にこんな話」

　謝りながら、口元を隠すように手を遣った。

　私への気遣いを受けて、質問を許された気がした。私は思い切って声を挟む。

「あの。大丈夫、です」

「は？」

「私でよければ聞きますから、話してください。それって……彼女の浮気が別れの原因ってことですよね？」

　さすがに突っ込みすぎかと緊張しながら問いかけると、来栖さんは私の反応に困惑した様子だったけど、何度か頷いた。そのまま、がっくりとこうべを垂れる。

「そういうことになるかな」

「そんな……。すみません。私、なんて言ったらいいか」

　聞いたはいいけど、なんて言葉をかけていいかわからなかった。

　こういう時、うまく慰められるほど私は恋愛慣れしていない。それでも、私に話して、来栖さんの心が少しでも晴れてくれるなら。そんな気持ちしかなかった。

　けれど、彼は俯いたまま、小さく肩を揺らした。

「気遣いはいらないよ。そういう意味では、全然ショックじゃないんだ」

　静かに続ける来栖さんに戸惑い、私はその横顔を見つめた。

「彼女とは七年の付き合いでさ。俺も、もうそろそろか、って感じで、結婚考えてた。でも、たった一度の裏切りが許せなくて、その場で彼女に『別れよう』って言った」

　来栖さんの自じ嘲ちょう気味な口調に、私は何度も首を横に振っていた。

「たった一度だろうが、許せなくて当然です。だって、来栖さんは、彼女のこと本当に好きだったんだから……」

「もう好きでもなかった。多分。その時初めて、そう気付いたんだ」

　来栖さんが、はっきりと私を遮った。

　私は言葉に詰まってしまい、彼の唇が動くのを、ただ呆然と眺めた。

「彼女を好きな気持ちは、もうとっくの昔に色褪あせていた。なのに、別れる理由がないってだけで惰性で続けて、長くなったからなんとなく結婚……なんて。よく考えたら、彼女に失礼なことしてたって、初めて自覚した」

「…………」

　ここでもやっぱり、圧倒的に経験不足の私では、来栖さんの気持ちを慮おもんぱかることができずに黙り込むしかなかった。ただ聞き役に徹するしかない。

「『許せない』『もう無理だ』……なんて言ったけど、俺に彼女を罵ののしる権利はなかった。自分ばかりが裏切られた気になって、彼女のせいにして速攻で別れを告げたけど、彼女は俺の心中を見透かしてたんだろうな。『わかった』って。七年付き合って、別れはそれだけだった」

　皮肉げに顔を歪ゆがめ、大きく「はあっ」と息を吐いてから、来栖さんは再び空を見上げた。思い詰めたように唇を噛む、物憂げな横顔に、私の胸が騒ぐ。

　眉根を寄せ、グッと細めた目には、狭い空にか細く光る三日月が映っているのかもしれない。彼の瞳の中でキラッと光り、揺らいだように見えた。

「別れが呆あっ気けなくて、お互いの心が離れてたことを痛感した。いつからだろう？　七年もの間、俺、なにやってたんだろう。なに見てたんだろうって、あれからずっと考えてた。そしたら、なんっつーか……大事にできなかったことが、彼女に申し訳なくて。浮気も、俺が悪かったんだろうな……ってさ」

　はは、と力のない笑い声が、確かに震えた。

　私は無意識のうちに、来栖さんに一歩近寄っていた。

　背の高い彼を見上げるように覗き込むと、薄く開いた唇が小さく戦慄わなないていた。

　いつも明るい笑顔で私に元気をくれる来栖さんが、思い悩み、悔いる姿が、切なくてやりきれない。

　今、私が来栖さんにしてあげられることって、ないんだろうか……。

　気付いたら、彼の正面に立って、呟いていた。

「あの……泣いていいですよ」

「え……？」

　返ってくるのは、掠れた戸惑い交じりの声。

　私はぎこちなく微笑んで、キュッと唇を引き結んだ。

「私、来栖さんの明るい笑顔、大好きです。いつもいつも……見てると元気がもらえます。でも、つらい時は我慢しないでいいんです」

「浅倉……」

「今は感情に素直になっていいですよ。あの……私なんかの前でも、泣いたりするのが恥ずかしければ、明日の朝、オフィスで会う時までには、ちゃんと忘れますから」

　なぜだか、必死だった。ただただ、無理をしないでほしくて。だけど、明日になったら、また私が大好きな笑顔を見せてほしくて――。

　次の瞬間、来栖さんが私の肩を掴んで、力任せに引き寄せた。

「私なんか、って、なんだよ」

　そう言って、私を強く強くかき抱く。

　まるで、その場から奪い去られるような錯覚を覚えるほど、激しく、情熱的に。

「じゃあ、カッコ悪いとこ、見せていい？」

　突然のことにドキッとして、声も出せない私の耳元で、そんな囁きを落とす。

「……浅倉以外、誰の目もないところで」

　ハッと息をのんだ私の耳を唇でくすぐりながら、彼が紡いだ言葉。

　それが誘いだと気付かないほど、私はウブじゃない。

　私の胸はきゅうんと切なく疼うずいた後、激しく加速して、限界を超えるほどドキドキと高鳴った。




　刹せつ那な的な激情でラブホテルに入ってしまったのは、お互いに酔っていた、という言い訳もできる。

　アルコールの力を借りてしまえば、人間の理性なんて簡単に弾け飛ぶ。

　そうやって、今夜、我を忘れたのは、私も一緒。だから来栖さんは、罪悪感なんか抱かないでほしい。なにも気にしなくていいから、今夜だけ、私の前で――。

　部屋の大半を占める大きなダブルベッドに私を組み敷くと、彼はすぐに覆いかぶさってきた。私の唇を強引に塞ぎ、荒々しく貪むさぼる。

　渇かつ望ぼうに近い熱情に身を委ね、舌を絡ませ合う。

　彼の酔いが、私にも深く浸透して、思考回路は麻ま痺ひしていった。

「っ、は……浅倉」

　ただ、名前を呼んでくれるだけで嬉しい。胸が躍る。キスだけで恍こう惚こつとしてしまったのも、そのせいだ。

　ほとんどむしり取るようにして、服を脱がされた。

　彼の前ですべてを晒さらし、恥じらう余裕もないまま、全身を丹念に愛あい撫ぶされた。

「あっ……あ、来栖さ……!!」

　意思と関係なく漏れる、恥ずかしいほど甘く甲高い声を、抑えられない。

　背筋を貫いて脳天に届く、寒気にも似た快感に襲われ、何度も目の前に火花が散る。

　やがて、彼の熱が、まるでこじ開けるように、侵入してきた。

　私は真っ白な世界を彷徨さまよいながら、壊れるほど激しく身体を揺さぶられ……。

　身体を繋げたまま、何度もキスをした。

　求めて、それ以上に求められ、必死に応えるうちに、時間の感覚も失った。

　最後はふたりとも魂たましいが抜けたようになって、明け方近くに眠りに落ちた。

　体温が同化して、温もりがどちらのものかわからなくなるほど、彼の腕にぎゅっと抱きしめられたまま……。

　幸せだった。信じられないくらい、幸せだった。

　だから――。




　朝を迎えても、ひと晩中愛された身体には、気だるさが残ったまま。

　私より少し遅れて目を覚ました来栖さんが、一瞬クッと眉間に皺を寄せた後、ハッと息をのんだ。

　隣にいる私に気付き、わかりやすく動揺した彼に、ほんのちょっと胸が痛む。

「ごめん。俺……」

　顔を伏せ、寝乱れた髪をこれでもかってくらいにかき乱す彼に、私は微笑みかけた。

「約束通り、忘れますね」

　心を落ち着かせながら、昨夜の約束を再び口にする。

　来栖さんがピタリと手を止め、前髪の隙間から戸惑いに揺れる瞳を私に向けてくる。

「来栖さんのカッコ悪いところ。見なかったことにします」

「……は、は。言うな。昨夜の俺、カッコ悪かったか」

　彼はようやく顔の強張りを緩めて、苦笑した。

「まあ、確かに……。恥ずかしいくらい、がっついた。……ごめん」

　謝らないでほしいのに、来栖さんは照れくさそうに顔を背け、最後は結局謝罪する。

　嘘。カッコ悪いなんて、とんでもない。

　そう言いたいのを必死にこらえ、彼から目線を外した。

「お願いします。オフィスでも、笑ってくださいね」

　掠れた声で、最後にそれだけお願いする。

　わずかに背を向けていた来栖さんが、肩越しに私を振り返った。

　そして。

「……サンキュ」

　ぎこちないけど笑ってくれて、私は心の底からホッとした。










責任トルカラ




　私が来栖さんを好きになったのは、入社して間もない頃。新人集合研修を終え、海外営業部に配属されて、まだほんの二週間だった。

　研修中に仲良くなった他の同期と離れ、たったひとりで配属された、社内でも指折りの花形部署、海外営業部は、会社全体の業績の半分を計上すると言われている。部員も若手の精鋭揃いで、日々活気あるやり取りが交わされる。それゆえ、部内はいつも慌ただしく、時間の流れも、他より二倍も三倍も速く感じる。

　広いオフィスは、右も左もわからない。社会人としての常識もまだ身についておらず、次の行動の予測もできない。頭がパンク状態になりながらも、教えてもらったことを吸収するのが精一杯だった。

　頼まれた仕事を手にオフィスを飛び出したはいいけど、行く先々で途方に暮れ、未知の事象にぶち当たっては半泣きになる。そのたびに、私、ちゃんと社会人になれるんだろうかと、自信を失いかけていた時――。

『あれ、なに。また固まってるの？　浅倉さん』

　新人が困っていても素通りする先輩もいる中で、来栖さんは私を気遣い、よく声をかけてくれた。

　あの頃の私は、今よりずっと幼く垢抜けず。誰の目にも留まらない、極端に地味な新人だっただろうと思う。

　かたや、すでに社会人四年目。明るく朗らかで、仕事もテキパキと要領よくこなす、営業成績トップの来栖さんは、私から見て誰よりもキラキラ輝いてる先輩だった。

『え？　紙が詰まってコピー機が動かない？　……ぷっ。そんなことで泣きそうになってんの。今年の新人はかわいいなあ』

　爽やかな笑顔でドキッとすることをサラッと言って、自分は会議の時間が迫っているのに、一緒になってコピー機を隅々まで確認してくれた。シャツの袖口がトナーのインクでちょっと汚れてしまっても、気にする様子もない。

『次はやり方覚えておいて。ひとりでできるようになるんだよ』

　深々と頭を下げ、恐縮しきってお礼を告げる私にそう言って、会議室に急ぐ。

　頼れる大人の男性の、広い背中。免疫のない私は、胸をときめかせた。

　どんな仕事でも、来栖さんからお願いしてもらえると嬉しくて。役に立てれば、胸が躍るほど幸せで。

　仕事中、彼のどんな仕草にも、見惚れて焦がれて――。

　ある日、出勤してすぐ、課長から、会議資料のコピーを至急で頼まれた。

　枚数でいったら百枚以上あり、途中、当たり前のようにソートが効かなくなって、紙詰まりを起こした。

　時間は迫っていた。それまでの私なら、きっと慌てて半泣きになるだけだった。

　でも、来栖さんが助けてくれた時のことを思い出し、どうにか対処して間に合わせることができた私に――。

『立派立派。ほんの数日だけど、ちゃんと成長してるね。この調子で、のんびり自信に繋げていけば大丈夫だよ。頑張れ』

　いつから見ていたのか、来栖さんがそう声をかけてくれた。

　鼻の頭を黒いインクで汚した私を笑って、親指の腹で拭ってくれた。

　あの時……。

　私は、いつも見守ってくれている、ちょっとやんちゃでカッコいい先輩に恋に落ちた。

　その後、いろんな仕事を教わるにつれ、少しずつゆっくりでも着実にこなせるようになっていった。

　次第に余裕も生まれ、他の先輩とするような世間話を、仕事の合間に来栖さんともできるようになり、その中で、彼に付き合いの長い彼女がいることも知った。

　もちろんショックだったけれど、後輩としてそばにいられるだけで幸せ。気持ちを伝えたいとか、そんな高望みはしなかった。

　来栖さんは誰から見ても素敵な人だから、私だけじゃなく社内のたくさんの女性の憧れの的。

　だから本当に、私は今までずっと、後輩というポジションで満足していたんだ。




　十二月に入ると、年末の仕事納めまで、息つく間もないほどの忙しさに見舞われる。

　特にうちの部署は、取引先のメインがヨーロッパの企業だから、先方がクリスマス休暇に入る前までが勝負。連日連夜、時間に追われる。

　去年、私は毎日へとへとで、ほんの一カ月で四キロ痩せた……という魔の十二月。

　今日もなかなか仕事が途切れず、お昼はスルーしようと思った。けれど、もう三日も続けて昼食を抜いていることを思い出し、無理矢理時間を作って社食に向かった。

　窓際のテーブルでひとり、月見蕎そ麦ばの器を前に、私はぼんやりと頬杖をついた。

　気付くと、ここに座ってから二十分が経過していた。その間に、隣の人はすでにふたり入れ替わった。

　なのに私は、卵を箸でかき混ぜただけ。器の中身はまったく減っていない。

　忙しくて疲れも溜まっている。それもあり、いまいち食欲がない。

　でも必死に仕事してるおかげで、余計なことを考えずにいられる。オフィスでも、いつもと変わらない顔をしていられる。

　あの夜から、三週間――。

　私がお願いした通り、来栖さんは前と同じように笑いかけてくれる。仕事も普通に頼んでくれるし、でき上がって手渡す時は、明るく『サンキュ』と言ってくれる。そうやって、〝今まで通り〟でいてくれる来栖さんに、私は心の底から感謝していた。

　本来なら、私はあんなことの後で、平気な顔ができる性格じゃない。本当は、右斜め前方のデスクで、目を伏せキーボードに指を走らせる来栖さんの姿を見るだけで、ドキドキして息苦しくなる。

　忘れます、と言ったのは私なのに、ちょっと気が緩むと、あの夜の彼を思い出して、全身を火照らせてしまう。

　だけど、来栖さんが態度を変えずにいてくれるから、私も気を引きしめられる。

「しっかりしなきゃ」

　独り言を呟き、肩を動かして大きな息を吐いた。

　いつの間にか混雑のピークは過ぎたようで、さっきまで座っていた年配の男性社員が席を立った後、私の隣は無人のまま。

　目の前の器からは、もう湯気も立っていない。蕎麦はすっかり伸びてしまっていた。

　もしかして、のんびりしすぎた？　左手首の腕時計を確認して、私はギョッと目を剥いた。

「い、いけないっ……！」

　午後一で提出するよう、課長から頼まれた仕事があるのに、もうこんな時間！

　慌てて椅子を引いて、ガタンと音を立てて立ち上がる。

　結局、卵を潰したただけでひと口も食べなかった蕎麦の器がのったトレーを持ち、急いでテーブルを離れた。




　休憩を途中で切り上げて戻ったおかげで、時間通りに書類を提出することができた。

　ホッと安堵の息を漏らした時、来栖さんと橋上さんが、談笑しながらオフィスに入ってきた。どうやら、ふたりで外にランチに行っていたらしい。

　デスクに向かいながら、橋上さんが彼の背中をポンと叩く。

「じゃ、約束だからね！　来週の金曜日、予定空けておいてよ」

　なにやら念を押す橋上さんに、来栖さんはやや苦笑気味。

「急な仕事が入るかもしれないし、わからないって」

「男なら、そうならないように、先回りして仕事を進めるもんでしょ」

「そうはいっても、この時期じゃね～……」

　同期ならではの親しげな会話を交わして、ふたりともデスクに着いた。

　この二週間ほど、橋上さんが積極的だ。今日のランチも彼女が誘ったんだろうし、来週の金曜日は飲みに行く約束でもしたんだろうか。

　私はなんとなく目を逸らしていた……のだけど。

　来栖さんの「あれ？」と呟く声に導かれ、顔を上げた。

「っ……」

　思わず息をのんだのは、彼が私をまっすぐ見つめ、首を捻っていたからだ。

「あ、あの……？」

　私は、ちょっと怯みながら問いかけた。

　来栖さんは不審げに眉根を寄せて、なにやら苦い顔をしている。

「俺が出る時もいたけど……。浅倉、ちゃんと昼メシ行った？」

　一瞬、私の鼓動がドキッと騒ぐ。

「い、行きましたよ。社食に」

「そう？　ちゃんと一時間休憩取った？」

「あ……少し早めに戻ってきました。頼まれてた仕事があったんです」

　ぎこちなく笑って答えると、「ふ～ん」とやや納得いかなそうな反応が返ってくる。

「まあ、この時期は急ぎの仕事も頼まれるだろうけど……休憩はしっかり取れよ？　疲れて腹減らして能率が下がるんじゃ、意味ないんだから」

「……はい」

　グッと顎を引いて素直に返事をすると、来栖さんは「よし」と私に笑顔を向けてくれた。

　気にかけてくれたんだ……。

　嬉しくて、胸がきゅんと疼いてしまう。私は慌てて来栖さんから目を逸らした。胸を上下させて深呼吸してから、パソコンに向き直る。

　そうやって、仕事に集中して、没頭していった。

　前髪を揺らして頬杖をつく来栖さんの姿を、視界の隅っこに映しながら。




　その翌週、金曜日の夜。

　橋上さんが来栖さんを誘っていたのは、部内の若手だけでのプチ忘年会だった。後になって私も声をかけてもらい、ちょっとだけのつもりで参加した。

　ところが……。

「ちょっ、浅倉さん！」

　私はビールをひと口飲んだだけで、胃を絞るような吐き気に襲われ、化粧室に駆け込んだ。橋上さんが、ずっと背中をさすってくれている。

「うっ……」

　ほとんど食べていないのだから、吐くものなんか胃に残ってない。

　なのに、吐き気は容よう赦しゃなく込み上げてくる。

「ちょっと～どうしたの……？　あんた、今日、全然飲んでないじゃない」

　橋上さんは私の様子に困惑しながら、首を傾げた。

「す、すみませ……」

　少し気分が落ち着いて、私もいくらか返事ができるようになった。ようやく顔を上げることができて、自分でもホッとする。

「大丈夫？」

　横から橋上さんに覗き込まれ、無言で何度か頷いてみせる。大きく息を吐いてから、十分ほどうずくまっていたトイレの外に出た。

　洗面台の前に立ち、流水を両手ですくってうがいをする。肩で息をしてから顔を上げると、鏡に映る自分の顔があまりに青くてびっくりした。

　動揺しながら、口元を手の甲で強く拭う。キュッと唇を引き結び、ハンカチを口に当てた。

「すみませんでした。最近あんまり調子よくなくて……」

　背後で心配そうに見ている橋上さんに、鏡越しに笑顔を向けて取り繕った。

　それでも、彼女の顔は曇ったまま。

「先輩の私が誘ったから、断れなかったのかもしれないけど。飲み会くらいで、無理しなくてよかったんだよ？」

「……はい。本当にすみません。私、今日はこれで帰りますね」

　一度洗面台に両手をついて、下を向いて「はあっ」と深い息を吐いた。

「ひとりで大丈夫？」

　通路に続くドアに手をかけた私の背中を、橋上さんの声が追ってくる。

「大丈夫です」と笑ってから外に出て、私はビクッと身を竦ませた。

「どうしたの？　あれ、来栖君」

　私の後から出てきた橋上さんが、通路の少し先で壁に背を預けている来栖さんに気付き、声をかける。

「お疲れ。……浅倉、大丈夫そう？」

　来栖さんは橋上さんに明るく返事をしてから、口元をハンカチで覆う私をちらりと見遣り、眉間の皺を深くした。

　私は彼から目を逸らし、黙礼を返す。

「なんかね。あまり体調よくないとこで飲んで、回っちゃったみたいで。今日はもう帰るって」

　橋上さんは溜め息交じりで来栖さんに説明して、私に「ね？」と確認するように見下ろしてくる。

　私は黙って頷いてから、ふたりに深く頭を下げた。

「すみません。お先に失礼します」

　それだけ言って、荷物を取りに行くために、来栖さんの前を通り過ぎようとした。

　なのに。

「浅倉。俺も帰るから、駅まで送るよ」

　私の肘を掴んで止める来栖さんに、私だけじゃなく橋上さんも目を丸くした。

「え……？　来栖君、帰っちゃうの？」

　目に見えて残念そうな反応に、来栖さんも苦笑する。

「い、いえ。ひとりで大丈夫です」

　私は口元にハンカチを当てたまま、くぐもった声を挟んだ。

「俺、明日ちょっと朝早くて。今日は途中で上がらせてもらおうって思ってたから、ちょうどいいんだ」

　彼は不服そうに唇を尖らせている橋上さんを気にせず、私の肘を引いた。

「外で待ってて。荷物は俺が取ってくるから」

「……はい。すみません」

　身を縮こめて謝ると、来栖さんは私に「いいから」と言い置き、テーブルに戻っていく。

「……ラッキーだったねー、浅倉さん」

　橋上さんが、じっとりと湿気を帯びる声と視線を、私に向ける。

「いや、えっと……」

　責められてる気がして、私はますます恐縮するだけ。

　橋上さんは、ふうっと口をすぼめて息を吐き、私の肩をポンと叩いた。

「来栖君、後輩思いだしな～。こら、これからはあんまり無茶しないでよ！」

　にっこりと笑ってくれる彼女に、私もようやくぎこちない笑みを浮かべることができた。




　私がお店の外に出てほんの数分で、来栖さんが荷物を抱えて出てきた。

「お待たせ」と言って、コートを渡してくれた後、私を促して歩き出す。

「あの。荷物、ありがとうございます」

　コートに袖を通してから、自分の荷物を受け取ろうとすると、「いいから」と短く制された。

「まだ気分悪いんだろ？　青い顔してる。俺が持つから、気にするな」

「で、でも」

「少しは心配させろ。……ビールひと口で酔ったって聞いて、びっくりしたんだぞ」

「すみません……。ちょっと最近疲れてて」

　口をへの字に結ぶ来栖さんに、私は肩を竦めて謝った。

「年末で仕事も忙しいし、飲み会も多くて体調崩しやすいんだから、無理すんな」

「……はい」

　神妙に頷くと、来栖さんはふっと柔らかい微笑みを向けてくれた。

「よろしい」

　そんな笑顔にドキッとして、私はそっと彼から目を逸らす。

　最寄りの駅までは、ほんの五分足らずだ。口数も少なく、終始俯き加減の私を気遣ってくれて、来栖さんは明るく楽しい話題を選んで話してくれた。

　そのおかげで、私の気分も晴れていった。

「ここまでで平気？　よければ、家まで送るけど」

　改札の前で荷物を手渡してくれた来栖さんに、私は静かに首を横に振った。

「本当に、大丈夫です。ありがとうございました」

　最後にもう一度お礼を言ってから、私は改札を抜けて中に入った。

　ホームに降りる階段の前で、一度立ち止まって振り返ると、来栖さんはまだ改札の前に立っていた。

「気をつけて帰れよ！」

　私に気付き、ヒラヒラと手を振ってくれる。

　私は彼に頭を下げ、今度こそまっすぐ前を向いて階段を下りた。




　社会人になると同時にひとり暮らしを始めた、狭いワンルームマンション。

　玄関脇のスイッチを手探りで点けると、一度明滅してから天井の照明が灯る。

　すぐに視界に広がる八畳間の真ん中まで進み、私は崩れるようにしてしゃがみ込んだ。

　なんだろう。胃に漬物石でものっかってるみたいに重苦しい。

　胸の真ん中あたりがムカムカして、まだ気分が悪い。気持ち悪い……。

　無意識に胸元をさすり、天井を仰いで大きく息を吐いた。

　ここのところ、食欲がないのは自覚していた。業務の繁忙期が原因なのは去年と同じ。だけど、去年……今より不慣れな新人の時でも、こんなにひどくはなかった。

　お酒だってそれほど弱くはない。たったひと口のビールで、あんなになったのは初めてだし、来栖さんや橋上さんが困惑するのも当然だ。私自身が一番驚いている。

　深い呼吸をすると、自分の息でえずきそうになる。思わず口を手で覆い、嘔おう気けが過ぎるのを待つ。

　今度はちょっと慎重に息を吐き、炬こ燵たつテーブルの上の卓上カレンダ――に目を留めた。

　年末戦線は来週一週間が本番といったところ。部の忘年会は遠慮するにしても、仕事を休むわけにはいかない。

　体調不良の原因がわからないからこそ、今のうちに病院に行っておこうか……。

　曖あい昧まいな気分で揺れながら、仕事のスケジュールを思い描き、卓上カレンダーを取り上げた。なんとなく一枚ペラッとめくって、一瞬不可解な思いに駆られた。

　いつも目印代わりにつけるマーク。日付の数字を青いペンでくるっと丸く囲むだけの、生理が始まった日のマークだ。私はやや不順気味で、周期にはズレがあるけど、十一月……先月のマークがないことに気付いた。

「つけ忘れ……たっけ……」

　無意識の独り言と同時に、十二月二週目の今になってもマークがつかないことに不安がよぎる。いくらなんでも、間隔が空きすぎだ。

　慌ててカレンダーをもう一枚めくる。最後の青いマークは、十月の終わりだった。

「二週間近く、遅れてる……？」

　自分の呟きを耳で拾って、胸が根底から揺さぶられ、ブルッと震えた。カレンダーを持った手が、小刻みに振戦する。

　眦まなじりが裂けそうなほど見開いた目で、カレンダーを食い入るように見つめた。

　私の目に留まったのは、【海外営業部・決起会】と書き込まれた十一月の日付。

　今からちょうど一カ月前。

　その夜……。

　記憶を遡さかのぼった途端、鼓動が怖いくらいリズムを狂わせた。

「まさか」

　私は無意識にお腹に手を当てた。

　ドクドクドク……と、心臓が不気味なほど強く速く、打ち鳴り始める。暑くもないのに、額にじんわりと汗が滲んだ。

「やだ、嘘……」

　お腹に左手を置いたまま、漏れ出た声を抑えようとして、右手で口を塞いだ。

　まさか。まさか。そんなこと、あるわけない。……だけど。

　カレンダーに自分でつけたマークが、不安を煽あおる。

　ジッと見すぎていたせいか、視界の焦点がぼやけてくる。それでも目が捉えて離さない、十月の終わりの青いマークと、それから二週間後の決起会の書き込み。

　その間隔を計算したら、嫌な予感ばかりして、ただただ怖い。

　私はカタカタと全身を震わせながら、カレンダーを握りしめた。




　週明けの月曜日。私は朝一番でオフィスに電話して、午前半休を申し出た。

　緊張で足が竦みそうになりながらも、近くの産婦人科クリニックに急いだ。

　先週金曜日の夜、私はほとんど眠れなかった。

　土曜日の朝、開店時間を待って薬局に駆け込み、妊娠判定薬での検査は終えていた。

　そこにくっきりと浮かび上がった〝陽性〟の結果。

　強い眩め暈まいに襲われながら、私は何度も説明書を読み返した。

『誤判定ってこともある！』と、藁わらにもすがる思いで、クリニックに飛び込んだ。

　ところが。

「妊娠七週目ってとこですね」

　すべての診察と検査を終えたドクターの無情な診断に、一瞬、私の目の前は真っ暗になった。

　耳元で、全身の血管が脈動する音を聞いた。バクバクと激しく騒ぎ立てる心拍についていけず、呼吸まで乱れた。

　どうしよう。

　どうしたらいい――？

　答えが見つからないまま、頭の中で、その問いがぐるぐると渦巻く。

　診断の後、ドクターや看護師さんがかけてくれた言葉も、ほとんど頭に入ってこなかった。




「おい、浅倉っ」

　名前を呼ばれると同時に肩を掴まれ、私はハッと我に返った。無意識に足を止め、振り返る。

「ボーッとして……。どうしたんだ？」

　私の肩を掴んだのは、訝いぶかしそうに眉根を寄せた来栖さんだった。

「あ……」

　反射的に辺りを見回す。

　目に映るのは、見慣れたオフィスビルのエントランスの風景。

　どうやら私は、ボーッとしながらも、オフィスに辿たどり着いていたようだ。

「先週具合悪そうだったし、今朝はいきなり半休だし、心配した」

　最後はちょっと低くなった来栖さんの声を聞いて、もう一度、ぼんやりと辺りを窺う。

　頭の中は真っ白だった。目の前は真っ暗で、なにも目に映っていなかったと思うのに、ここまで来れたのが不思議だ。

「……浅倉？」

　まるで魂が抜けたような私に、来栖さんは一層怪訝そうに首を傾げる。

　その時、後ろから歩いて来た男性が、私にドンとぶつかった。

「あ、すみません」

　それほど強くぶつかられたわけじゃないのに、無防備だった分、ふらついてよろけてしまう。

「おっと。大丈夫か？」

　とっさに腕で支えてくれた来栖さんが、肩を竦めて周りを見遣った。

　オフィスアワーのエントランスは人も多く、みんなせかせかと脇目も振らずに歩いていく。

「浅倉、こっち来い」

　立ち止まっている私たちは往来の妨げになっていた。来栖さんは私の腕を引き、邪魔にならないよう、隅っこに移動した。

「ここならいいかな」

　そう言って足を止めて、そっと私の腕を離す。無言で俯く私を見下ろして、小さな溜め息をついた。

「……病院行ったのか？」

　サラッと訊ねられ、私は思わずビクンと身体を震わせた。

「え……？」

　勢いよく顔を上げた私に、来栖さんが驚いた目をしている。

「あれ？　半休ってそうじゃないの？」

「あ、あの、来栖さん」

　頭の中がグチャグチャだった。なんて言っていいのかわからないまま、呼びかけるだけ呼びかけて、結局私は口を噤つぐんでしまう。顔を伏せ、ギュッと唇を噛んだ。

「浅倉？」

　来栖さんの声が、不審そうに低くなる。

「どうした？」

　眉間の皺を深めたまま、私の顔を覗き込んでくる。

「なんかまだ具合悪そうだな。風邪……じゃなさそうだけど、顔色悪い。今日は無理しないで帰った方がいい。俺、課長に伝えておくから……」

　来栖さんは私の肩をポンと叩き、次の瞬間、ギョッとしたように目を丸くした。

「えっ、浅倉？　どうしたんだよ？」

　困惑に揺れる声。

　視界を埋める来栖さんの驚いた顔が、じわっと滲んでぼやけていく。

「ふ、ううっ……」

　バチッと瞬きをした途端、私の目から大粒の涙がダイレクトに床に落ちた。ひと粒こぼれたが最後、止まることなく、足元を濡らしていく。

「ご、ごめ……」

　自分が泣いていることを自覚して、私は慌てて両手で顔を覆い隠した。込み上げてくる嗚お咽えつをこらえようと、必死に声を殺したけれど、肩の震えはごまかせない。

「浅倉。泣いてちゃわからない。どうした？」

　泣いている私を身体で隠そうとしてくれたのか、来栖さんが私の両肩に手を置き、前に回り込んだ。

「どうしよう、わた、私……」

「浅倉？」

「どうしたら……ごめん、ごめんなさい……」

　うわ言のように繰り返すだけの私の頭上で、来栖さんが短い息をついた。

「謝んなくていい。俺でよければ力になるから、なにがあったのか言ってくれ。それとも、俺には言えないようなこと？」

　静かな問いかけに一瞬迷って、私は呼吸を止めた。だけど頷くこともできず、ただ肩を震わせ続ける。

「なにか困ってるなら、聞くから。……な？　浅倉」

　困ったような、ちょっと焦れたような……そんな来栖さんに。

「ごめん、なさ……。ごめんなさい。来栖さ、ごめ……」

　止まらない涙と焦りと恐怖に駆られ、私はとうとうしゃくり上げていた。のみ込めずに溢れ出てしまった涙に、感情が煽られる。

　ひとりで立っていられなくなり、ここがどこかとか、人目があるとか、そんなことを考える余裕もなく、来栖さんの胸に倒れ込んでしがみついた。

「あさ、くら……？」

　来栖さんの上着の胸元をしっかりと握りしめ、身を縮める私に、困惑しきった彼の声が落ちてくる。

　ズッと洟はなを啜すすってから、私は意を決して唇を開いた。

「あか……赤ちゃ、が……」

　必死に口にした言葉は、掠れて途切れ途切れで、聞き取りにくかったはず。

　けれど、すぐ目の前にいる来栖さんの耳には届いたようだ。

「え？」と聞き返す声に緊張が走り、その身体が強張るのが伝わってきた。

「私……お腹に、赤ちゃん、が……」

　大きくしゃくり上げながら漏らした声は、さっきより繋がった言葉になった。

「……子供？」

　頭上から、呆然とした声が降ってきた。

　それを聞いて、伝えることができた安堵と、伝えてしまった罪悪感と、来栖さんの次の反応への恐怖が、一気に私の胸に攻め込んでくる。

「ごめん、なさい……」

　最後にもう一度、喉に声をつっかえさせながら、謝罪を繰り返した後……。

「浅倉っ!?」

　身体の力が保てない。

「浅倉っ……！」

　来栖さんが私を呼ぶ声だけを耳に留め、私は彼の胸で意識を失ってしまった。




　意識が戻り、薄く開いた視界に最初に飛び込んできたのは、見たことのない天井だった。

　ぼんやりと目だけを動かし、辺りを探る。けれど、どう思い出そうとしても見覚えがなく、私はそっと上体を起こした。

　そして、私が横になっていた簡易ベッドの傍らで、粗末なパイプ椅子に腰を下ろし、頭を抱え込んでいる来栖さんに気付き、ビクッと身を竦ませた。

「あ……」

　声をかけようとしたのに、うまく音にならない。

　私が起き上がった気配が伝わったのか、来栖さんもピクッと肩を震わせて、ゆっくりと顔を上げた。その瞳がまっすぐ私に向けられる。

　見たことのない、光を失った瞳に、私の胸がドクンと騒いだ。

「……気分、どうだ？」

　来栖さんが背にしている窓には、薄いカーテンが引かれていて、外の明るさはよくわからない。ここはどこ？と不安になって、私は首を捻って辺りを見遣った。

　私の心を読んだのか、来栖さんがベッドサイドに両肘をつき、組み合わせた指の上に顎をのせて、目を伏せながら教えてくれた。

「ビルの救護室。このビル、こんなのあったんだな。俺も初めて知った」

「救護、室」

「お前、意識失ったんだよ。……覚えてない？」

　抑揚の感じられない声でそう言われて、私は瞬時に思い出した。

　彼の言う通り……意識を失う前のことを。

「あ、あの……」

　唇を引き結び、目線を毛布に落としたままの来栖さんに、恐る恐る声をかける。

　返事がないから、どうしようもなく心細くて不安で、ぎゅうっと毛布を握りしめた。

「……浅倉。どうするか、考えないと。……子供のこと」

　目を向けてくれないまま、静かに話す来栖さんの唇を見つめた。

　彼の言葉に、心臓が鷲掴みにされた気分になる。

　堕ろせ、と言われる――。

　続く言葉を先回りして予想して、私の全身に鳥肌が立った。

　なのに。

「どうしたい？」

　来栖さんから向けられたのは、私の意思を問う質問だった。

「どう、って……」

　ほんの一瞬前まで、怖くてどうしていいかわからなくて、どうしたいかなんて考えられなかった。だけど、予想していたことを来栖さんが言わなかったことに、ホッとしている私がいる。

「……ごめん。これは全面的に俺の責任だから。浅倉がどうしたいか、俺に教えて」

　淡々と、感情を押し殺すように、来栖さんは私にそう訊ねてくれる。

「わ、私……」

　決意のないまま、私は無意識にお腹に手を当てた。

　まだ全然実感はない。とても信じられないけど。

　ここに、赤ちゃんが息づいている。来栖さんの、赤ちゃんが……。

「っ……」

　堰せきを切って溢れ返る感情に揺さぶられて、私は嗚咽を漏らしていた。

　涙は留まるところを知らない。私の意思に関係なく、次から次へと頬を伝って流れ落ちた。

　なにも答えられないまま、ただ泣きじゃくる私を、来栖さんは黙って観察して――。

「ごめん。わかった。……だったら俺、責任とるから」

　一瞬、なにを言われたのかわからなかった。

「え……？」

　涙をたっぷり湛たたえた目を、まっすぐ来栖さんに向ける。

　彼は私の視線を受けて、ほんのちょっと困ったように微笑んだ。そして、スッと背筋を伸ばし、一度大きく息を吸って――。

「浅倉。結婚しよう」

　次の瞬間、来栖さんが確かにそう言った。

　私は瞬きも忘れ、呆然と彼を見つめる。

　来栖さんはぎこちなく強張った笑みを浮かべ、もう一度、繰り返した。

「責任とるから。……俺と結婚してください」

　――頭の中が、真っ白になった。

　望みもしなかった。夢に見たこともない。だから信じられないけど、嬉しい。

　そう、嬉しいって思っていいはずの言葉だったのに。

　来栖さんから私への〝プロポーズ〟。

　それは、〝好き〟という想いがどこにもない、〝責任〟の意味しかないものだった。










莉緒サンヲ、僕ニクダサイ




　クリスマスが過ぎ、年末の繁忙期はどうにか無事に峠を越した。

　あとほんの数日で年末年始の休暇を迎える、今年最後の週末、土曜日。

「莉緒。気分悪い？　……ちょっと休憩していくか？」

　来栖さんが運転席でハンドルを操作しながら、助手席で顔を伏せる私を気遣って、声をかけてくれた。

『莉緒』

　耳に心地よい彼のテノールの声が、私の名前を呼んでくれる。嬉しいし、ドキドキするのに、同時に胸がズキッと痛む。

　口元をハンカチで押さえたまま、私はそっと顔を背けた。

「いえ……大丈夫です」

　初めて乗る来栖さんの愛車、ＶＯＸＹ。乗り心地はいいし、彼の運転もとても快適だけど、お腹の底から込み上げる吐き気を、私は必死にこらえていた。

　早いところでは、もう年末休暇に入っている今日。帰省ラッシュに重なったせいか、一般道でも混んでいる。

　順調なら、私の実家には車で四十分ほどで着く。けれど、来栖さんが私のマンションまで迎えに来てくれて、出発してから、すでに一時間が経過していた。

『結婚しよう』

　来栖さんがそう言ってくれた日から、一週間。彼は、私の両親に挨拶に行くと言った。

『年末の忙しい時に悪いけど、報告しないままじゃ、莉緒も正月休んだ気にならないだろ？　まあ……妊娠と結婚の同時報告になるから、本当はワンクッション置けるとありがたいんだけど……。絶対莉緒、自分でこんなこと言えないだろうし』

　両親への報告に尻込みしてしまう私を、先回りしてくれた結果のことだ。

　私の両親への説明と報告を全部引き受けてくれた上、自分のご両親へは『正月帰ったら話しておくよ』と、年明けにゆっくり挨拶に行くというスケジュールを組んでくれた。

『莉緒は余計なこと心配しなくていいから』

　あれからずっと、そんな言葉で私の気持ちを軽くしようとしてくれる。

　予期せぬ妊娠に、混乱してるのは私だけじゃない。来栖さんだって同じ。いや、私以上に動揺したはずなのに、彼の気遣いがとてもありがたい。

　私は、来栖さんに甘えっぱなしだ。これじゃいけないと思うのに、さすがに緊張して、昨夜は眠れなかった。そのせいか、今日は特別つわりがひどい気がする。

「大丈夫って……」

　私が返した素っ気ないひと言に、来栖さんはチラッと目を向け、語尾を尻すぼみにした。

「全然そんな顔色じゃない。どっか、コンビニで車停めるから、休憩していこう」

　彼はぎこちない笑みを浮かべると、再びまっすぐ進行方向に向き直る。

　私はその横顔にチラッと目を向けただけで、無言で俯いた。

　宣言通り、来栖さんはコンビニの駐車場に車を停めてくれた。助手席をちょっと倒して横たわる私を見遣ってから外に出て、コンビニに入っていく。

　私は、その背をぼんやり見送った。

　本当に、これでいいの……？

　激しい不安に駆られて妊娠を口走ってしまったあの時から、私の心の葛藤は徐々に強くなっていった。

　本当に、このまま来栖さんと結婚していいんだろうか――。

　思考が現実に追いつき、少し冷静さを取り戻してから、私はずっと、自分にそんな疑問をぶつけ続けている。

　嬉しいはずの来栖さんからのプロポーズを、私はいまだに、現実として受け止めきれない。

　仕事が忙しくて、ちゃんとまともに話し合えないまま、今日を迎えてしまったけれど……。

　断るという選択肢すら、浮かばなかった。来栖さんにとっては、〝責任〟以外のなにものでもないプロポーズに、私は甘えている。

　だけど、一生に関わることを、こんな簡単に決めてしまっていいわけがない。

　自分にそう言い聞かせながら、倒していたシートを少し戻し、大きく息を吸った、その時。

「お待たせ」

　運転席のドアが開き、来栖さんが戻ってきた。軽く車体を揺らして、運転席に乗り込んでくる。

　ハッとしてそちらに顔を向けると、気付いた彼が小首を傾げた。

「つわりの時でも、酸っぱいものならいけるって聞いたことあるんだけど。……ほら。飲めそう？」

　彼が私に差し出したのは、ビタミン入りのレモンウォーターのペットボトルだった。

　どこまでも私を気遣ってくれる優しい来栖さんに、きゅんと胸が疼く。

　だから、だからこそ……。

「く、来栖さんっ……」

　思い切って声をかけると、彼はお茶のペットボトルの蓋を開けながら、「ん？」と聞き返してきた。

「帰りましょう。やっぱり」

　私は、受け取ったペットボトルをギュッと握りしめて俯いた。

「え？　もう二十分もすれば、着くけど。……そんなに気分悪いか？」

　あくまでも私を気にかけてくれる人だからこそ、このまま私の両親に結婚の挨拶なんてさせてはいけない。

「いえ……。体調の問題じゃなくて」

　続きに困って言葉を切る私を、来栖さんは静かに見つめていた。

「……俺と結婚するの、嫌？」

　探るように問いかけられ、私は慌てて首を大きく横に振った。

「そうじゃないです。でも、こんな簡単に決めちゃダメです。もっとちゃんと話し合ってからじゃなきゃ……」

　来栖さんはシートに背を預け、低い天井を見上げながら、ふうっと息をついた。

「莉緒が嫌じゃないなら、このまま行こう」

「で、でもっ……!!」

　思わずそう叫んだ私に、来栖さんは軽く横目を向ける。

　その視線から逃げるように、私は顔を背けた。

「……結婚って、一生の約束です」

「もちろん、わかってるよ」

「っ、どこがっ……!?　子供ができたって聞いて、簡単に言ったじゃないですか……！」

「だって莉緒、産みたいって思ってくれてるだろう？　……俺との子」

　冷静に畳みかけられ、私は言葉をのんだ。

　反論を失う私を一いち瞥べつして、来栖さんはわずかにかぶりを振る。

「それなら、結婚しないでどうするんだよ？　まさか、ひとりで産んで育てるって……そう言い張る？」

「そ、それは……」

「莉緒がどうしてもって言うなら、無理強いはしない。その時は俺、生まれた子供は認知するし、もちろん養育費も払わせてもらう。そうさせてほしい」

　淡々と、本心のわからない声でそう言ってから、来栖さんは私をジッと見つめた。

「……けど。莉緒、そんなことできる？」

　私はなにも言えずに俯いた。足の上で組み合わせた指が、小刻みに震える。

「ひとりで産んで、働きながら子供育てて……。それこそ子供の一生に関わる問題だ。まだ二十四なのに、そんな苦労ひとりで抱え込むなよ」

「っ……」

　心から絞り出すような声に、胸がグッと揺さぶられた。

　言葉に詰まる私をちらりと見遣り、来栖さんが静かにエンジンをかける。

「莉緒。ひとつだけ言っておく。俺は、莉緒も生まれてくる子供も、大事に幸せにしたい。……俺の一生をかけて」

　コンビニの駐車場を出て、公道に合流してから、来栖さんは前を向いたままそう言った。

　その言葉に、ドキッとする。

　あの夜、前の彼女を大事にしてやれなかったと、苦しげに顔を歪めた来栖さんを思い出した。彼が言う『大事に幸せにしたい』という言葉が、私以外の人への罪滅ぼしのようにも聞こえる。

「だから、俺を信じて。寄りかかってほしい」

　私は返事ができない。彼の方も、私にそれを求めていないのか、その後は無言でまっすぐ前を見据えていた。

　車の微かすかな振動と、疲れと寝不足のせいで、斜めに傾けた身体に睡魔が忍び寄ってくる。

　来栖さんが運転してくれてるのに、眠っちゃダメだ。

　そう思っていても、私は眠気に逆らえない。

　うとうとし始めた私に気付いたのか、来栖さんは、信号でブレーキを踏んだ後、

「我慢しないで、眠っていいよ」

　ハンドルから離した左手で、私の頭をポンポンと叩いて撫でてくれた。

　その優しい仕草に、やっぱり胸が締めつけられる。

　重みを増す目蓋まぶたに逆らえない。

「来栖さんの幸せは……どうするんですか……」

　言い切った時には、すっかり目を閉じていた。

　だから、寝言だと思ったのかもしれない。来栖さんは、なにも言わなかった。




　お正月を前に、急な訪問。しかも私の話が、突然の妊娠・結婚報告だったせいで、父も母も大いに驚き、慌てふためいた。

　その混乱ぶりに、申し訳ない気持ちばかりが募る。

　私の隣でふたりの反応を見つめていた来栖さんも、唇をキュッと引き結んだ。

　私は終始俯いて、両親の顔をまっすぐ見ることができない。

「あの……。どういうことなんでしょうか？　この子にお付き合いしてる方がいたことも、私たちは初耳なんです」

　気持ちを落ち着かせるように、母が遠慮がちに来栖さんを窺い見た。

　母の質問に、来栖さんは動じた様子もなく、〝準備していた答え〟を告げる。

「莉緒さんとは、彼女の入社以来ずっと、同じ職場で働いています。個人的な付き合いは、ここ三カ月くらいなんですが……」

　車を降りた時、彼は私に、『愛のある嘘をつくけど、驚かないで』と宣言していた。これが、その嘘だとわかる。

　本当は、個人的な付き合いなんか一切なかった。だけど、〝恋人〟として付き合っていたと言ってくれたのは、私というより、両親への気遣いだろう。

　私自身、不安だった。

　報告した瞬間の両親の反応が怖かった。

　母の言う通り、今まで親に交際相手を紹介したことなんかなかった。

　学生時代に付き合った唯一の彼とは、ほんの半年ほどでお別れしてしまったから、紹介できるような彼がいたとも言えない、というのが理由だ。

　そんな私が、突然〝授かり婚〟の報告なんて、どんなに驚かせてしまうか……後ろめたかった。

　来栖さんが嘘をついてくれなければ、私の両親はもっと取り乱したはずだ。

「いつも一緒に仕事をしていたとはいえ、まだ恋人として短い付き合いなのに、無責任な事態になり、本当に申し訳ないと思ってます。ですが、一生、莉緒さんと子供を守るとお約束します」

　動揺する両親の前で、来栖さんは緊張した様子を見せながらも、ソファから立ち上がり、床に膝をついた。仕事中と同じように背筋を伸ばし、深々と頭を下げる。

「必ず幸せにします。どうか、莉緒さんを、僕にください。僕と莉緒さんの結婚をお許しください」

　真摯な態度で訴える来栖さんの姿に、こんな状況なのにジーンとして、鼻の奥の方がツンとした。涙が込み上げてきてしまい、私はハンカチを顔に当てて隠しながら、来栖さんと一緒に頭を下げる。

「お父さん、お母さん。お願いします……」

　そう言った自分の声には、まだまだ迷いがあると気付いていた。

　だって私は、このまま来栖さんと結婚していいのか、ここにきても心を揺らしていたんだから。

　結局、私は今まで彼との交際を黙っていたことを咎とがめられた。付き合って三カ月での妊娠は、軽はずみだとなじられもした。

　でも最後には、誠実に報告してくれた来栖さんに、父も母も頭を下げてくれた。

「ふつつかな娘ですが、どうぞよろしくお願いします」

　それを聞いて、来栖さんはホッとしたように頭を上げた。表情が和らぎ、安堵した様子が窺える。

　けれど、それと入れ替わりに、父が表情を厳しく強張らせた。

「しかしな、来栖君。大事な娘を傷モノにされた父親としては、一応それ相応の態度を取らせてもらおう」

　突如語気を荒くしてその場に立ち上がり、来栖さんの前に足を進める。そして、床に正座していた彼のネクタイを引っ張り上げ……。

「お、お父さん……!!」

　私と母が必死になって止めようとする中、来栖さんの左の頬に、強烈な鉄拳を打ち込んでいた。




　仕事納めを迎える、週明けの月曜日。

　左の唇の端に小さな絆創膏を貼り、頬骨付近を青く腫らした来栖さんに、当たり前だけどオフィスのみんながどよめいた。

「ちょっと、どうしちゃったの？　テンカウント後のボクサーみたいになってるけど」

　オフィスに入ってきた途端、同僚たちから口々に訊ねられ、来栖さんは苦笑しながら頬をさすった。

「言っとくけど、喧嘩とかじゃないから、あんまり大騒ぎするなよ。大事にされて、部長あたりに呼び出されたらたまらないし……」

　言っていた本人も冗談のつもりだったろうけど、それはすぐに現実のものとなる。出社後二時間で、来栖さんは渋い顔をした部長に呼び出しを受けた。

「ったく、お前らがあんまり騒ぐから……」

　溜め息をつきながら立ち上がる来栖さんを、みんなが「頑張ってこいよ～」と軽口を叩いて送り出す。

　口をへの字に曲げて、部長以上に渋い表情でオフィスから出ていく来栖さんの背中を見送り、私は小さく息をついた。

　時期が時期だけに、お酒の席で羽目を外したとか、勘違いされてしまうんじゃないだろうか……。

　私の両親にとても誠実に向き合ってくれて、父から〝愛の鉄拳〟を受けただけなのに。私のせいで怒られてしまったらどうしよう。

　落ち着かなくて、私は来栖さんが出ていったドアをジッと見つめてしまう。

　そんな私の不安を煽るように、周りのデスクから女性の先輩たちのヒソヒソ声が聞こえてきた。

「本当のところ、あれ、なんだろうね……」

「まさか、女絡みとか……!?」

「えっ。だって、確かこの間別れたばかりでしょ？」

「まあ、来栖君ならすぐ次の彼女ができても不思議じゃないしね～」

「それで殴られるって、なにしでかしたんだろ」

　勝手な噂話に花が咲く。

　真相を知っているのは私だけ。来栖さんに申し訳なくて、居たたまれない。

　私は席を立ち、来栖さんを追いかけた。

　彼が入っていったのは、フロアの片隅にある小会議室。注意喚起に近いお咎めだったのか、来栖さんはほんの五分足らずで廊下に出てきた。

「失礼しました」と頭を下げてから、ふうっと肩で息をして顔を上げる。その目が、ドアからちょっと離れた位置に立ち竦む私に向けられ、ふわっと困ったような笑みが浮かんだ。

「莉緒、お疲れ」

　私の名前を呼んでくれる来栖さんの優しい瞳に、きゅんとしてしまう。

　そんな気持ちを押し隠し、私はギュッと握りしめた手を胸に置いて、小走りで彼に駆け寄った。

「こら、走るな」

「あのっ。誤解されましたよね。怒られましたか……？」

　私の身体を気遣ってくれる言葉を遮って、私は来栖さんにそう訊ねた。

「ごめんなさい！　ほんと、私のせいで……」

　必死に頭を下げる私に、来栖さんは「大丈夫だよ」と言って、私の頭に手をポンと置いた。

「俺の心配はいいから、お前は自分の身体をちゃんと気遣え。……つわり、キツいだろ？」

　温かく細めた瞳が、私に向けられる。

　私はキュッと唇を噛み、そっと目を伏せた。

「……すみません。私、なんて謝っていいか」

　俯いて、自分の靴の爪先を見つめる。頭上で、彼が小さな息を吐く気配を感じた。

「なんで莉緒のせいなんだよ。よかったじゃないか。ご両親、許してくれたし。むしろ、このくらいで済ませてくれてありがたいよ。正直、殺されても文句は言えないって思ってたから」

　小首を傾げておどけたように笑ってくれる来栖さんに、私は歯がゆい気分で奥歯を噛みしめた。

「それは、来栖さんが嘘ついてくれたから……」

「こういう嘘なら、バチは当たらないよ」

　来栖さんは私の肩をポンと叩き、横を通り過ぎた。その横顔を見上げてから、私も黙ってその後を追う。

「あ」

　来栖さんが短く声をあげ、一歩後ろを歩く私を、肩越しに振り返った。

「そうだ。呼び出し受けて気付いた。……今夜、話したい。時間ある？」

「え？」

「同じ職場だし、会社には報告せざるを得ないよなって」

「あ……」

　そう言われて、ビクッと身体を強張らせた。

　そうだ。来栖さんの言う通り。

　私の両親への報告が終わったからって、ホッとしてる場合じゃない。

　私にはこれから、来栖さんのご両親への挨拶も控えているし、同じ部署に所属している以上、会社に報告しないわけにもいかない。

　――でも、みんなが知ったら、なんて思うんだろう……。

　瞬時に走った不安が、顔に出てしまったのかもしれない。来栖さんはその場に立ち止まり、しっかりと私に向かい合った。

「まあ、お互いちょっと嫌な思いするかもしれないけど……。ただの社内結婚じゃなくて職場婚だし。人事手続きの面でも、いずれはバレる。ごめんな。こればかりは避けようがないから」

「は、はい。大丈夫です」

　気を取り直して返事したものの……。

　来栖さんが言う、『ちょっと嫌な思い』がどんなものになるのか。噂好きな先輩たちに、詮せん索さくされたりするんだろうか。いや、それよりも陰で噂されたり……？

　先輩たちの反応を想像して、気持ちが怯んでしまう。

　だけど。

「大丈夫。俺がいるから」

　私の気持ちを察してくれる来栖さんを、おずおずと見上げた。

　彼の強い瞳を見つめ返して、私もぎこちなく笑みを向ける。

「はい」

「よし。ほら、仕事戻ろう」

　私の背中を軽く叩いてから、来栖さんは先に廊下を歩いていった。




　年末の仕事納めともなれば、業務量は落ち着く。

　私は、挨拶や部内の掃除を終えて定時でオフィスを出た。彼の退社は、海外とのやり取りがあって少し遅くなるそうで、午後七時過ぎになるという。

　夜の予定を聞かれはしたけど、日中はオフィス内で声をかけられることもなく、帰り際、エレベーターホールで呼び止められた。

『家で待ってて。帰りに寄るから』

『えっ!?　う、うちにですか!?』

　辺りを憚はばかりながらこそっと言われて、私は思わずひっくり返った声で聞き返してしまった。

　私の反応に驚いた様子の来栖さんの前で、しどろもどろになったものの……。

「……ぶっ。で、この大量の豪華なアイス？」

　玄関から直で続く狭い部屋に足を踏み入れた来栖さんは、私が冷凍庫から出したアイスクリームのギフトボックスを見て、盛大に吹き出した。

「す、すみません。本当はお食事でも用意しようと思ったんですけど、今、私、口にできるもの、これくらいしかなくて……」

「あ、ごめん……。いや、俺に気遣いとかいらないから。でも、かえって風邪ひきそうじゃない？　こんなにたくさん食ったら」

「いや、むしろ腹壊すか」と思案しながら、彼は炬燵テーブルの前に腰を下ろして胡坐あぐらをかき、ボックスの中をひょいっと覗き込む。

「しかもさっぱり系のフレーバーが多いな。やっぱり酸っぱいものとか食べたくなるの？」

　来栖さんが手に取ったのは、ブルーベリーのフローズンヨーグルト味だった。

「これ、もらっていい？」

「あ、はい。どうぞ、召し上がってください」

　少し硬いアイスを、プラスチックのスプーンで崩して食べる様子を見ながら、私も自分の分を手に取った。

　選んだのは、あっさりさっぱりの柚ゆ子ず味。私は自分のチョイスに、ふふっと笑った。

「……ん？　なに？　莉緒」

「あ、いえ……自分でもよくわからなかったんですけど、酸っぱいものがいいのかも。あと、冷たいものを口にすると、胸のむかつきがすっきりするというか」

　小さな笑い声を拾われて、私は自分で考えながら説明した。

　相あい槌づちを打っていた来栖さんが、ふっと表情を和らげる。

「久々に見た。莉緒が笑うの」

　目を伏せ、ポツリと呟く。

「え……？」

　私は、ドキッとして聞き返した。

　彼はアイスをシャリシャリ鳴らし、少しずつすくって口に運んでいる。

「あの夜からずっと、オフィスでも、莉緒のぎこちない笑顔しか見てなかった。なんか、今の笑い声。本当に久しぶりに聞いたような気がする」

　――そうだったかもしれない。

　あの夜の後も、来栖さんが前と変わらずにいてくれるから、笑えていたつもりだったけど、妊娠がわかってからは頭の中は不安と迷いでいっぱい。気付くと浮かない難しい顔をしてしまっていて、とっさに繕う笑顔が引きつっていた。

「ご心配おかけして、すみませんでした……」

　恐縮して謝ると、来栖さんは困ったように目尻を下げた。

「だから、お前は言ってるそばから……。でも、そうだよな。そんな体調じゃないんだし。俺が支えてやらなきゃいけないのに、力不足でごめん」

「そんな」

「莉緒。話していい？　会社への報告のこと」

　今日の本題を改まった口調で切り出す来栖さんに、私もつられて背筋を伸ばした。しっかりと正座を直し、「はい」と強張った声で返事をする。

　それを受けて、来栖さんはふうっと小さく息を吐いた。

「昼もちょっと話したけど、手続き面でも、上司には報告せざるを得ないし、そうしたら部内にも知れ渡る。いずれは、どちらかが異動になるだろう」

「は、はい」

「それだけじゃない。そのうち莉緒のお腹も大きくなって、目立つようになるだろ？　そうなったら、莉緒が妊娠してることは隠せなくなるわけで」

「……はい」

　それはもちろん、私も重々承知していたことだ。だから、現実をしっかりと受け止めるつもりで、硬い返事をする。

「だから……お腹が目立ち始める前に、莉緒は仕事辞めないか？」

「っ、え？」

　来栖さんが、どこか歯切れ悪く続けた提案に、私はギクッとして聞き返していた。

　彼は私の反応を予想していたのか、わずかに目を逸らす。

「俺と莉緒の結婚を報告した上で、莉緒の妊娠が知れ渡ったら、逆算してタイミングとかもわかるだろ。俺が前の彼女と別れたのと、ほぼ同時期だってことも、知られることになる」

　私は、口を噤んでゴクリと唾を飲んだ。

「結果として、付き合ってたわけじゃないのに、子供ができたから結婚、って見方される」

「……でも、実際その通りです」

　私は俯いて返事をした。

　彼は何度か黙って首を縦に振り、同意を示す。

「本当は考えたくないけど、多分……お前のこと悪く言うヤツが出てくる、と思う」

「…………」

　来栖さんが言った『嫌な思い』は、やっぱりそこだった、と、私は唇を噛んだ。

　私たちが過ちを犯したのは、来栖さんが彼女と別れたと噂になってすぐの頃だった。来栖さんは社内の女性の憧れの的だから、彼が別れたタイミングを狙っていた人からしたら、私は多分〝既成事実を武器に結婚を迫った〟最低な女と思われる。

　実際に、そんな中傷を受けるかもしれない。

　正直なところ、私はこの短期間で自分の身に降りかかった現実を、まだ受け止めきれていないんだと思っている。

　ただ、見ているだけで幸せだった。誰よりもキラキラと眩しい先輩。本当に本当に憧れていた。

　その先輩が長年付き合っていた彼女と別れたという現実を前に、私の世界が一変した。

　信じられないくらいの幸せに包まれた朝――。

『忘れますね』

　一度絡み合った私たちの縁は、私のそのひと言で、再び別の方向にベクトルを定めたはずだった。

　なのに、たった一度の〝既成事実〟で、私は来栖さんの子供を授かり、彼の一生を結婚という形で縛ってしまった。

　そして今、私は周囲の噂や中傷から逃げるために、会社を辞めるという選択肢と向き合っている。

　もちろん、来栖さんの提案は、私を守るためだとわかっている、けれど……。

　歯を食いしばって目を伏せた私の思考を読んだのか、来栖さんはまだ半分残っているアイスを炬燵テーブルの上に置いて、「莉緒」と呼んだ。

「私がいない方が、来栖さんも楽になれますか……？」

　私は、手の中で握るようにしていたアイスに目を落とした。

　声が喉に引っかかるのを感じて、少し溶けたアイスをスプーンですくう。

「俺？」

　来栖さんが、訝しげに眉根を寄せるのを、視界の端で確認した。

「噂されるのは私だけじゃない。来栖さんもそうです。だから、みんなに知られる前に私がいなくなった方が……」

　彼の提案への答えを迷いながら呟き、最後は語尾を尻すぼみにした。

「……莉緒、俺のことはいいんだよ」

　来栖さんが、わずかな逡巡の後、溜め息交じりに言うのを聞いて、私は勢いよく顔を上げていた。

「私だって……!!」

　反射的に言い返そうとして、自分の理性に止められた。

「莉緒？」

　来栖さんが、声に戸惑いを滲ませて、私を呼ぶ。

　探るような声を聞いて、私も一瞬冷静になった。喉の奥まで出かかっていた言葉をのみ込む。

『私のことは、どうでもいい』

　確かに、今まで受けたことがないような誹ひ謗ぼう中傷を受けるかもしれない。まったく知らない人からも、妬ねたみと嫉妬……そういう醜いものをぶつけられるかもしれない。

　だけど、そんなことはどうでもいい。

　だって私は、来栖さんと結婚できるんだから。

　大好きな人と結婚して、子供を産んで、家族になれる。女に生まれた私にとって、それ以上の幸せがどこにあるの。

　だから、周りになにを言われても、そんなの気にならない。本当に、全然大丈夫なんだよ……。

　私の中で確かな想いを伝えることができたら、彼もきっと、オフィスで私が嫌な思いをするかもしれないなんて、気遣わずに済むとわかっていた。

　だけど、それでも言えない。

　私が、来栖さんのことを大好きだなんて。彼と結婚できることが、幸せだなんて。

　過ちで子供を宿した私に、来栖さんが向けてくれるのは、腫れ物に触れるような気遣いだ。そこにあるのは男としての責任だけで、決して恋情はない。

　でも、私の恋心を知ったら、優しい彼は心でも応えようとするだろう。そして、きっと、今以上に〝責任〟に苦しむことになる――。

『好き』なんて、私は口が裂けてもこの人に言ってはいけない。

「ごめんなさい」

　正座した膝の上で、私はアイスのカップを両手でギュッと握りしめた。

　猫背気味に俯いていた来栖さんが、少しだけ顔を上げて、私に横目を向けている。

「私、まだちょっと混乱してて。結論は、もう少し待ってもらっていいですか？」

　手の中で溶けて液体になったアイスが、容器から膝にこぼれ出すのを、目で追う。

「もちろん。すぐに決められる話じゃない」

　来栖さんが、ホッとしたように息をつく。

「莉緒、勘違いしないでほしいけど、俺は本当に……」

　彼が続けてなにか言っていたけれど、突如、私の意識がグルッとかき混ぜられた。そのまま一気に逆流するような不快感を覚えた、その時……。

「っ!!」

　容赦なく込み上げてくる嘔気に襲われた。ホットカーペットにアイスのカップが転がるのも気にせず、私は慌てて両手で口を押さえた。

「莉緒っ……!?」

　弾かれたように立ち上がり、どこか強張った声が追ってくる中、私はトイレに駆け込んだ。床に頽くずおれ、便座を上げて頭を突っ込む。

「うっ……うぐっ……」

　吐き出すものなど、ほとんどない。私は、酸っぱい胃液ばかりを吐き出した。

「莉緒っ、大丈夫か!?」

　私の後を追ってきた来栖さんが、大きな手で私の背をさすってくれる。

　大丈夫。心配しないで。

　そう言って安心させたいのに、お腹の奥底からせり上がる嘔気を抑えられなかった。




　そうして、どのくらい時間が経ったんだろう――。

　これまでで一番といえるほど激しい嘔気を越えて、私自身が呆然としていた。

　トイレの中でぐったりと脱力して、荒い呼吸を繰り返す私を、来栖さんが支えてくれている。

「少し落ち着いたか……？」

　恐る恐る、といった問いかけには、声もなく頷くのがやっとだった。

　来栖さんは私の反応を確認して、ホッと短い吐息を漏らす。

「ごめん……ごめん、莉緒」

　絞り出すような謝罪と同時に、私は後ろから強く抱きしめられた。

　私はされるがまま、彼の胸にもたれかかることしかできない。

「俺のせいで……こんな苦しい思いさせて、ごめん……」

　来栖さんにかき抱かれ、耳元で、彼の震える声を聞いた。

　どうして、謝るの。

　私は嬉しいのに。幸せなのに。

　どうして来栖さんは、そんなつらそうに謝るの――。

　なにも言ってあげられない自分がもどかしい。やるせない思いばかりが胸に広がり、私は彼の腕にそっと手をかけた。

　何度も何度も繰り返される謝罪が、だんだん遠くなっていく。

　――ああ。

　私がこんなだから、来栖さんまでつらい思いをしてる。苦しんでる。

　強くならなきゃ。強く、ならなきゃ。

「来栖さん、ごめんなさい……」

　朦もう朧ろうとした意識の中、それだけ言うのがやっとだった。










言エルワケナイダロ




　来栖さんが先に挨拶に来てくれたおかげで、私は年末年始休暇を実家で穏やかに過ごすことができた。

〝付き合って三カ月〟という嘘もあり、母から彼との交際について聞かれるのは、少し困った。でも、私にとっては、ずっと憧れていた同じオフィスの先輩だ。来栖さんのことなら、楽しい記憶がたくさんある。付き合うきっかけも、わりと簡単にそれらしく繕うこともできた。

　とはいえ、男親である父は、まだどこか引っかかっている様子だった。母と私が来栖さんの話を始めると、無言で席を立ち、ふいとどこかに行ってしまう。彼を殴ってしまった手前、すぐに態度を一変させて歓迎ムードにはなれないのだろうけど、私はやっぱり心配だ。

　母は『こんなに早く嫁に出すと思ってなかっただろうから、ちょっと拗ねてるだけよ』と笑うけど、私はまさにこの休暇中、ご両親に報告しているはずの来栖さんのことばかりが気にかかった。

　来栖さんのご両親は、どんな反応をするんだろう……。休暇明けに、私が挨拶に行っても大丈夫なんだろうか。

　お互いに帰省していた年末年始休暇中は、ＬＩＮＥで何度かやり取りをするだけで終わった。




　年が明け、仕事始めのその日。私は来栖さんから、ランチに誘ってもらった。

「うちの方は問題ないよ。もう少し莉緒の体調が落ち着いたら、連れていくって話してある」

　オフィスビル近くのカフェレストランで向かい合い、来栖さんが開口一番でそう言った。その様子がわりとあっさりしていたから、私はホッと胸を撫で下ろした。

「よかった……。うちに来た時みたいに、殴られたりしてたらどうしようって……」

　安堵する私に、来栖さんは、はは、と苦笑する。

「母親には無責任だって泣かれたし、親父も渋い顔してたけどね。まあ、男側の親としては、『誠意を尽くしなさい』としか言えないってことだよ。……うん」

　来栖さんは会話を切り上げるように目を伏せ、オープンサンドにナイフを入れた。

　――『問題ない』と簡単に言えるほど、あっさりした事態ではなかったようだ。もしかしたら、結婚そのものより、相手が長年付き合っていた前の彼女じゃなかったせいで、余計に驚かせてしまったのかもしれない。

　彼がなにも言わずに食べ進めるのを見て、私は重い気分で肩を落としてから、フォークを手に取った。

　私の前に置かれているのはボールサラダだ。中身は緑の野菜オンリー。チキンやナッツは抜いてもらい、濃厚なドレッシングも辞退。味付けはオリーブオイルと塩だけで、普段ならかなり味気ない。

　これを見て来栖さんは、『ヨーロッパのレストランで出される、滅茶苦茶飽きるアレみたい』と笑ったけれど、これでもやっと食べられるようになったのだ。

　まるでヤギみたいにモソモソとレタスを口に運ぶ私に、来栖さんがちらりと目を向けた。フォークに刺していたパンの欠片かけらをパクッと食べ、喉仏を上下させて飲み下す。

　そしてフォークを置き、

「莉緒」

　改まった様子で、私を呼んだ。

「はい」

　私は返事をしながら、フォークを動かす手を止める。

　彼は、上着の内ポケットから細長い茶封筒を取り出し、私の前に、スッと滑らせた。

「これ」

　私は一度封筒に視線を落とし、すぐに彼に目線を上げた。

「なんですか？」

「中、確認して」

　短い言葉で促され、フォークをテーブルに置き、封筒を手に取った。

　中に入っていた三つ折りの紙を、指先で摘まんで取り出す。カサッと音を立てて開き、私は一瞬目を疑った。

　私が手にした書類には、『婚姻届』と書かれていた。

　すでに来栖さんの署名がされている。私が書くべき箇所だけが、空欄の状態だ。

「く、来栖さん!?」

「莉緒のとこ書けたら、一緒に提出に行こう」

　彼は、動揺する私を気にする様子もなく、ナイフとフォークをスマートに動かしている。

　私は困惑しきって、婚姻届と来栖さんを交互に見遣る。

「莉緒。早く食べないと休憩時間終わるよ」

　完全に食事の手を止めた私を、彼が上目遣いに促した。

「ま、待ってください。これ……もう届けを出すんですか？」

　私は戸惑いを隠せない。

　来栖さんは表情を変えることなく、「ああ」と頷いた。

「あの、早すぎませんか？　私、こういうのはもっと先のことだと思ってて」

「結婚するって、お互いの意思は確認した。両親にも報告して、認めてもらった。先延ばしにする理由はないだろ」

　私は返す言葉に窮して口ごもった。

　それはそうかもしれないけど……。

　ただ泣きじゃくるだけだったあの時から時間が経って、本当にこれでいいのかと、冷静に考えている自分がいる。

　なにより、こんな形の結婚、来栖さんは不本意に決まってるのに。

　婚姻届を持つ手を震わせる私に、彼は小さな溜め息をついた。

「順を追った結婚なら、奥さんが妊娠中でつらい時は、旦那がそばで支えてやれる。本来それが当然のはずなんだ。特に莉緒はひとり暮らしだから、早すぎるなんてことはない。むしろ、遅すぎるくらいだ」

　来栖さんは、ゆっくりと言い含めるように私に告げる。

　私は黙ったまま、淀みなく動く薄い唇を見つめていた。

「年末、つわりで苦しそうな莉緒を見て、ショックだった。そばにいても、俺はなにもしてやれなかったけど、もうひとりにしておきたくない。……莉緒」

　彼がどこか硬い声で私を呼んだ。

　あまり聞き慣れない声色に、反射的にビクッと身体が震える。

「数カ月先の予定を早めるだけ。できるだけ早く籍入れて、一緒に暮らしたい。今の時期にそばにいるって、俺たちにとって大事なことだと思うから」

　来栖さんは真剣な表情で、まっすぐ私を見つめていた。私は彼の瞳の奥の強い光に怯み、返事をためらってしまう。

　来栖さんは私の返事を待たず、黙って食事を進めた。

　私はすっかり食欲が失せてしまい、来栖さんの署名が入った婚姻届に視線を落とした。

　思考回路はショート寸前で、目に映るものの輪郭がぼやっと滲み、曖昧になっていく。眩暈のような感覚に襲われ、ギュッと目を閉じた。

　婚姻届を出してしまったら、後戻りはできないのに――。

　私と来栖さんの結婚の根底にあるのは、責任と義務。

　来栖さんはどこまでも真摯で、誠実に、覚悟を固めてくれている。

　だけど……。

　彼は私に、一度も〝好き〟とは言ってくれない。

　来栖さんが結婚を急ぐのは、そうすることで逃げ道を断ち、自分を追い込んでいるだけのような気がして、私は心の中で葛藤した。




　妊娠十二週を過ぎると、私のつわりはピークを越え、幾分和らぎ始めた。

　月末の納期に合わせた業務がひと段落した、二月初め。私は来栖さんとふたり、朝一番で部長に婚約を報告した。

　その日の朝礼ですぐ、来栖さんの婚約が部長の口から発表された。相手が私だということは、来栖さんの希望で伏せられたまま。まだ安定期に入らない私を、気遣ってくれてのことだ。

　朝から激震に見舞われ、オフィスがざわついた。女性たちは悲鳴に近い声をあげ、男性たちも驚きを隠せない。あちこちから、バラバラとまばらな拍手が湧いた。

　朝礼が散会すると、みんないそいそとデスクに戻ったものの、なに食わぬ顔で仕事を始める来栖さんに、探るような視線を向ける。

　彼が外出で離席すると、憚りもせずに話し始めた。

「やだ～……。相手、誰なの？」

「いつの間に？　急すぎるでしょ」

「ワケありっぽいよね～……」

　仕事に集中しようとしても、オフィスに残る私には、そんなヒソヒソ声があちこちから聞こえてくる。

　その日、終業時刻を迎える頃には、来栖さんの婚約は全社に広まっていた。




　帰り際、来栖さんと石津さんの会話を聞いてしまったのは、本当にただの偶然だった。

　正面玄関から大通りに出て、駅に向かうつもりで、建物に沿って西玄関の方角に歩いた。そこは車寄せになっていて、片隅に丸い筒形の吸い殻入れが置かれているのを、私も知っている。

「なあ、来栖。お前、なんでこんな電撃婚約する羽目になったんだよ？」

　通りがかった途端、『来栖』と聞こえて、私はビクッとして立ち止まった。

「電撃って……。外野、騒ぎすぎだよ」

　苦笑交じりの声は、確かに来栖さんのもの。

　私は壁の角に身を隠し、そおっと顔を覗かせた。

　そこに、吸い殻入れを挟んで立つ、来栖さんと石津さんの姿を見つける。

「電撃に違いないだろ。七年付き合ってた彼女と別れたばかりで、いきなり婚約報告って。どう見積もっても、三カ月程度の付き合いじゃないの？」

　石津さんが、吸い殻入れにタバコの灰を落としながら、呆れた様子で溜め息をついた。

　私に背を向けるように佇む来栖さんの指にも、タバコが挟まれている。

　その姿を見て、あの夜の記憶が脳裏を掠めた。

『気が滅入って……気分変えたい時だけね、ちょっと』

　彼はそう言って、時々タバコを吸うことを私に教えてくれた。

「……男のくせに、変な計算すんなよ」

　石津さんの追及をかわそうとしてか、来栖さんはタバコを口元に運んだ。ほどなくして、白い煙が立ち上る。

　石津さんが、眉間に皺を寄せるのが見えた。

「あのな、俺はこれでも心配してるんだよ」

　憤慨した様子の石津さんに、来栖さんは無言で肩を竦める。

「お前、普段吸わないのに、最近スモーキングルームにいるの、よく見かける。その状況でいきなり婚約発表だろ。女たちじゃなくても気になるだろうが」

「…………」

　来栖さんは反応を返さず、黙ってタバコを吸っている。

　その背中を見つめる私の胸が、ズキッと痛んだ。

　最近よく見かけるって……。全然知らなかった。気付きもしなかった。

　今までよりずっとずっと、たくさんの時間を一緒に過ごしたはずなのに、私は、そんなこと、全然。

　彼はいつも私を気遣ってくれていたのに、私はまったく気配りできていなかった。

　今さら痛感して、申し訳ない思いでいっぱいになる。

「なあ……。あんまり詮索するのもどうかと思うんだけどさ」

　だんまりを続ける来栖さんに焦れたように、石津さんはタバコを捻り潰して火を消してから、まっすぐ彼に顔を向けた。

「じゃあ、するなよ」

「いや、言わせてもらう。誰かが言わないと、お相手の彼女もお前も、不幸になりそうな予感しかしないからな」

「……なに？」

　石津さんの強気な言い様に反応したのは、来栖さんだけじゃない。

　陰に隠れた私も、全身をビクッと強張らせていた。

「相手、浅倉じゃねえの？」

「なっ……!?」

　来栖さんが短く声をあげ、私は身体を硬直させた。

「石津、お前、なにを勝手にバカな想像……」

　石津さんは、来栖さんをジッと観察して、最後は「はあっ」と声に出して溜め息をついた。

「お前、三カ月前の決起会の夜、浅倉となんかあったろ」

「……！」

「俺、気付いてたから。お前たちが途中、同じタイミングでいなくなってたの。他の連中は多分気付いてないだろうから、安心して白状しろよ。……来栖。お前、浅倉を妊娠させちまったんじゃねえの？」

　静かに滔とう々とうと探り入れる石津さんの前で、来栖さんは息をのんで絶句した。背中から、激しい動揺が伝わってくる。

　私の胸の鼓動も怖いぐらい加速していて、全身の至るところから脈動を感じる。声をあげないように、口を押さえてのみ込むのがやっとだった。

　ただひとり落ち着き払っている石津さんが、顔をしかめて腕組みをした。

「やっぱりそうか」

「ちょっ……石津」

「バカだな、お前。なんで堕ろせって言わないんだよ？」

　石津さんの呆れたような声に、来栖さんの肩が大きく震えた。

「……え？」

「え？じゃない。だって別に好きなわけじゃないんだろ？」

　戸惑って聞き返す来栖さんに、石津さんの方が驚いた様子で畳みかける。

「あのタイミングなら、ただの勢いだったんじゃねえのか？　お互い酒入ってたんだし、浅倉にだって非がある。なのになんでバカ正直に結婚？　責任とるにしても、中絶費用全額で、十分誠意になる」

　頭を殴られたような衝撃を感じたけれど、石津さんが来栖さんに浴びせた言葉は、むしろとても常識的だった。

　だって、私自身がそう思った。

　一生の問題なのに、責任だけで結婚なんて。

　来栖さんの将来を考えたら、きっと誰もが彼をそう窘めるだろう。

　そう、石津さんの忠言は、字面だけならとても非情なようでも、普通に考えたら現実的なものだ。

　なのに。

「おい、石津。それ以上言うな。それから……それ、絶対浅倉に言ったりするなよ」

　来栖さんが動揺を抑え込んだ様子で、声を潜めた。

　石津さんは、怪訝そうに眉根を寄せる。

「お前の言う通りだ。否定しないよ。確かに、特別な好意を持ってたわけじゃない。抱いたのも、半分酔いに任せた勢いだった」

　来栖さんの淡々とした低い声が、私の胸を抉えぐって深く突き刺さる。

　わかりきっていたことなのに、こうして来栖さんの口からはっきり聞くのは初めてで、想像以上に傷ついている自分がいる。

「……けどな」

　目の前が真っ暗になった私の耳に、彼の次の言葉がまっすぐ届いた。

「それでも、どうして俺に、堕ろせなんて言えるんだよ……!?」

　心の奥底から絞り出したような叫び。

　私は、来栖さんのこんなに悲痛に響く声を、初めて聞いた。

　足元が覚束なくなるほどの震えが、身体の奥から湧き起こってくる。

　私は必死に自分の身体を抱きしめていた。

　目を見開く石津さんの前で、来栖さんはタバコを押し潰して火を消した。そして、石津さんから大きく顔を背ける。

「お前になにがわかる。あの時俺が、どんなに浅倉に救われたか。……アイツ、あの華きゃ奢しゃな身体で、俺を全部受け止めてくれたんだよ。ただ劣情に煽られて、むちゃくちゃに抱くしかできなかった俺をっ……!!」

　来栖さんはそう怒鳴り、ビルの壁にダンッ！と思いっきり拳を打ちつけた。

　いつも明るく爽やかな彼が見せる、激情に駆られた行為に、石津さんも息をのむ。

「子供堕ろして傷つくのは女の方じゃないか。浅倉が望まないのに、俺が堕ろしてくれなんて言えるわけないだろ。それならせめて大事にしたい。……逃げたくないんだよ。アイツがしてくれたように、今度は俺が……」

　壁についた拳が、カタカタと震えるのを見た。

　完全にのまれていた石津さんが、強張っていた唇を小さく動かす。

「……来栖」

「逃げちゃいけないんだよ。俺は……」

　最後は消え入るように掠れた声。

　来栖さんは、石津さんの前でがっくりとこうべを垂れた。

「……悪かった」

　わずかな沈黙の後、石津さんが来栖さんの肩にポンと手をのせた。

「それなら、気が済むまで大事にしてやれ。……でもさあ、来栖。俺にできることがあれば力になるから、全部ひとりで抱え込むなよな」

　肩に置かれた石津さんの手をちらりと見遣り、来栖さんは黙って頷く。横顔が覗き、小さく「サンキュ」と言っているのが、唇の動きでわかった。

　私は顔を引っ込め、ビルの壁に背を預けた。

『逃げちゃいけないんだよ』

　そのひと言が、来栖さんの心をすべて物語っていた。

　私が戸惑うほど、結婚を急いでいるのも。

　すべては、来栖さんが、自分を急き立て、追い込むため。

　そうまでして現実を突きつけないと、逃げ出したくなるから――。

　やっぱり、そうだった。

　胸がドクドクと不快な鼓動を刻むのを必死にこらえ、私はふらふらしながらなんとか家に帰り着いた。

　そして。

「うっ……」

　玄関のドアを閉めた途端、今までこらえていた涙が溢れ、

「うっ……わあああっ……!!」

　声を憚る余裕もなく、その場にしゃがみ込んで、大声で泣いた。

　泣いて泣いて、泣き叫んで……。

　一生分の涙を流したと思えるほど、声を嗄からして泣き尽くした。




　部長に婚約報告を終えた、その週の金曜日。

　来栖さんから、【今夜、行くから】と社内メールをもらったため、私は帰りに高級食材を扱うスーパーに寄り、Ａ５ランクの黒毛和牛すき焼き肉を購入した。

　私が帰宅してほどなくして、インターホンが鳴った。

「俺」という短い応答にドキドキしながら、オートロックを解錠する。待ち構えるようにして玄関のドアを開け、彼を迎え入れた。

　来栖さんは、脱いだ上着を私に手渡しながら、豪華な霜降りのお肉が並ぶテーブルに釘付けになり、「おおっ!?」と目を輝かせた。

　彼の反応にクスッと笑ってから、受け取った上着を抱きしめる。

　そこからタバコのにおいがしないのを確認して、私はホッと息をついた。

　よかった……。今日は吸わずにいられたのかもしれない。

「莉緒っ、食えるのか？　もう肉でも食えそうか!?」

　来栖さんの興奮ぶりは、私の調子がいいのを喜んでくれているのか、それともお肉が嬉しいのか、判断しがたい。

「つわり、ちょっと治まってきてるから、大丈夫かな、と思ったんですけど。実は、お肉買うのも久しぶりで。でも、部長に報告して、ひと区切りの節目ですもんね」

　――だから……ちゃんと話さないと。

　肩を竦めて取り繕うと、彼はグッと胸を張って「任せとけっ！」と、ウィンクをしてみせた。

「大丈夫。莉緒が食えなきゃ、俺が全部食ってやる！」

　頼れる言葉に奮起して、私はすき焼きの準備を進めた。




　ところが、つわりが軽くなったおかげで、私の食欲は復活の兆しを見せていた。

　いや、復活……なんてもんじゃない。お腹の赤ちゃんはもう四カ月に入っている。恐る恐る食べ始めてみたら、思いのほか食欲が湧いてくる。

「あっ……！　莉緒、それ、俺の肉っ……!!」

　来栖さんの目の前でふつふつしているお肉にも手を伸ばし、彼が悲痛な声をあげる。

　残るかも、と懸念しつつ多めに買った黒毛和牛肉は、ふたりでしっかりと完食した。

「なんだよ～、莉緒。ほんの一カ月ほど前は、アイスも食えなかったくせに……」

　来栖さんはそうボヤいて長い足を投げ出し、壁に背を預けた。お腹をさすりながら、天井を仰いでいる。

　ベルトホールをひとつずらしているけれど、すっきり引きしまったお腹は、ポコッとしてるようには見えない。

　自分でも食べられるか不安だったけど、食欲が湧いたのは、来栖さんとやり取りしながらの食事が楽しかったせいかもしれない。

「食べられない私の方がよかったですか？」

　使った食器をシンクに運び、スポンジを片手に、少し意地悪な気持ちで振り返った。

　来栖さんが、ムッと唇をへの字に曲げる。

「なんでそういうこと言うんだよ。食えるって健康な証拠だ。莉緒もお腹の子も順調って意味だろ。……嬉しいに決まってる」

　最後は目を伏せ、ホッとしたように返してくる来栖さんに、私の胸はきゅんと疼いた。

「っ……」

　慌てて彼から目を逸らし、手元に集中する。

　嬉しいって、どこまで本心……？

　来栖さんの言葉にきゅんとときめいてしまうのに、素直に受け止められず、そんな風に感じる自分が嫌になる。

　でも、彼の些さ細さいなひと言から、自分自身を追い詰め、逃げ道を断っていくのがわかってしまうのだ。

　私に婚姻届を渡してからほんの一ひと月つきの間で、来栖さんは会社帰りに不動産会社に足を運び、新居の契約も終えていた。部長への報告も、すべて彼の希望でしたこと。

　そうやって、自分を八方塞がりの状況に追い込み、諦めを強めていっている。

　そんな心中が、今日は驚くほど見透かせる気がする。

「莉緒、引っ越しいつにしようか。俺の親にも会わせないとだし……あ、そういえば、婚姻届……」

　気付くと、来栖さんがこれからやるべきことを指折り数え上げていた。

「あっ……あのっ……！」

　胡坐をかいて背を起こした彼を、身体ごと振り返りながら、私は声をあげて遮った。

「来栖さん、あの」

「記入してくれた？　だったら、近々一緒に出しに行こう。それから……提出したら莉緒も〝来栖〟になるんだし、俺のことは名前で呼んで」

　来栖さんは、私の呼びかけに構わず、足の上に雑誌を開き、そこに目を落として話を続ける。

「来栖さん」

「俺の名前。〝稜太〟だよ。莉緒」

　乾いた声で容赦なく畳みかけられ、私は怯んで言葉に詰まった。

　狭い部屋に、一瞬シンと沈黙が流れる。

　来栖さんがちらりと私に目線を上げ、ふうっと口をすぼめて息をついた。

「……なに？」

　短い言葉で私を促し、やっと聞く姿勢をとってくれる。

　どこか鋭い瞳に射貫かれ、私は無意識にゴクッと喉を鳴らした。

「こ、婚姻届を出すのは、もうちょっと後にしませんか」

　思い切って一歩踏み出し、心の中で燻くすぶらせていた提案を告げる。

「え？」

　彼の眉間に皺が刻まれ、眉尻がピクッと上がった。

　咎めるような視線から逃げ、私は胸元をギュッと握りしめた。

「……すみません。私、やっぱり……これでいいのか、まだわからなくて」

　顔を伏せ、歯切れ悪く呟く。

　再び気まずい沈黙が流れる。

　来栖さんの小さな吐息が、それを破った。

「莉緒、なんで悩む？　悠長に迷ってる時間はない。その間もお腹の子供は、育ってるんだぞ」

　彼が、床をミシッと鳴らして立ち上がった。

「待ってやるメリットがどこにある？　莉緒がどんな答えを出すつもりなのか知らないけど、もう……中絶できない時期だろ」

　一瞬、彼が口にするのをためらった言葉を聞いて、私はギュッと奥歯を噛みしめた。

「赤ちゃんは、産みます」

「それなら俺と結婚するのが一番だろ」

　当たり前のようにかぶせられ、とっさに返事ができない。

「それとも……俺と結婚したくない？」

「そ、それは違います！」

　顎を上げて叫ぶと、彼は私の目の前まで歩いてきていた。

「どう違う？」

　来栖さんが、小首を傾げて斜め上から見下ろしながら、私を囲い込むようにシンクに手をついた。

「っ……」

　久しぶりの、近い距離。

　一瞬彼の体温を感じた気がして、ドキッと心臓が騒ぎ出す。

　私は背を仰のけ反ぞらせて彼から逃げた。まっすぐ前を向いていられず、目線を彷徨わせる。

「莉緒、答えて。……俺が嫌い？」

　トーンを落とした声で、耳元で囁かれる。

　胸の奥底から揺さぶられるような鼓動を感じて、私は小さく身体を震わせた。

「き、嫌いなわけない。私、来栖さんのこと、尊敬してました。憧れてました」

「それは、あくまでも会社の先輩としてだろ。この状況で結婚を迷う理由は、俺を男として好きになれないからじゃないのか？」

「ち、違っ……！」

　反射的に言い返そうとして、私は踏み止まった。

　今、それを否定するのは簡単だけど、そうしたらもう本当に、彼の逃げ場はどこにもなくなってしまう。

　私は、大好きな人の心までも、一生責任だけで縛りつけてしまう――。

『確かに、特別な好意を持ってたわけじゃない。抱いたのも、半分酔いに任せた勢いだった』

　この間立ち聞きして、心が張り裂けそうになった、来栖さんの本心。

　今、こんな言い合いの最中で、私の胸にとてもリアルに蘇よみがえってくる。

　本当は、私は彼にとってその程度の存在。特別でもなんでもない。

　だったら――。

「……そうですね。男の人としての好意とは、違います」

　自分で納得してついた嘘が、私の心を深く抉って突き刺さった。

「なのに結婚なんて。一生のことなのに、そんな簡単に決められません」

　言っている私の方が、切なくて苦しくて、胸が締めつけられる。

　来栖さんが小さく息をのんだきり、黙っているから、私は顔を上げられない。

　私は口を噤み、ギュッと唇を噛みしめた。

「……莉緒」

　私の頭上で、来栖さんが喉に引っかかるような声を出した。

　彼が私になにを言うか……。なんにしても、私は惑わされてはいけない。

　やっとの思いでついた悲しい嘘を、最後までつき通さなければ。

「だから、もう急かさないでください。来栖さんが急ぎすぎるから、私も混乱して……」

「ひとりで産んで育てるって結論になるなら、それは無理だ。現実考えろよ!!」

　来栖さんが吐き捨てるように遮り、私の顎を乱暴に掴み上げた。

　ハッと声をのむ私を、唇を真一文字に結んで、覗き込んでくる。

「は、放して……」

「こうやって触られるのも、嫌？　だったらどうして、あの夜俺に、あんなこと言った？　あの後も、オフィスで平気な顔していられた？」

　来栖さんは早口で言葉を重ねて、綺麗な瞳に険しい光を湛えた。

「俺の子供、産むって言うのはどうして？　好きでもなんでもない男の子供だったら、そんな風に思わないだろ」

「来栖さ……」

「だったら、拒めなくなるほど、俺のこと好きにさせてやる」

　来栖さんはどこか苦しげに目を細めた後、大きく足を踏み出して、私の膝を割った。

　突然の行動に驚き、目を見開く私に、彼はためらうことなく覆い被さるようにして顔を寄せてくる。

「っ……！」

　唇が触れた次の瞬間、来栖さんが、私の唇を舌でこじ開けた。彼の熱い舌が強引に侵入してきて、私のそれを追い詰める。

「ん、ふうっ……。や、めっ……!!」

「この程度のキス、あの夜、何度もした。……莉緒、思い出せ」

　舌を絡める激しいキスを仕掛けているのに、来栖さんの声に乱れはほとんどない。

　彼の言葉は、私の背筋に、寒気に似たゾクッとした痺しびれを走らせた。

「くる、す、さ……」

「稜太って呼べ、莉緒」

　巧みで繊細に蠢うごめく彼の舌に翻ほん弄ろうされて、私は抗あらがう余裕を失っていく。

　あの夜も、何度も交わしたキス。

　でも、そこに彼の〝好き〟はなかった。

　そして、今も、私たちの間に〝恋〟はないまま。

　わかっているのに、こんなキスをされたら、甘えたくなる。

　抗えない――。

「りょ……う、たさ……」

　足から力が抜け落ちるのを感じて、私は必死に彼の胸にしがみついた。
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　来栖さん……稜太さんの婚約が発表されてから三週間――。

　女性たちの間で、噂は留まることなく、むしろより過熱している。

　お昼の休憩時間。先輩たちがランチに誘ってくれて、一緒に外に出てきたはいいけど……。

「だってさ。彼女と別れてすぐだよ？　ちょっと遊んだだけの女に、子供ができたとしか考えられなくない？」

　和食レストランで、私の隣に座った榎戸さんが、開口一番でそう言って、私は箸を持つ手をピタッと止めた。

「え～……そんな軽はずみなことする男だと思いたくない……」

　真向かいにいる橋上さんが、沈み込んだ様子で深い溜め息を漏らした。

「来栖君が悪いって決まったわけじゃない。来栖君は失恋して傷心中だったんだし、そこを狙った女につけ込まれた……とか。むしろ被害者は彼の方じゃない？」

　榎戸さんにそう言われて、橋上さんも、「あ、そっか」といきり立つ。

「それならムカつく、その女っ！　よっぽど内情に詳しくなきゃ、そんなタイミングでつけ込むこともできないのに。すごい計算高い嫌な女なんだろうな」

　彼女は、プリプリして言い捨てた。

「相手についてひと言もないあたり、絶対社内だろうしね」

　ずっと目を伏せていた私も、榎戸さんが続けた言葉に、ギクッと首を縮めた。

「えっ……って、誰!?」

「知らないわよ。でも、大方〝責任婚〟でしょ。黙ってても、そのうちそれらしい女が浮上するわよ」

　頭上で飛び交うふたりの話を聞きながら、私は凍りつく思いでいた。

　稜太さんの婚約相手が私だということが伏せられている今、彼ばかりがこういう興味本位な噂話の矢面に立っているという現状。

『女たちの噂話は、俺の耳にも入ってる。なんかもう……ほとんど犯人捜しだな』

　ほんと、稜太さんの言う通り、犯人捜しだ。

　社内の女性の憧れの的である稜太さんを陥れたにっくき女……私は今目の前で、一緒に働く先輩から、そういう言われ方をしている。

　気持ちが落ち込んでいくのを感じて、箸を置いた。顔を伏せ、無意識にお腹をさする。

　妊娠中期に入り、私の体調はいくらか安定していた。おかげで食欲も完全復活。これはつまり、稜太さんが言った通り、お腹の赤ちゃんが順調ということに他ならない。

　先週、稜太さんのご両親に挨拶に伺った。

　私の体調やオフィス環境について稜太さんから聞いたお母様は、私に、早めに会社を辞めた方がいいとアドバイスしてくれた。

　あとほんの数週間で、私のお腹も目立つようになってくる。同じ部署の先輩後輩の関係だからこそ、周りの好奇心を無駄に煽るし、それは母体へのストレスにしかならない。

『それもこれも、全部無責任な稜太が悪いのに、申し訳ないけれど。生活は稜太に任せて、莉緒さんは身体を大事にして』

　嫌な思いをするのはあなたなんだから、と窘められ、私はうまく返事ができなかった。

　嫌な思い。それを味わうのは、私だけじゃない。むしろ今は、稜太さんの方がずっとずっと……。

「あれ？　浅倉さん、全然食べてないけど、どうしたの？」

　稜太さんの噂話はひと段落したのか、橋上さんがきょとんと首を傾げていた。その目は、まったく手つかずの私の三色丼に注がれている。

「あ、い、いえ。食べます、食べます」

　私は慌てて箸を手に取り、ぎこちなく笑った。先輩ふたりの視線を感じながら、箸を進める。

「浅倉さんと一緒にランチ来るの、久しぶりだよね。ちょっと前まで、お昼誘っても来ない日が多かったじゃない？」

　榎戸さんが、テーブルに肘をのせて頬杖をついて、私をちらりと見遣る。

　私はギクッとして顔を上げた。

「え、っと。その……」

「なんか、体調崩してた？　ちゃんと食べてるのかって、心配してたんだよ？」

「すみません……。ありがとうございます」

　にっこりと笑顔を向けられ、私も曖昧に返した。

「でも、顔色いいね。ちょっとふっくらしたみたいだし、食べられてるようなら、安心」

　橋上さんにそうつけ加えられて、私は思わず「えっ!?」と声をあげてしまった。

　私の反応に、先輩ふたりはきょとんと目を丸くしている。

「太ったって言ったんじゃないよ？　浅倉さんはもともとちっこくて細いから、もっとお肉つけないと」

「そうそう。むしろ健康的でよし！」

　口々にそう言われて、私は顔が強張りそうになるのを、必死の笑顔でごまかした。

　その後は黙々と食べ進める私から、ふたりの話題も逸れていったけど……。

　周りの目って、私が思う以上に敏感だ。気付かれるのは、時間の問題かもしれない。




　二月の最終週。冬晴れの土曜日に、私は稜太さんと暮らす新居へ引っ越しを済ませた。

　私がひとり暮らしをしていたマンションからは、電車で数駅の街。駅から徒歩五分足らず。築五年の築浅２ＬＤＫで、五階建ての四階部分。ふたりで暮らすには申し分ないマンションだ。

　場所は、稜太さんのおすすめで、もともと彼がひとり暮らしをしていた街。

　稜太さんにしてみたら、駅の反対側に移っただけという、ほとんど環境の変化がないお引っ越し。

　お互い今まで使用していた家電は処分して、家族仕様のものを新しく買い揃えていた。リビングには解かなきゃいけない段ボールや荷物が山積みだけど、家電製品が届くまでの間、稜太さんが私を、街案内と称した散歩に連れ出してくれた。

　私にとっては、生まれて初めて歩く街。ちょっとした探検気分で、ワクワクする。

　駅までの短い道のりで、大きなスーパーが二店もある。コンビニに至っては、異なるフランチャイズの店が三店舗。

　駅ビルには、美味しそうなパン屋さんも、品揃えのいい大きな本屋さんもある。

　駅前の商店街を抜けると、小学校の通学路を示す標識が見えた。

　都心でありながら、のんびりした住宅街。とても住みやすそうだ。

　いいお天気だけど、身体に吹きつける風は冷たい。日陰に入った途端肩を竦め、ブルッと身を震わせた私を、稜太さんが隣から見下ろしてきた。

「莉緒？　寒い？」

　小首を傾げて、心配そうに訊ねてくる。

　少し長めの前髪が、彼の目元でサラッと揺れる。休日を一緒に過ごしているのに、オフィスで、彼を盗み見しているような錯覚に陥った。

「いえ。大丈夫です。日なたはポカポカだし……」

　そう答えて微笑みかけると、稜太さんも柔らかく目を細めた。

「でも、冷えると身体に障るから。街案内の続きは、また今度にしようか」

「え、大丈夫ですよ。もっと……」

「こら。油断するんじゃない。この間うちの母親に言われたろ。『つわりが治まっても、まだ赤ちゃんは安定してないんだから、くれぐれも無理しないようにね』って」

　この間ご挨拶させてもらった時の、お母様の口調を真似て、唇をへの字に曲げる稜太さんに、私はちょっとだけ吹き出した。彼も悪いた戯ずらっぽく目元を緩める。

「そうですね。それじゃ、帰る前に、スーパーに寄っていいですか？」

　稜太さんに促され、くるりと方向転換しながら、お願いする。

　それに彼は、「ん？」と首を傾げた。

「家に戻ったら、冷蔵庫も電子レンジも届くし。夕食の支度、しなきゃって」

　当たり前のことを言ったと思うのに、彼はなぜかパチパチと瞬きをした。そして、わずかに眉間に皺を刻む。

「莉緒、家事は頑張らなくていいよ」

「え？　ど、どういうことですか？　だって……」

　引っ越しを済ませ、今日から私たちは一緒に生活を始める。そうなった以上、家事は私の役目だと思っていた。

　もちろん、ひとりで全部抱え込むのは大変だけど、そこは稜太さんにも手伝ってもらって……そうやって、少しずつ彼との生活に馴染んでいくつもりでいた。

「莉緒、まだ仕事も続けてるし、その上家事も……なんて。無理させたくない」

　そう言って、稜太さんは表情を曇らせる。

「無理ってことは……。今までも、ひとりだったから、やってきたし」

「そう、ひとりだったから。……莉緒はすぐに無理するから、ちょっと強引にでも、一緒に暮らそうと思ったんだ」

　明るく『大丈夫』と伝えるつもりだった私を、稜太さんは渋い表情で遮った。

　それにはギクッとして声をのむ。

　黙って俯く私の頭上で、彼は小さな溜め息をついた。

「……莉緒、もうひとりじゃない。これからは、俺とふたり」

　稜太さんが少し声を和らげ、私の頭をポンと叩く。

　そんな仕草にきゅんとして、私は思わず彼を仰いだ。

「なんのために、俺がいると思ってるの。莉緒にとって、今一番大事な仕事は、無事に元気な子供を産むこと。そうだろう？」

「あ……」

　稜太さんの言葉と表情に、私の胸がチクリと痛む。唇を噛んで、目を伏せた。

　婚姻届の記入を急かされても、お母様から仕事を辞めるようアドバイスを受けても、私は稜太さんとの間で、それらの話題を意識的に避けてきた。

　だから私は、今も〝浅倉莉緒〟のまま。お腹が目立つ頃になっても、まだ仕事を続けている予定だ。

　本当は稜太さんも、私にいろいろ言いたいことがあるのはわかっていた。

　それでも彼が、あれからなにも言わずにいたのは、私を悩ませても、お腹の子供に悪影響を及ぼすだけだと、気遣ってくれたからだろう。

　稜太さんが言う〝ちょっと強引〟なふたり暮らしには、緊張もドキドキもあった。だけど、彼の気持ちを考えたら、これ以上いろんなことを拒みたくなかった。

　そうやって踏み切ったふたり暮らしに、まだ不安の方が大きいのが本音だったけれど……。

「元気な赤ちゃんを産むのが、今の私の仕事……」

　稜太さんに言われたことを、私は無意識に反はん芻すうしていた。

　同時に足を止め、稜太さんから遅れた私を、彼が一歩先から振り返る。

「俺は、それが一番大事なことだって、莉緒にも思ってほしい」

　静かに穏やかに告げられた願いに、私の心は大きく揺さぶられた。

　心と同じように目線を彷徨わせる私を見て、稜太さんがひょいと肩を竦める。

「莉緒って難しいね。なんか俺……正直よくわからない」

「……え？」

　彼がポツリと口にした呟きは、なにか途方に暮れているように感じられて、私は戸惑いながら視線を返す。

　稜太さんは私としっかり目を合わせ、困ったように微笑んだ。

「妊娠知って、莉緒、怖がって泣きじゃくったのに。俺の前で、『ごめんなさい、どうしよう』しか言えないくらい、動揺して」

　記憶を辿るように少し遠い目をする稜太さんに、私は慌てて頭を下げた。

「あの時は、ごめんなさい。もっとちゃんと考えて、冷静になってから言えたらよかった。あの時、私があんなに取り乱したから……」

　そう、もっと私がしっかりしていられたら、冷静にお互いの将来を考えて、私は稜太さんに言えたかもしれない。

『堕ろす』というひと言を――。

　稜太さんと石津さんの話を立ち聞きしてしまった日から、ずっとそう考えていた。

　どうしてもっと冷静に行動できなかったのか……。

　私は、動揺したまま稜太さんに妊娠を伝えてしまった自分を悔やんで、唇を噛む。

　なのに。

「莉緒、俺はあの時、すぐ話してくれてよかったって思ってるよ」

　稜太さんは、私にそう告げる。

　私はそっと顔を上げた。

　彼は走ってくる車に気付き、私の方に足を踏み出した。車から守るように、私の横に並んで立ち――。

「……この間は、強引なことしてごめん」

「え？」

　彼の影が落ちてくるのを意識しながら、短く聞き返した。けれどすぐに記憶に行きつき、頬にカッと熱が上ってくる。

「あ。え、っと……」

　婚姻届について、急ぎすぎだと怯んだ私と、彼の間にできた深い溝。それを埋めるかのように、彼は私に『好きにさせてやる』と言った。

　切なくて苦しい、激しいキスを何度も何度も繰り返した。

　頬を染めて口ごもる私につられたように、稜太さんも気まずそうに目を伏せる。

「自分でも、あんなこと……どうかしてたって思う。でも俺、お前と子供を大事にしたい。それだけは、譲れないから」

　穏やかなテノールの声に力がこもるのを感じ、私は無言で何度も頷いてみせた。

「わかってます。それはもちろん……」

「でも、莉緒。今、子供を守ってやれるのは、お前だけなんだよ」

　感情を抑えた低い声に導かれ、私はハッとして正面から稜太さんを見上げた。

「だから俺は、俺の子を守ってくれる莉緒を、一番そばで守りたい。同居も入籍も、お前は早すぎるって戸惑うけど……俺は非力だから、これ以上どうしていいかわからない。俺にとって、これが今の精一杯なんだ」

「あ……」

　切なげに微笑む稜太さんの瞳の奥で、弱い光が揺れるのを見た。儚はかなげで、輪郭のはっきりしないそれは、手が届きそうで届かない。

　私は一瞬手を伸ばしかけて、我に返って虚空を握った。

　彼から目を逸らし、小刻みに震える自分の手をぼんやりと見つめる。

「莉緒」と、稜太さんが少し改まった声色で呼びかけてきた。

「結婚したい。俺を、お前の一番そばにいさせてくれないか……？」

　今の精一杯――。

　そう言って続けてくれた二度目のプロポーズが、私の胸をまっすぐに射貫いた。

　そこから、温かい熱が、胸いっぱいにじわっと広がっていく。

　私も、ちゃんとわかってる。

　本心がどうであろうと、稜太さんはいつも私の前で誠実だった。今まで、私が急ぎすぎだと二の足を踏んでいた様々な言動も、彼にとっては本当の精一杯だった。

　心の中では、たくさんの感情が、まだまだ蠢いているはず。だけどそれを私に見せないよう、彼は必死に誠実であろうとしてくれた――。

「ありがとうございます、稜太さん」

　唇が戦慄くのと同時に、鼻の奥の方がツーンとした。

　そのまま泣いてしまいそうだったから、私は一生懸命彼に微笑みかけた。

　今、私と稜太さんがふたりで力を合わせて守り、大事にしなければいけないのは、お腹の中の赤ちゃんだ。

　稜太さんはそのために、私にプロポーズをしてくれた。

　それなら私も……彼の赤ちゃんを守ることが、今一番大事な仕事。

　ほんと、その通りだ。

「意地張ってばかりで、すみませんでした。私からもお願いします。私を……稜太さんのお嫁さんにしてください」

　泣きそうに歪む笑顔で、私ははっきりと稜太さんに答えた。

　彼は、まだどこか緊張した表情で、私を見つめている。

「会社も辞めます。稜太さんに抱っこしてもらえる時まで、私が責任もって赤ちゃんを守ります。それが……私の仕事ですもんね」

「うん、莉緒。……サンキュ」

　稜太さんは心の底からホッとしたように、柔らかい笑みを見せてくれた。

　私の〝お願い〟に、お礼を言ってくれる彼を前に、私はもうひとつ覚悟を決めた。

　彼の心がないまま、一生を責任で縛りつけてしまう。もう、それを考えるのは、今日で終わりにしよう。

　私と稜太さんは、ふたりでひとつの命を守るために結婚するのだから――。

「私、強いママになりますね」

「うん」

「稜太さんも……素敵なパパになってください」

「はは。……頑張ります」

　彼が苦笑した時、少し強いつむじ風が吹きつけた。反射的に首を縮め、ギュッと目を閉じた私の肩を、

「帰ろう」

　稜太さんが、抱き寄せてくれた。

　突然感じた彼の体温にドキッと胸を弾ませ、私はその鼓動を抑え込もうと、小さく息を吸って呼吸を整えた。

　彼の手の温もりを肩に感じたまま、ふたり並んでマンションまでの帰途に就く。

　こういう胸のドキドキを、稜太さんに気付かれてはダメ。

　彼にとって私は、〝赤ちゃんのママ〟であって、恋人じゃない。だから、私の想いは、一生届かなくていい。




　その夜、段ボールの山をふたりで手分けして片付け終えると、稜太さんは一度寝室に引っ込んでから再び出てきて、広いリビングの床にペタンと座り込んだ。そして、「莉緒、こっちこっち」と、手をかざして私を呼ぶ。

　彼が床に並べたのは、うちの会社のラグジュアリーラインの商品カタログだった。それを、なんともご機嫌な様子で鼻歌交じりで開き始める。

「家具だけは、莉緒とゆっくり顔突き合わせて選びたくて、後回しにしてたけど……。インテリアメーカーの社員として、この部屋はあんまりだろ～？」

　大きく顔を上げる稜太さんに導かれ、私もリビング全体を見渡した。

　確かに、稜太さんの言いたいところはよくわかる。

　急な引っ越しだったから、生活に必要な家電を揃えるのが先決だった。おかげで、家具を選ぶ時間的余裕はなかったのだ。

　今、この新居には、お互いひとり暮らしの部屋で使っていた家具を、とりあえず持ち込んだだけ。部屋と家電と家具は、統一性皆無でかなりちぐはぐな状態だ。

　稜太さんの横にあるのは、私の部屋で使っていた炬燵テーブル。私が腰を下ろしているのは、稜太さんが使っていた座椅子。

　一応私もインテリアメーカーの社員として、新しい生活を始める新居がこれでは寂しい。稜太さんが開いたカタログを、私も少しワクワクしながら覗き込んだ。

　彼と一緒に、付ふ箋せんを片手にページをめくる。

「あ～……やっぱり、トータルで揃えるの、難しいかな。ヨーロッパで人気あるラインだし、俺もカッコいいって思ってたんだけど、社販で三割引きでもダイニングセットだけで七十万……。必要なの、これだけじゃないしなあ」

　稜太さんはそう言いながら、むむむっと眉根を寄せ、唇をへの字に曲げる。

　海外営業の担当だからか、稜太さんが付箋を貼るのは、欧州で人気の家具ばかりだ。スタイリッシュなわりにオーソドックスで、どんな組み合わせでもコーディネートしやすい。それでいて、一品一品はそれひとつで主役級の存在感。

　こんなインテリアになったら素敵だな、と憧れはするけど、当然値も張る。

「うおっ。この羊革のカウチソファ、座り心地よくてほんとおすすめなんだけどな。自分が買う側になると、結構怯む値段だな……」

　目をキラキラさせてカタログを床に広げ、現実にぶち当たって落胆する。そんな稜太さんがかわいくて、私はカタログよりも彼に目を奪われ、きゅんとしていた。

　そうやって、サイドボードやチェストもふたりでピックアップした後、最後に彼が開いたのはベッドのカタログだった。

「なんか金銭感覚麻痺してきたけど、うちの商品って庶民には高いな～」

　ボヤいて溜め息をつく稜太さんに、私は軽く吹き出す。

「そりゃ、稜太さん。全部ラグジュアリーラインで揃えたら破産しますって。ワンランク下のカタログ、持ってこなかったんですか」

「だって、一生物のつもりだし、せっかくだからいいの欲しいだろ？　う～ん……けど、仕方ない。現実考えたら、ラグジュアリーラインで揃えるのは無理だな」

　稜太さんは本当に残念そうに肩を落とし、再びベッドのカタログをめくり始める。

「それでなくても、これから子供の方で金が必要になるし」

「……そうですね」

　独り言のような彼の言葉に、私もなんとなく相槌を打つ。

　真剣にベッドを選ぶ稜太さんの隣で、床に広げたカタログを手に取った。

　実際に商品を売るのが仕事で、目の肥えた彼が気に入るだけあって、どれもほんと、目移りするくらい素敵なものばかりだ。

　こんなのをフルラインで揃えた家に住めるとしたら、夢みたいだと思うけど……。

「じゃあ、ダイニングテーブルとソファとベッド。これだけは譲れない。莉緒、莉緒はどれがいい？」

　稜太さんが意見を求めて、私の前に差し出したのは、ベッドのカタログだった。

　促されるまま目を落とし、ギョッとする。

「えっ、ちょ、稜太さん！　こんな大きいの買ったら、高いに決まってるじゃないですか。もっと小さくていいですって！」

「え？　言っとくけど、それベビー用じゃなくて大人用だぞ？」

「わかってますよ。でも、こんなんじゃなくて、もっと……」

「……それ、ダブルベッドじゃ、嫌ってこと？」

　付箋の貼ってあるページから離れ、自分でも探してみようとページをめくった私を、稜太さんが覗き込んでくる。

　探るような口調に、私はピタリと指を止めた。

「え？」

　大きく目を見開き、顔を横に向けて、稜太さんを視界に映す。

　彼は胡坐をかいたまま足の上に肘をつき、その手でこめかみを支えて、私を上目遣いに探っている。

「ダメ？」

「だ、ダメ？って……」

　私はしどろもどろになって、彼の視線から逃げるように顔を背ける。

　稜太さんはそんな私に構うことなく、私の膝のカタログのページを、付箋の位置まで戻した。

「ほら。このラインなら、シングル二台買うよりもリーズナブルだし」

「それはそうかもしれないですけど……」

「子供がちょっと大きくなったら、真ん中に寝かせて三人で川の字でも十分広いし。俺が出張の時も、莉緒、広々と使えるよ」

「それは、魅力的ですけど……」

　誘導されている気分でそう呟くと、「だろ？」と即座に返される。

　彼の陽気な笑顔につられて、私もほんのちょっと気が緩んだその時。

「それに……ひとりっ子ってかわいそうじゃない？」

　稜太さんが私の耳元に唇を寄せ、低く甘い声で囁いた。

「えっ……」

　私は反射的に、彼の方に顔を向けた。

　隣から身を乗り出してきていた稜太さんが、口角を上げてクスッと笑う。

「俺もそうだけど、莉緒もひとりっ子だろ？　子供が寂しがって『兄弟が欲しい！』って言ったとしても、対処しやすいと思わない？」

　悪戯っぽい言い方に、私の鼓動が予期せずドキッと跳ね上がった。

「りょ、稜太さんっ!?」

　ギョッと目を剥き、ひっくり返りそうな声をあげると、稜太さんが私の肩をぐいと抱き寄せた。身体が傾き、彼の肩口に、こめかみがトンとぶつかってしまう。

　そんな体勢にも、私はさらに鼓動を高鳴らせた。

「なんで驚くんだか。俺たち結婚するんだし、おかしなことじゃないでしょ」

　妖あやしく、どこか艶つやっぽい声色。微かな吐息に耳をくすぐられ、自分でも戸惑うくらい身体が熱くなる。

　ドキドキドキと猛スピードで加速し続ける心臓に、呼吸がついていけない。

「っ……」

　思わず全身を強張らせて、小さく縮めると――。

「……ごめん。ちょっと意地悪した」

　稜太さんは小さく息をつくと、私の肩から手をどけ、そっと押し退けるようにして自分から離した。

「い、意地悪……？」

　あっさりと遠のく温もりに、混乱しかけていた私の方が、寂しさを覚える。

「ひとり目を育てるだけでも、多分いっぱいいっぱいだよな。ダブルにして莉緒がリラックスできないんじゃ困るし、シングルにしようか」

　直前までの甘い空気を、どこまでもさらりと打ち消し、稜太さんは再びカタログを手に取る。

　彼の長く筋張った指を見つめて、私はキュッと唇を噛んだ。

　ふたりきりのリビングに、微妙な沈黙が漂う。

　それを払拭するかのように、稜太さんが「よっ」と掛け声をかけて立ち上がった。

「俺、先に風呂入るな。莉緒も済んだら、引っ越し蕎麦取ろう」

　頭の後ろで肘を抱えながら、私に背を向ける稜太さんを、

「あ、あのっ！」

　私は反射的に腰を浮かせて、呼び止めていた。

「ん？」と肩越しの視線を受け、一瞬ドキッとして口ごもる。

「えっと……。お蕎麦くらいなら、私やりますから」

「え？」

「あ、材料がないので、さすがに天ぷらはつかないですけど……」

　取り繕って呟く私に、稜太さんは途中から目を細め、クスッと笑っていた。

「じゃ、盛り蕎麦にするか。量多めで」

「は、はいっ！」

　彼のゴーサインを聞き、私も座椅子から立ち上がった。カウンターの向こう側にあるキッチンに、弾かれたように駆け込む。

　途中、追い越した稜太さんに「こら、走るな」と渋い顔をされはしても、胸の鼓動をごまかすために、聞こえないふりをした……。




　週明け月曜日の朝、私は部長に退職願いを提出した。

　入社して三年に満たない、寿退社。

　部長は『もったいない』と止めてくれたけれど、きっと、稜太さんの婚約が社内でどんな噂をされているか、耳に入っているのだろう。

『大事な時期に、精神的なストレスにもなりかねない。届けを受理することが、君たちの結婚の祝福になるといいんだがな』

　最後はそう言って、私の退職願いを受理してくれた。

　急な申し出だったけど、できるだけ早く……という私の希望を汲んでもらえて、三月末付の退職が決まった。

　私の退職は、結婚のためと発表される。結局稜太さんに迷惑をかけてしまうことに、変わりはないかもしれない。でも、私たちにとって今一番大事なのは、お腹の赤ちゃんが無事に生まれてくること。だから私は、誰になにを言われても平気。きっと稜太さんも、私と同じ気持ちでいてくれる。

　部長との面談を終えて、役員会議室を後にする。

　私は一度ドアに背を預け、低い天井に向かって、ふうっと細く長い息を吐いた。




　その週の水曜日。大安吉日を選んで、私たちは仕事帰りに、ふたりで婚姻届を提出しに区役所に行った。

　届けが受理され、私は〝来栖莉緒〟になった。稜太さんの〝妻〟という役割をもらった。区役所に入る時と出る時では、ほんの短時間で、自分がまったくの別人になったような気がした。

　自動ドアが開くのを待って外に出ると、夜の冷たい空気に包まれた。

　その冷たさに、気が引きしまる思いに駆られる。

　マンションまで距離としてはほんの十数分の帰り道、私たちはお互い無言でいた。

　きっと稜太さんも、私と同じように、一分一秒先、そして来年、再来年の自分に、想いを馳はせていたんだろうと思う。

　マンションに帰ってくると、交替で入浴を済ませてから、デパ地下で購入した高級で彩りのいいお惣菜を、小さな炬燵テーブルいっぱいに並べた。

　リビングの床に直にペタンと座り、ノンアルコールのカクテルで乾杯する。

「結婚記念日……だな」

　稜太さんがどこか感慨深げに呟いて、グラスに注いだカクテルをクッと飲み干した。

　男らしい喉仏が上下するのをそっと見つめてから、私も彼に倣ならってグラスに口をつける。

　私がグラスを傾けるのを、私と同じように見つめていた稜太さんが、柔らかい微笑みを浮かべた。

「無事子供が生まれたら、もっとちゃんとお祝いしよう。超高級三ツ星レストランとかで、高いシャンパン開けて」

　意気込む彼に私も笑顔で頷いて、グラスをテーブルに置いた。そして、無意識にお腹を撫でる。

「赤ちゃんＯＫの三ツ星なんてありますか？」

「個室予約する。今から」

「……ふふ。ありがとうございます。すごく楽しみ」

　稜太さんは私の返事を確認して目を細めると、ルーズなシルエットのパンツのポケットに手を突っ込んだ。

「莉緒。……これ」

　そこから出した手の平に、見ただけでジュエリーケースとわかる小さな箱がのっている。

「えっ……。指輪っ？」

「急いで買ったから、全然高価なものじゃなくて悪いんだけど」

　稜太さんは申し訳なさそうに呟き、私の方に向けてケースの蓋を開けた。

　天井の照明を浴びて、一瞬キラッと光った指輪。プラチナの台座に、小さなダイヤモンドがひと粒だけ飾られた、シンプルなデザインの指輪が、私の視界に飛び込んできた。

「素敵……！　夢みたい……」

　私は驚きのあまり、ちょっと裏返った声で叫んでいた。それを聞いて、稜太さんはどこか気まずそうに頭をかく。

「遅くなったけど、一応婚約指輪……のつもり。でも、喜んでもらえたのに、ごめん。ほんっ……とうに、安物なんだ、これ」

　申し訳なさそうに謝ってそっぽを向く彼に、私は指輪を凝視したまま、ブンブンと首を横に振った。

「そんなっ、そんなこと、どうでもいいです。こんな……気を使ってくれなくてよかったのに。……あり、がとう、ございます……」

　必死になって言い募るうちに、胸いっぱいに込み上げた温かい想いで、声が詰まってしまう。

　思わず鼻と口を両手で覆った私を見て、稜太さんがボソッと呟いた。

「お揃いの結婚指輪は、莉緒とふたりで選びたかったから、今日に間に合わなかったけど」

「っ……」

「体調よかったら、週末、見に行かないか……って。俺たち、ふたりで一緒に選んで買わなきゃいけないものばっかりだな」

　稜太さんは苦笑を浮かべると、キュッと唇を引き結んで言葉を切った。

　指輪から目を離さず、肩を震わせる私を、ジッと見つめているのがわかる。

「……莉緒」

「っ……は、はいっ！　行きます。行きます！　お揃いの指輪、一緒に選びたいですっ……！」

　慌てて返事をした途端、鼻の奥の方がツーンとして、私は反射的に顔を背けた。

　彼がふっと小さく笑った気配を感じる。

「じゃあ、それまで。これ、つけてて」

　稜太さんが、そっと私の左手を取った。

「オフィスでは、難しいかも、だけど」

　その手の温もりにドキッとして、私はおずおずと彼を見上げる。

「俺、来栖稜太は、浅倉莉緒を妻とし、生涯愛し抜くことを誓います」

　稜太さんはそんな誓いを口にして、ケースの中の指輪を摘まみ上げ、私の薬指にスッと滑らせた。

　薬指にぴったりはまった婚約指輪に、そしてそこに目を伏せる彼にドキドキして、胸の奥底から溢れ返る想いを抑えきれない。

「りょう……稜太さ……」

　感無量で、無意識に彼の名を呼んだ。

　彼が、一文字に結んだ唇を開いて、私に上目遣いの視線を向ける。

「莉緒。ちょっとだけ。……誓いのキス、していい？」

　探りかける目をして、私に問いかける。

「っ……あ……」

　許可を得ようとしたはずなのに、稜太さんは私の返事を待たず、綺麗なラインの顎を傾けた。

　ふっと息をのんだタイミングで、彼の唇が、優しく柔らかく私に触れる。

　ドクン……と胸が騒ぐのを感じて、私もゆっくり目を閉じた。

　指輪の交換はない。私が彼からもらうばかりの、〝永遠の誓い〟――。

　それは私の胸に深く広く浸透していき、じんわりとした熱を生み出す。

〝誓いのキス〟は、触れただけでは終わらず、稜太さんは私の唇を何度か啄ついばんだ。

　ちょっとだけ、と言ったのに。名残惜しくて離れられない、そう言われてる気がして、私の胸はきゅんと疼き、全身、なんとも言えない幸福感に包まれる。

　唇が離れた時には、彼がくれた熱に浮かされていた。トロンとした目で、彼をボーッと見つめてしまう。

「莉緒、困る。そんな目で見られると」

　稜太さんが、言葉通り困ったように微笑んだ。

　そんな彼に、どうしても今、同じ誓いを返したくて、私もゆっくりと口を開いた。

「私も……誓います」

　一度言葉を切って、ゴクッと唾を飲んでからその先を続ける。

「私は稜太さんを夫として愛し……一生涯あなたとあなたの子供に寄り添い、幸せにします」

　私の誓いは、多分どこか独特だっただろう、と思う。

　でも、稜太さんは優しく目を細め、私をそっと抱き寄せてくれた。

　穏やかに抱きしめてくれる腕の中で、私は彼の胸に顔を埋め、今この瞬間の喜びを心に刻み込む。

　憧れ続けた大好きな先輩と〝結婚〟したその日。

　私は、彼に、一生の片想いを誓った――。










焦ラサレテルト思ッテタ




　月に一度の健診は、土曜日の午前中で予約を取った。

　妊娠してから、産婦人科クリニックには何度も足を運んでいるけど、いつまで経っても、診察時の内診には慣れない。これも赤ちゃんのため！とは思っても、多少なりとも痛みはあるから逃げ腰になってしまい、健診日は朝から憂鬱だ。

　そしてそれ以上に、今日一番慣れなかったのが……。

『来栖さん、二番診察室にどうぞ』

『来栖さん、こっちの椅子にかけてお待ちくださいね～』

『こんにちは、来栖さん。調子はどうですか』

　ことあるごとに連呼される、〝来栖〟という新姓。

　気を抜くと自分が呼ばれてるとわからず、スルーしてしまう。診察を待つ間、私はアナウンスに耳を凝らし、神経を研ぎ澄ませていた。

　おかげで、健診を終え、お会計を済ませた時、私はどっぷり疲労感に襲われた。

　肩を落とし、トボトボとクリニックの駐車場に向かう。

　広い駐車場を一度見回して、稜太さんのＶＯＸＹを捜した。端っこに停まっているのを見つけて、小走りで近付く。

　少し遠目からでも、運転席を軽く倒し、目の上にスマホを掲げる稜太さんの姿が確認できた。

　助手席側に回り、コンコンと軽く窓を叩く。私に気付いた稜太さんがスマホから目を離し、こちらに顔を向けてくれるのを確認してから、私も助手席のドアを開けた。

「すみません。お待たせしました。……退屈でしたよね？」

　謝りながら、助手席に乗り込む。

　稜太さんはスマホをポケットにねじ込むと、身体を起こしてシートをもとに戻した。

「土曜日だし、平日より混むのはわかってる。俺が来たかったんだし、気にしなくていいよ」

　待つことになるとわかっていて、車を出すと言ってくれたのは、稜太さんだ。

　といっても、妊婦さんばかりの待合ロビーで、診察が終わるまで待つのはまだ抵抗があったらしく、こうして車の中で待ってくれていた。

　シートベルトを締める彼の横顔に、私はついつい見惚れてしまう。

「で？　どうだった？」

　稜太さんの方は私の視線は気にも留めず、車のエンジンをかけた。

　車体がブルンと振動する中、私もシートベルトを締める。

「もう五カ月目だし、結構大きくなってるんだろ？　なのに莉緒のお腹、見た目じゃわからないし。大丈夫なのか心配になる」

　稜太さんはハンドルに手をかけて、ちらりと私のお腹に目を向けた。

　視線を受けて、なんとなく両手をお腹に当てる。

「五カ月っていっても、赤ちゃんはまだまだ小さいんですよ。ロビーで見てても、出産間近なのに、あんまりお腹が大きくない妊婦さんも多いです」

　稜太さんはサイドブレーキを解除してから、「えっ？」と驚いたような声をあげた。わずかに私の方に身を捩よじり、後方を確認しながらバックで発進させる。

「そうなの？　うちの母親の話聞いて、そろそろ目立ってくると思ってた」

　確かに。

　私も先輩たちに『ふっくらした』と言われてから、ずっとビクビクしていたけど、今のところ、自分で見てもそれほど気になる変化はない。

　服装に気をつければ、退職まで、見た目からは気付かれずに済むんじゃないか……なんて、少し楽観的になってもいた。

　けれど……。

「お腹は目立たなくても……。先生に怒られちゃいました……」

「え？」

「体重、気をつけなさいって」

　さすがにしゅんとして、俯きながら溜め息をついた。

　そう。つわりが治まってから、食欲が湧くままに食べていたことは認める。その結果、予想よりも体重が増えてしまい、それを先生にも看護師さんにも注意されてしまったのだ。

　駐車場から公道に走り出してから、稜太さんは吹き出した。

「なるほどね。莉緒、もともと小さくて細いから、太ったって言われても全然気になんないんだけどな」

「笑いごとじゃないですって……。でも、私もそれで油断しちゃって。今日からはちゃんと食事も気をつけないと」

　肩を落として呟く。

　稜太さんは、ハンドルから離した左手で、私の頭をポンと叩いた。

「俺も、莉緒に付き合ってダイエットしてやるから、ひとりで落ち込むな」

　ちらりと流された瞳にドキッとして、私は思わず口ごもった。

「りょ……稜太さんは、全然ダイエットする必要ないじゃないですか」

　どぎまぎしながら唇を尖らせると、彼は目元を緩ませた。

「必要かどうかはともかく、これからはふたりだって言っただろ？」

　不意打ちで向けられたのは、ずっと揺れていた私に、結婚を決意させてくれた、二度目のプロポーズと同じ言葉。

　それをさらりと口にされて、胸がドキッと跳ね上がった。意図せずカッと火照った頬を、見られてしまったかもしれない。

　稜太さんは口角に微かな笑みを浮かべ、もう一度私の頭の上でポンと手を弾ませてから、すっと引っ込める。

　再びハンドルに戻る彼の左手を目で追って、そこに輝くお揃いの結婚指輪に、胸がきゅんと鳴ってときめいてしまう。指輪をはめた自分の左手を、無意識に握りしめた。

　約束通り、稜太さんとふたりで選んだ結婚指輪。

　飾り気のないシンプルなデザインだけど、裏には結婚記念日の日付と、私と彼の名前のイニシャル『Ｒ＆Ｒ』の刻印が入っている。

　私はオフィスでは外しているけれど、稜太さんは、私が彼の指にはめた時からずっと、肌身離さずつけてくれている。そのせいもあって、オフィスでは、彼の指輪の片割れを持つ〝犯人〟捜しが水面下で激化しているのだけれど……。

「莉緒の退職が発表されるの、来週の全体朝礼だったよな？」

　稜太さんが、まっすぐ前を向いたまま、まるで私の思考を読んだように訊ねてきた。

　ビクッと肩が震える。その気配が、彼に伝わってしまったようだ。

「莉緒、しっかりしろ。大丈夫だよ。なに言われても、俺も同じオフィスにいるんだから」

　稜太さんが私に横目を向け、力強くそう言ってくれた。

「莉緒、すごく強くなったと思う。少なくとも、俺の前で『ごめんなさい』って泣きじゃくった莉緒じゃない。この短い期間で、ちゃんと〝ママ〟として逞たくましくなってる。いつもそばで見てる俺が言うんだから、自信持って」

　彼の言葉に、私の胸がとくんと鳴ったタイミングで、前方の信号が赤に変わった。

　稜太さんは静かにブレーキを踏み込み、車を減速させる。ほとんど振動を感じさせずに、丁寧に車を停止させてから、小首を傾げて私を見つめた。

「だから……退職までの間も、莉緒は子供守ることだけ考えて。お前は俺が守るから」

「な？」と私に言い聞かせる稜太さんに、私も微笑み返す。

「はい」

　一度強く頷いて、そっとお腹に手を当てた。

「私は大丈夫。赤ちゃんは、私に任せてください」

　はっきりと宣言すると、稜太さんは目を細めて笑った。

「頼もしいママでよかった」

　そう呟き、再びフロントガラスの向こうに、まっすぐ目を遣る。そして、思いついたように「なあ」と呼びかけてきた。

「莉緒、疲れてなかったら、このままちょっと買い物に行こうか」

　稜太さんが左手首の腕時計で時間を確認しながら、私を誘ってくれた。

「莉緒の服買いに行こう。マタニティウェアってヤツ。まだ見た目ではわかんなくても、いずれ必要になるだろ？」

「え……ありがとうございます！」

　彼のお誘いが嬉しくて、私はつい声を弾ませてしまう。

　稜太さんは私の反応に満足そうに笑ってから、青に変わった信号に従って、ゆっくりとアクセルを踏み出した。

「あと……子供の服も」

　そう続けた彼に、私はきょとんとして瞬きを返した。

「え？　早すぎませんか？」

　私の返事を聞いて、稜太さんは横顔でもわかるくらい、眉間に皺を刻む。

「俺、ちょっと思うんだけど。莉緒はこう……なににつけても、のんびりしすぎじゃない？　退職するまでは慌ただしいだろうし、辞めたら辞めたで、出産予定日まであっという間なんじゃないの？」

「それはそうかもですけど……。でも、ベビー用品とかは、性別がわかってからの方が、絶対いいと思います」

　不服そうな彼に怯みながらも、首を捻ってそう続ける。途端に「えっ!?」と、ひっくり返ったような声が返された。

「りょ、稜太さん？」

　その声に私の方がびっくりしていると……。

「って、本当にまだわかってないの？　子供の性別」

　真顔でそう訊ねられた。それには、何度も頷いてみせる。

「あ、あの……はっきり性別が確認できるのは、一般的には六カ月くらいからみたいで。私はもう少し先のことで……」

　看護師さんに教えてもらったことをそのまま稜太さんに伝えると、彼はハンドルを握ったまま、一瞬ガクッとこうべを垂れた。

「えっ!?　ちょっ……稜太さん!?」

「なんだよ～。俺、お前に焦らされてると思ってた。本当はもうとっくに知ってるくせに、って……」

　稜太さんは再び頭をしっかりと上げたものの、本当にがっかりした口ぶりで、声を尻すぼみにした。

「え。なんでそんなことする必要が……」

　パチパチと何度も瞬きして問いかけるけど、稜太さんは唇をキュッと噤んだまま、それに対しては返事をしてくれない。

「……赤ちゃんどっちか、知りたいですか？」

　わずかに目を伏せて、探るように訊ねた。

　ちゃんと聞こえているはずなのに、彼からすぐ返事はこない。

　もう一度問うべきか、このまま黙っているべきか、判断に迷って口を閉ざした時。

「変な気回して、黙ってると思ってた。ごめん。俺の考えすぎだったか」

　静かな声が隣から降ってきて、私はハッとしてその横顔を見上げた。

「この間……精一杯なんだ、なんて情けないこと言ったからさ」

「え？」

「子供が男か女か、性別がわかるだけでも、父親になるって実感、増してくるよな。俺がまだ、ちゃんと覚悟できてないんじゃないかって気にして、気を使ってくれてるのかと思ってたんだ」

　滔々と語る彼の横顔には、やっぱりどこか消せない戸惑いが垣間見えて、私はかける言葉を探してきゅっと奥歯を噛んだ。

「でも、大丈夫」

　私が呼びかける前に、稜太さんは声のトーンを明るく戻して、ふっと微笑んでくれた。

「俺もお前と同じスピードで、ついていってるから」

　淀みない口調で言ってくれる横顔に、鼓動がとくんと静かな音を立てた。

　胸の隅々までじんわりと優しい熱が浸透して、全身がポカポカと温かくなる。

「……はい。ありがとうございます。ちゃんと教えてもらったら、すぐにお伝えしますね」

　そう言うと、稜太さんはまっすぐ前に視線を向けたまま、軽く口角を上げて笑ってくれた。

　彼の本心が、私の心と重なるものではなくても、大事なものを想う方向だけは一緒だと、はっきりと告げられた気がした。

　パパとママになる。

　私と稜太さんが目指す最終形は、そこで確かに間違いない。

　間違いないけれど……。

　私は、両手をのせたままの自分のお腹を、そっと見下ろした。

　まだ誰の目にもわからないけど、確かにそこに息づいている、小さな命。

　――ねえ、いいね。あなたは。

　生まれてくる前から、こんなにこんなに稜太さんに愛してもらえて、羨ましいよ。

　お腹を小さく撫でながら、そんなことを考える自分が嫌になる。

　私、自分の赤ちゃんに、嫉妬してる。

　なんて情けないママなんだろう。




　月曜日の海外営業部全体朝礼で、部長から、私の三月末での寿退社が発表された。

　相手は伏せられたけど、犯人捜しが激化するオフィスで、タイミング的にも、相手が稜太さんだということはバレバレだった。

　朝礼が散会してデスクに戻る時から、ビシバシと刺さるような視線が向けられたし、憚っているようで全然憚られていないヒソヒソ声は、仕事中も耳に届いていた。

　ものすごく注目しているのに、みんな私のそばには近寄ってこない。まるで、台風の目にでもなったような気分だった。

　覚悟はしていたけれど、いざ、こういう立場に置かれてみると地味にこたえる。

　マウスを握る手も小刻みな振戦を続ける。

　自分を保つのに精一杯だった。




　一日の仕事を終え、ほとんど定時でデスクの上を片付ける。パソコンをシャットダウンして立ち上がり、周りの同僚たちに「お先に失礼します」と声をかけた。

「あ～……」

「お疲れ様……」

　一応、バラバラとした反応が、返ってくる。よそよそしさが、とても居心地悪い。

　稜太さんの婚約発表の時も、その日のうちに噂は全社に広まっていた。それを考えると、〝容疑者浮上〟の噂も、もう広がっていると予想できる。

　ひとりで乗り込んだエレベーターが、途中のフロアで止まらないことを必死に祈る。

　地上に着くとホッとして、俯き、目を伏せ、逃げるようにビルから飛び出した。




　その日、稜太さんが帰ってきたのは午後八時過ぎだった。

　まだチグハグな家具が並ぶリビングで、ホットカーペットの上で膝を抱え、部屋着の上からストールを被り、私は彼の帰りを待っていた。

　玄関の鍵が開く音と「ただいま」という短い声を耳にして、弾かれたようにリビングを飛び出す。

「お帰りなさい！」

　玄関で靴を脱いでいた稜太さんが、パタパタとスリッパを鳴らして出てくる私に、ちょっと驚いたように目を上げた。

「うん。ただいま。……どうした？　なんでお出迎え？」

　きょとんと目を丸くした後は、すぐにふわっと優しく笑ってくれる。

　そんな笑顔にドキッとしてからホッとして、私は稜太さんから黒いカバンを受け取った。

「あ、いえ。……なんとなく」

「俺に会いたかった、とは言ってくれないんだ？」

「っ……」

　まさか、そんなことを言われるとは思ってなかった。

　素でドキンと鼓動が跳ねる。

　とっさになにも言い返せない私の反応に肩を揺らして笑いながら、稜太さんは廊下に足を踏み出した。軽く私の肩を押して、横を通り過ぎながら先にリビングに向かう。

「……？」

　彼が私の前を通った時、一瞬タバコのにおいを感じた。最近は気にしたことのなかったそのにおいに、私は反射的に顔を上げ、稜太さんの背を振り返った。

「稜太さ……」

　思わず呼びかけると、稜太さんはリビングに入った途端、ピタリと立ち止まった。クンクンと鼻を利かすような仕草をして、グルッと室内を見渡している。

「あ。稜太さん、お夕飯まだですよね？」

　気を取り直して彼の背中に追いついてから、私はカウンターの向こうのキッチンに向かった。

「今日は仕事が早く終わって余裕があったので、いつもよりちゃんと作ってみたんです」

「へえ。腹減ってたんだ。サンキュ」

　上着を脱ぎながら向けられる、いつもと変わらない明るい笑顔。

　私も一度キュッと口を噤んでから、「はい！」と元気よく返事をした。

「なんか香ばしいにおいがする」

　カウンター越しにリビングを見遣ると、稜太さんが顎を引いて、ネクタイを解いている。

　私は手元に視線を落としながら、ふふっと小さな笑い声をあげた。

「ひとり暮らしの時はできなかったけど、ここのキッチンは立派だから、揚げ物もチャレンジしようかな～って。お義母さんから、稜太さん、唐揚げ好きだって聞いたので、揚げてみました」

「お～。やった！　……あ、莉緒、ごめん。用意しておいてくれる？　俺、先にシャワー浴びてくるわ」

　稜太さんはそう言い、一度寝室に入っていく。

　私は、「え？」と聞き返し、カウンターから身を乗り出した。

「で、でも……」

　たった今、『腹減ってたんだ』って言ったのに。

　それなのに、シャワーが先……？

　困惑して首を傾げていると、稜太さんが着替えを抱えて寝室から出てきた。

　私は相当難しい顔でもしていたんだろうか。彼はちらりと私を見遣り、ちょっと困ったように肩を竦めて笑った。

「今日、外出し通しで埃っぽいから。先にサッとシャワーで流してくるよ」

　彼の説明はもっともだったから、私は黙って頷いた。

　稜太さんが朝から外出ばかりだったのは、同じオフィスにいるから、私もよく知っている。だからこそ、朝礼の後ずっと、好奇の視線は私ひとりに向けられたのだ。

「あの……すぐ食べられるように、準備しておきますね」

　リビングを抜けてバスルームに向かっていく背中にそう告げて、ドアが閉まるまでしっかりと見送った。

　そのまま稜太さんの食事を準備しようとして、やっぱり私の手は止まる。

　もしかして……と考えがよぎり、私はキッチンを出て寝室に向かった。

　一度躊躇しながらも、思い切って稜太さんのクローゼットに手をかける。

　彼が着ていたスーツをそっと広げてみると、微かなタバコのにおいが鼻を掠めた。

　最近は、感じたことがなかったのに。今朝、私の退職が発表されたタイミングだから、余計に気になる。

　彼の上着を握りしめてから、私はリビングの方に目を向けた。

「なにか、あったのかな……」

　誰にともなくそう呟き、私は上着を手放した。

　タバコを吸うとか吸わないとかじゃなく、彼が吸う時の理由を知っているから、黙っていられる方が気になる。




　シャワーを終えた稜太さんがバスルームから出てきたのは、それから二十分後のこと。私はタイミングを合わせて、炬燵テーブルの上に稜太さんの食事を用意した。

　稜太さんには缶ビールとグラスを出し、私はウーロン茶で乾杯をする。

「お、うまい！」

　カラッと揚がったと、自分でも自信作の唐揚げを、稜太さんが称賛してくれた。

「ほんとですか？　よかった！　ありがとうございます」

　彼の評価を素直に喜びながら、私も『ちょっとだけ』と、唐揚げがのったお皿に手を伸ばした。それを見て稜太さんが、「あ」と眉根を寄せる。

「莉緒は先に食べたんだろ？　これ以上はダメ」

　先週の健診で、体重の増えすぎを指摘されたからか、稜太さんは私の前からお皿をスッと引いてしまう。

「稜太さんの半分の量しか食べてませんから！　残りは稜太さんと一緒に摘まもうって思ってたんです。だから、ちょっとだけ！」

「ダ～メ。ちょうどいいから、ここは我慢しておけ」

　シレッと告げる稜太さんは、お医者様よりも無情だ。

「そんな～……。そ、それに！　ちゃんとカロリー考えて、ヘルシーな胸肉なんです！　もうちょっと食べても……」

「あ。これ、もも肉じゃないのか。でも莉緒。俺、もも肉の方がジューシーで好き」

「気付かないで、うまいって言ったじゃないですか」

「うん。どっちも好き」

　ひとりパクパク食べる稜太さんを、じっとりした目で見つめてから、私は肩を落として溜め息をついた。

　そんな私に、彼がちらりと目を向ける。

「拗ねるな、莉緒。一応愛の鞭むちのつもりだから」

「愛を感じません……」

「なんで。十分愛だろ。今甘やかしたら、出産後も体重やら体形が戻らない！って悲愴な顔することになるんだし。俺も一緒に胸肉で我慢してやるから」

「……うう」

　今は非情に思えるけど、長い目で見れば、稜太さんの厳しさは確かに愛かもしれない。そう考え直して諦める。

　気を紛らわせようと、両手でウーロン茶のグラスを手に持ち、ふうっと息をついた。

　それを見て、稜太さんはクッと含んだ笑い方をする。

「そんなむくれた顔されると、甘やかしたくなるな。ほら、莉緒。これで本当に最後な。あ～んしてごらん」

　そんなことを言って、小さめの唐揚げをひとつ、箸で摘まみ上げる。そして見本を示すように大きく口を開けて、私の口元に持ってくる。

　彼の行動に、私はギョッとして目を見開いた。

「えっ。……ええっ!?」

「ほら、莉緒。あ～んだって」

「な、なにをいきなり」

「照れてる？　そういうのもかわいいけど、どうせ俺しか見てないんだし。ほら」

「～～!!」

　稜太さんは左手で頬を支えながら、私の前で箸先をユラユラ動かす。

　そんな仕草は、絶対に私をからかってるようにしか思えないけれど。

「う……。なんで稜太さん、今夜はこんな意地悪なんですか……」

　そう呟いてみたら、ヤケになった。

　私はグッと目を閉じてから、口元に差し出された唐揚げをパクッと口に入れた。モグモグと咀嚼し、ゴクンと飲み下してから、そっと目蓋を上げる。

　稜太さんはさっきまでと同じ姿勢で、目を細めて私を見つめていた。

「ど？　美味しい？」

　小首を傾げて問われ、唇を尖らせる。

「……私が作ったんです。美味しいに決まってるじゃないですか」

「ふふ。それもそっか」

「むうう……」

　こういう稜太さんは初めてで、どういう態度を取っていいのかわからない。

　ついむくれながら小さく唸うなると、彼は私の顔を覗き込んだ。

「莉緒、その唇、ヤバい」

「はい？」

「キスしたくなる……から」

　私の反応をジッと観察して、ニコッと笑う稜太さんに、私の方は完全に硬直した。

　彼は、固まっている私を見て、勢いよくブッと吹き出す。

「冗談冗談。……ほんと、莉緒って反応がいちいち素直で、俺、結構マジでツボ」

「りょ、稜太さん!!」

　遠慮ない笑い声にハッと我に返り、私は真っ赤な顔で声をあげた。

　頬を膨らませる私に、稜太さんはピタッと笑うのをやめ……。

「でも、本当だよ。……キスしたくなったのは」

　細めた真剣な瞳で私を射貫く。

　そんな稜太さんにドキッとして、私は口ごもって俯いた。

　今夜の彼のテンション、やっぱりおかしい。気が滅入るようなことがあったんだろうけど、私には気付かせまいとしてるように思える。

　もしかしたら、私が石津さんとの会話を立ち聞きしてしまった時のように……ひとりで、放出できないなにかを抱え込んでいるのかもしれない。

「……なにかあったんですか」

　だから私は、俯いたまま、静かに問いかけた。

　ちゃんと聞こえたはずなのに、稜太さんはなにも言わない。

　短い沈黙に焦れて顔を上げると、彼は箸を持ったまま私から目を逸らし、ホットカーペットを敷いた床に視線を落としていた。

「今日、私の退職が発表されて……それから、稜太さんになにか……」

　日中は自分のことでいっぱいいっぱいだったけど、ふたりで部屋にいる今、彼を気遣うのは私にしかできない役割だ。

　私は返事を促すつもりで、ズッと膝を進めた。

「お前は？」

　稜太さんは私から目を逸らしたまま、短い質問を返してきた。

「え……？」

　両手を床についた格好で、私は一瞬身を竦ませた。

　そんな私に、彼が静かに視線を戻してくる。

「わ、私はなにも……」

「本当に？　俺は聞いたよ。帰り際、うちの……海外営業部の女が、お前を名指しで悪く言うの」

「えっ……」

　そうはっきりと告げられ、私はなんと返していいかわからず黙り込んだ。

　いつもの稜太さんだったら、きっと私の耳には入れず、黙っていてくれるはず。でも、あえて告げたのは、きっとそれが、私にとってもごく身近な人だったからだろう。

「……莉緒の耳に入ってないなら、よかった」

　稜太さんの口調に、さらに胸が騒いだ。彼が本当にホッとしている様子だから、どれだけひどく言われていたか、想像できてしまう。

　陰で悪く言われるのは、覚悟していたけれど、思っていた以上に動揺してしまう自分がいる。

　唇を噛み、黙って俯く私を、稜太さんが「莉緒」と呼んだ。

　顔を上げたものの、目は伏せたままの私に、稜太さんの方から身を乗り出してくる。

「今日のところは見逃すしかなかった。でも、これが現実だと思った。お互い素知らぬ顔であと二週間くらいやり過ごすことも、できないわけじゃないけど……」

　彼はなにか迷うように視線を揺らした。声にもそれが滲み出ている。

　けれど。

「ごまかしたままじゃ、守れない」

　再度私をまっすぐ見つめた稜太さんが、芯の通った声で告げる。

「今日、莉緒が残業なしで帰ってこれたのだって、仕事回してもらえなかったからだろ？」

「っ……」

　心臓がドクッと揺さぶられるような音を立て、私は返す言葉を失った。

　口ごもる私の頬に、稜太さんが手を伸ばしてくる。そこに力がこもり、私は彼を見つめ返した。

「俺、言うから。莉緒と結婚してるって」

　正面から私を射貫く、強い光の宿った瞳。

　私は無意識にゴクッと喉を鳴らしていた。

「もしかしたら、お前がもっと嫌な思いするかもしれない。でも、これで堂々と守れるから。だから、莉緒。俺を信じて」

　揺るぎない力が漲みなぎる声で言ってくれた稜太さんに、私は腰を浮かせて抱きついていた。彼の肩に額をのせた私の耳に、短く息をのむ音が聞こえてくる。

「ありがとう。稜太さんがそう言ってくれるだけで、私は幸せです」

　心の底からそう言って、私は稜太さんの首に回した腕に、キュッと力を込めた。

「全然大丈夫。……嫌な思いなんて、稜太さんの今の言葉だけで、全部消し去れちゃいます」

「……バ～カ。ちょっとは俺にもカッコつけさせろよ」

　耳元で、吐息交じりの笑い声が聞こえる。その後、稜太さんが私の身体に腕を回した。

　お互い床に座り込んだまま、固く強く抱き合う。

　彼の心の強さと、包み込むような優しさを全身で感じながら、私はふと目線を上げた。

　小さく開いたカーテンから覗く暗い夜空に、半分欠けた白い月が浮かんでいた。

　意図せず、ドクッと胸が騒ぐ。

　あの過ちの夜、狭い路地から見上げた細い糸みたいな三日月を、私は無意識に思い起こしていた――。




　寝室には、ひとり暮らしをしていた私たちが、それぞれ使っていたシングルベッドがふたつ並んでいる。

　あれから、お互い口数の少ないまま。ベッドに入り、どれくらい時間が経った後か。

「……莉緒。起きてる？」

　時々、シーツがこすれる音が空気を揺らす暗闇の中、稜太さんが遠慮がちに呟いた。

　彼に背を向けて横になっていた私は、一瞬身体を強張らせた。だけど三拍分の間を置いて、「はい」と返事をする。

　稜太さんが、ふうっと息をついた。

「部屋の家具。……ベッドだけ、まだちゃんと決めてなかったよな」

　私は黙って寝返りを打ち、彼のベッドの方に身体を向けた。

　最初から私を見ていた稜太さんと、闇の中で目が合う。

「やっぱり、ダブルベッドにしたい」

「……え？」

　瞬きをする間もなく重ねられ、私は短く聞き返した。

「納品スケジュールは、今日のうちに確認してある。ダイニングセットやソファと同じタイミングでお願いできるはずだから」

　稜太さんは一方的にそう言って、モゾッと上体を起こした。

「いいよな？」

「……でも」

「もう決めた。でも、は聞かない」

　らしくないほど強引に言い切って、私にくるっと背を向ける。

「……こういう夜は、抱きしめて眠りたいんだよ」

　抑えた感情を吐と露ろするような声に、私の胸は大きく跳ね上がった。

「えっ。あ、あの……」

「お休み。……明日からは、今日よりずっと過酷になるぞ」

　それきり、稜太さんはなにも言わなかった。

　それでも私は、彼の背を見つめたまま……。

　腕を伸ばしても届かない。ふたりの間のこの溝を埋められないのが、とてももどかしい。

　私の心は、激しく揺れ動いていた。










触レタイノ我慢シテルンダ




　化粧室の洗面台の前に立ち、蛇口の下に両手を差し入れ、流水の下でこすり合わせた。手を引っ込め、軽く振って水気を切り、顔を上げた時。

　パシャッ……。

　左側から、私の頬に飛沫がかかった。

「あ、ごめんなさい。かかっちゃった？」

　隣に顔を向けると、同じフロアの隣の部署、国際審査部所属の、二年上の女性が、平然とした顔で謝ってきた。

「あ……いえ。大丈夫です」

　とっさにぎこちない笑みを浮かべて返事をすると、彼女はわかりやすく舌打ちして、そそくさと洗面台から離れていく。

　それを見送ってから、私は自分の左腕を肩口から見下ろした。

　白いブラウスの袖がびっしょり濡れて、肌に貼りついている。

　これ、『かかっちゃった』ってレベルじゃないんじゃ……？

　思わず苦笑いして、トートバッグからハンカチを取り出そうとした時。

「大丈夫？」

　後ろから、私の手元に青いハンカチが差し出された。

　それを見止めてから、そっと目線を上げる。

　ニコッと微笑んでくれたのは、海外営業部の先輩、白井さんだった。

「あ、ありがとうございます。大丈夫です」

　小首を傾げた白井さんに、笑みを返す。

　それでもハンカチを引っ込める気配がないから、私はありがたくそれを拝借した。

「すみません。洗ってお返ししますね」

「いいわよ、ただの水でしょ。……それにしても。あからさまよね～。外野は外野らしく大人しく引っ込んでればいいのに」

　白井さんは、女性が逃げていった方向を見遣って眉根を寄せた。

「嫉妬する気持ちはわかるけど。眺めてるだけでなにもしなかったくせに、来栖君に選ばれようなんて。それで選ばれなくて妬むなんて、お門違いにもほどがあるっての」

　白井さんが本気で憤慨する様子に、私は救われた気分でホッと息をつく。

　うちの部の中で、稜太さんと私の噂に興味がない、唯一の人。だからこそ、今この状況でも、気さくに話しかけてくれる。

「いいんです。私はなに言われても大丈夫ですから」

　不機嫌な彼女に苦笑しながら、借りたハンカチで叩くようにして左腕を拭う。

　私の返事に、白井さんも軽く肩を竦めた。

　今朝――。

　先に出勤した稜太さんと、オフィスに入る前に、廊下で顔を合わせた時。

『莉緒、これ、指につけて』

　彼は、私がチェーンに通して首にかけていた結婚指輪を、指でちょいっと襟元から引っ張り出した。

『ごめん。朝一番で、投下済み。……堂々としてて』

　ムッと顔を歪める彼に、私も事態を把握した。

　昨夜の宣言通り、稜太さんは、私との結婚の事実を言わなきゃいけない状況に、すでに遭遇してしまったということを。

　お互いに苦笑交じりの目を見交わした。

　言われた通り、私は指輪を薬指につけ直してデスクに向かい……。

　始業からほんの二時間。噂は光の速さで広がっている。

「来栖君が公言したんだから、浅倉さんも言い返すくらいしてもいいと思うよ？」

　そんなことをしたら、私が退職した後も会社に残る稜太さんの立場が悪くなる。

　白井さんもそれはわかっているだろうけど、私が大人しくされるままなのが不満のようで、「はあっ」と大きな息をついてから唇を尖らせた。

「ありがとうございます。でも、本当にどうでもいいんです。相手にする暇もないので」

「お、思ったより強気だ」

　ちょっと棘とげを含ませて返事をすると、白井さんはむしろ満足げに目を細めた。

　私も、ふふっと笑ってみせる。

「そういう気持ちでいるなら、よかった。でも、毅然と向き合った方がいいこともあるしね。来栖君に黙ってないで、相談はしときなよ」

「はい」

「他人に『羨ましい、妬ましい』って思いを晒した時点で、もう自分の負けなんだって、ああいうヤツらは気付かないんだろうね～。かわいそうな人間……」

　白井さんは、頬を膨らませて、自分のことのようにプリプリと怒ってくれる。

　毒のこもった言葉に励まされながら、私は俯き、右手をお腹に当てた。

　羨ましいって思った時点で、負け。

「私はもうすでに赤ちゃんに負けてるんだ……」

　無意識にこぼれた独り言が自分でもおかしくて、ほんのちょっと自嘲した。

「え？」と聞き返されて、慌てて首を横に振ってごまかす。

「なんでもないです。すみません。……私、先に戻りますね」

　改めてハンカチのお礼を言ってからトートバッグを引っ掴み、廊下に飛び出した。




　私がオフィスに戻った途端、橋上さんと榎戸さんがこちらを見遣り、ピタリと会話をやめた。ふたりは黙って目を伏せ、私がデスクに戻るまでの短い時間で、そそくさとパソコンに向き合い仕事を再開する。

　私は椅子を引いて腰を下ろし、肩を竦めながら小さく息を吐いた。

　そっと目を上げる。ひとつ向こうの島にある稜太さんのデスクに、今、彼の姿はない。稜太さんは、三十分前から外出していて不在だ。

　周りの先輩たちのデスクには、ファイルや書類が山積みになっているけれど、私のデスクはこのまま帰れるくらい片付いている。

　ただ座ってるだけで、一日過ごすわけにもいかない。

　私は思い切って腰を上げ、背中合わせのデスクの橋上さんの横に立った。

「あの……橋上さん」

「うわっ、びっくりした。……なによ、いきなり？」

　橋上さんはギョッとした様子で眉間に皺を刻み、横に立つ私を見上げた。

　私は慌てて「すみません」と謝る。

「私、今、手空いてるので、お手伝いできる仕事、ありませんか？」

　そう話しかけると、「え？」と戸惑った声が返ってきた。

「あの……橋上さん、仕事積んでるみたいなので」

「あ。ああ……」

　橋上さんは自分のデスクの書類の山を見遣り、なにか迷うような反応を示した後、私からふっと目を逸らした。

「これはいいや。浅倉さんに教えたことない仕事だから、一から説明しなきゃいけなくなるし」

「え、でも……」

「ほんと、いいから。教えるのも手間だし……あと少しでいなくなる後輩にわざわざ教えてまで、やってもらう仕事でもないから」

「そう、ですか……」

　はっきりと拒絶されて、私は一歩足を引いて頭を下げた。

　橋上さんは、ずっと私から顔を背けている。

　ズキッと胸が痛むのを感じながら、仕事を探して周りに目を遣ると、向ける先々でさあっと視線が引いていく。

　橋上さんの隣の榎戸さんにも、目が合う前にスッと目線を外されてしまった。

　昨日よりあからさまな、居心地悪い空気に、ほんの少し気持ちが沈む。

　肩を落としてデスクに戻ると、「浅倉」と名前を呼ばれた。

　ハッとしてその方向に顔を向けると、稜太さんの右隣のデスクから、ちょいちょいと手招きをしている人がいる。石津さんだ。

「あっ……」

　それに気付いて再び腰を浮かせると、

「手、空いてるなら頼んでいい？　データ集計。急がないから」

　と続けて声をかけてくれる。

「はいっ」

　ホッと息をついてデスクを回り、石津さんの隣に駆け寄った。

「じゃ、これ。そうだな～。ほんと、ゆっくりでいいよ。明後日くらいまでに仕上げてもらえれば」

「ありがとうございます」

　石津さんから仕事を受け取り、私はぎこちなく笑いかけた。

　正直なところ、明後日と言わず今日の午後には終わってしまうくらいの量だったけど、今はとてもありがたい。

　ペコッと頭を下げ、石津さんに背を向けると……。

「あ。そうだ。ついでに、浅倉。ちょっとだけ時間いい？」

　彼がそう言いながら、後ろで立ち上がるのがわかった。

「え？」

　胸に書類を抱えたままで振り返ると、石津さんが私の肩をポンと叩いた。

「長くはならないから」

　私の横をすり抜け、先に歩き出す背中に困惑しながら、私も黙って後を追った。




　フロアの片隅にある、パーティションで仕切られた、ミーティングスペース。

　石津さんの後に続いて入ると、彼はテーブルから椅子を引いて座り、私には向かい側の椅子を示してくれた。

　石津さんは私が腰かけるのを待って、軽く辺りを見回した。すぐそばに人がいないのを確認してから、「大丈夫？」と声を潜める。

「ありがとうございました。大丈夫です」

　彼は私の返事に黙って頷くと、椅子に深く背を預け、ふうっと口をすぼめて息をついた。

「ったく……。来栖ももっと考えてやればいいのにね。こんなんじゃ浅倉、退職日まで、針の筵むしろだろ」

「いいえ、いいんです。来栖さんは私のために言ってくれたって、わかってますから」

「へえ……？」

　探るように語尾が上がるのを聞いて、私は肩を竦める。唇を結んで黙っていると、石津さんは小首を傾げた。

「内緒？　……まあ、いろいろあるのはわかるけど」

　しっかりと背を起こし、テーブルの上に両肘をのせる。

「大丈夫？ってのは、女たちの嫌がらせのことだけじゃなくてね。もっとたくさんの……いろんなこと」

　言葉を選ぶように言って、石津さんは、顔の前で両手の指を絡めて組み合わせた。

「出しゃばりかとは思うんだけど、俺は来栖の同期で、親しくしてる友人でもあるから、やっぱり気になるんだよね。来栖のこれからも……浅倉のお腹の子供のこととかも」

　上目遣いの視線からわずかに目を逸らし、私は無言で頷いた。

「浅倉は、それで幸せ？」

　直球の質問を受け、彼の瞳をまっすぐ見つめ返す。

「勘違いしないでほしいんだけど……。来栖は浅倉を守ろうとして、本当に必死になってる。でもそれは……残酷なようだけど、全部子供の責任をとるため」

　石津さんの顔が、少しずつ硬くぎこちなく歪んでいく。

「浅倉と結婚したのも、お前を大事にするのも、愛してるからじゃない」

　言いづらそうにつけ加えられた言葉が、ズンと胸に沈む。でも私は彼から逃げずに、「はい」と短い返事をした。

「大丈夫。わかってます。私、前におふたりが話してるの聞いたことがあって」

　テーブルの木目模様を眺めながら返事をすると、「え？」と短く聞き返された。

「来栖さん、逃げちゃいけないんだ、って。そう言ってました」

「ああ……」

　石津さんは、いつのことだか思い出した様子で相槌を打った。そして、両手の指を解いてテーブルに戻し、その手で拳を作る。

「浅倉、それなら聞きたい。大事にされても愛されてるわけじゃない。そうわかってて、なんで、来栖の子供を産もうなんて思った？」

　私の心を探るように、真っ向から訊ねてくる。

「理由はひとつです。私は、来栖さんが好きだったから」

　目線を揺らさずはっきり答えると、石津さんの方がハッと息をのんだ。

「だから私は、どんな目に遭っても、なにを言われても、全然大丈夫なんです。来栖さんの傷心につけ込んで陥れた最低な女。……その通りだから、それでいい」

「浅倉、お前……」

「愛されなくても、幸せです。来栖さんの赤ちゃんを産める。一緒に育ててくれる。そばにいて守るって言ってくれる。これ以上、彼に望むことなんてありません」

　言い募るうちに笑顔が強張るのを感じて、私はそっと目を伏せた。

　最近、無意識にお腹に手を遣る癖がついた。今もそうしてお腹に置いていた左手を見つめ、銀色の結婚指輪に勇気をもらう。

「来栖さんには申し訳ないと思ってます。大好きで尊敬する先輩なのに、責任なんて言葉で縛りつけてしまって、本当に……。でも、私も来栖さんを一生支え続けます。彼と、彼の子供を大事に大事に……」

　最後は胸に込み上げてきたなにかに詰まり、言葉を切った。ズッと洟を啜る私をジッと見つめて、石津さんは小さく首を横に振って溜め息をつく。

「驚いた。浅倉、強くなったな。いや……したたかって言ってもいい」

　続く言葉には、黙ったまま俯いた。

「……俺はね、浅倉。来栖の幸せを考えたら、〝責任婚〟なんてやめさせたかった。浅倉にとってもただの〝過ち〟だったとしたら、今からでも考え直した方がいいって、来栖を説得するつもりでいた」

　純粋に稜太さんを思う石津さんの言葉を受け止め、私は無言で頷き返した。

　彼は私を見据えた後、ふっと表情を和らげた。

「来栖はお前を守るって言ったけど、あんなにはっきり言えるのは、お前の想いに支えられてるせいかな」

　石津さんはテーブルに両肘をのせ、頬杖をついた。

「今朝ね。浅倉との結婚宣言の時、俺もその場にいたんだけど。同じ男としてカッコいいヤツだと思ったよ。来栖、なんて言ったと思う？」

「えっ……？」

　一瞬、どこか悪戯っぽく光った石津さんの瞳に、私は好奇心をくすぐられて、わずかに腰を浮かせてしまった。

「な、なんて言ったんですか？」

　石津さんが、「知りたい？」と目を細める。私は、ぶんぶんと首を縦に振ってしまう。

　彼はたっぷり焦らすようにゆっくりと頬杖を解いて、身を乗り出してきた。

「『付き合った期間の問題じゃない。この先ずっとそばにいてほしい女だから、俺も一生を捧げる。そう誓ったんだよ』ってね」

「っ……！」

　石津さんから告げられた言葉に、私は心ごとギュッと抱きしめられた。

　心臓の拍動がドキドキと激しく加速して、頬に熱が上がってくる。耳も火を噴くように熱い。

『この先ずっとそばにいてほしい女』

　それはもちろん、私のお腹にいる赤ちゃんのためだと、わかっている。

　それでも、婚姻届を提出した日、稜太さんが私に指輪をはめながら言ってくれた誓いに匹敵するくらい、心が震える言葉だった。

　嬉しい……。

　私の心は大きな喜びに奥底から揺さぶられ、意図せずして頬が緩んでしまう。

　唇が小さく震え、目尻に涙が滲んだ。

「おーおー。ふやけた茹でダコみてえ……」

　どう見ても微妙な顔だったんだろう。石津さんはプッと吹き出し、私をからかったけれど……。

　私の胸には、稜太さんの言葉がじんわりと浸透していく。

　この短い間で、彼は、どれほど私の胸を震わせてくれただろう。

　素っ気なかったりまっすぐだったり。とても不器用だけど、とびきり優しくて……私はいつも、彼に心ごとすべてを抱きしめられる。

　稜太さんの気持ちが、恋になることがなくても。好きだと、一生言ってもらえなくても。

　私は永遠に、彼に片想いを続ける。それが今、なによりも幸せ。

　私は、自分の心にそう言い聞かせた。




　デスクに戻ると、石津さんが声かけしてくれて、白井さんからも仕事を振ってもらえた。外出から戻ってきた稜太さんもプロポ作成を頼んでくれて、私はその日、すべての仕事を終えてノー残業で帰宅した。

　今日も午後八時過ぎに帰ってきた稜太さんは、寝室に入ると、開口一番で私を心配してくれた。

「帰りがけに石津から聞いた。女たちの嫌がらせ、目に余るらしいな」

　上着を預かって胸に抱きしめた私に、彼はとても申し訳なさそうに視線を落とした。

「しかも、無責任に宣言した後、こっちは外出ばかりでごめん。明日は外出少ないし、社内にいるから、なにかあったら……」

　浮かない顔をしていた稜太さんが言葉を切り、きょとんと目を丸くした。

「莉緒？　なんで、そんなご機嫌？」

　私が浮かべていた満面の笑みに、彼はむしろ怪訝そうだ。

「今日起きた嫌なことも、明日からあるかもしれない嫌なことも、全部吹っ飛ぶくらい、いいことがあったんです」

　私は声を弾ませて、彼の上着をハンガーにかけた。

「へえ。いいね。なに？」

　稜太さんはネクタイを解きながら、私に回答を求めてくる。

「もしかしたら気のせいかもしれないんですけど……。赤ちゃん、動いたような気がして」

「えっ。マジで？」

　稜太さんはネクタイを引き抜くと、ちょっと上擦った声で聞き返してきた。

　彼の目が、まっすぐ私のお腹に向けられる。

　ストンとしたＡラインのスウェットワンピースを身につけた私のお腹は、わずかにぽっこりしてるくらいの膨らみ具合。まだまだ〝明らかに妊婦〟という体形には至らない。

　でも、稜太さんの瞳から、予想以上の期待と高揚を感じて、私は慌てて首を横に振った。

「あ。でも、ほんの一瞬だったから、絶対！とは言えないんです。私も初めてだから、それが正しいのかわからなくて」

　焦って言い直すと、稜太さんも「なあんだ」と笑った。

「でも、次あったら、教えて。俺にもわかるかな？」

「もっとお腹が大きくなったら、稜太さんにも伝わるかもしれませんね」

　ふふ、と微笑むと、稜太さんも目を細めた。

「その時はちゃんと、触らせて」

「えっ……」

　稜太さんの瞳がほんのちょっと意地悪に光った気がして、私の胸がドキッと音を立てた。

「お腹に耳当てて、聞いてみたい」

　シレッとつけ加えられて、ドキドキと加速し始めた胸に手を当てる。

「あ、はい！　も、もちろん！　そうしたら、稜太さんにもわかりますよね。赤ちゃんの成長」

　なぜかしどろもどろになる私を、稜太さんは肩を揺らしてクッと笑った。

「そうそう。莉緒が子供守って育ててくれてることの、証明。いつになるかな。楽しみにしてる」

　稜太さんはそう言いながら、クローゼットの戸を開けた。そこに、首から引っこ抜いたネクタイを吊るす。

「でも、気のせいかもしれないのに、嫌なこと全部吹き飛ぶほどのこと？」

　私を振り返って小首を傾げる稜太さんに、思い切って一歩近付いた。

「ん？　なに？　莉緒」

　稜太さんはシャツのボタンを外す指を止め、目の前に立つ私を見下ろしてくる。

「それだけじゃなくて……。実は、とても素敵な言葉を聞いたんです。それを、ちゃんと稜太さんの口から聞きたくて」

　目線を下げ、少し緊張して呟くと、「俺？」と短く問い返された。

「今朝、稜太さんが、私との結婚を宣言してくれた時の。石津さんが、教えてくれて」

「……んん？」

　頭上から降ってくる彼の声が、わずかにくぐもる。

　ドキドキしながら見上げると、稜太さんが口元を大きな手で隠していた。

「『この先ずっとそばにいてほしい女だから、俺も一生を捧げる』……って」

　自分で切り出しておきながら照れくさくなって、ボソボソと聞き取りづらい声になってしまう。でも、ちゃんと稜太さんにも聞こえたようだ。

「っ……ええっ!?」

　彼は一度ゴクッと喉を鳴らしてから、ギョッとしたように私から飛び退いた。

「なっ!?　なに言って。石津、アイツっ……！」

　慌てふためいて目を泳がせる稜太さんの顔が、みるみるうちに真っ赤に染まる。

　私もつられて頬を上気させながら、ほんのちょっと唇を尖らせた。

「そういうのは、ちゃんと私にも聞かせてください」

「いや、それはっ……。ちょっ、マジ勘弁」

　稜太さんが離れた分だけ、踏み出して近付く。なのに彼は、さらに後ずさった。

「石津さん、同じ男としてカッコいいヤツだと思った、って言ってました」

「そりゃ、カッコつけて言ったし。っていうか、石津、殺す」

　稜太さんは手で顔を隠して、私から背けてしまう。だけど私はそれを逃すまいと、正面から稜太さんに抱きついた。頭上で、彼が息をのむ気配がする。

「ちょっ、莉緒」

　テノールの声が、焦った様子でひっくり返る。

「カッコつけててもいいです。聞かせてください」

「嫌だよ。そんなの、本人に聞かれないから、カッコつけただけのことで……」

「だって、本当に嬉しかったんです。……だから」

　畳みかけるようにおねだりしながら、私は稜太さんの背中に回した腕にぎゅうっと力を込めた。

「……莉緒。莉緒サン。マジ、離してください。……ヤバいから」

　溜め息交じりの声に、私はそっと顔を上げた。

　稜太さんは私から目を逸らし、明後日の方向に視線を彷徨わせている。両手を軽く上げ、〝ＨＯＬＤ ＵＰ〟という仕草を見せる。

　真っ赤な顔で、本当に困り果てているのが感じられて、私も腕を解いた。

「ご、ごめんなさい……」

　昼間聞いてあんまり嬉しくて、気持ちがウキウキと弾んでいたからって、ちょっと我わが儘ままに突っ走りすぎてしまった。それを自覚して、私はしゅんと肩を落とす。

「あ～……いや。別に莉緒が悪いわけじゃなくてね」

　私の落胆ぶりに動揺したのか、稜太さんが慌てて言い繕った。

　それでも俯いている私に焦れた様子で、「はあっ」と声に出して息を吐くと……。

「……俺、これでも、お前に触れたいの我慢してるんだ」

　稜太さんは、ふてくされた口調で呟いた。私の額を手の腹でグッと押して、ちょっと強引に上を向かせる。

「えっ？」

　彼の言動に驚き、私は目を丸く見開いてしまう。

「だから、ごめん。不用意にくっつかれると、ちょっと困る」

「……っ！」

　稜太さんは私の瞳をまっすぐ見下ろして、まるで言い含めるようにゆっくりと言葉を紡ぐ。

　突如、胸がドキンと大きく拍動して、私は息を吸ったまま一瞬呼吸を止めた。

「ご、ごめんなさい……」

　結局、またしても謝る私の頭を、彼がポンと軽く叩いた。

「俺こそ。邪よこしまな男で、スミマセン」

　稜太さんはボソッとした声で謝罪をすると、照れ隠しといった様子で勢いよくワイシャツを脱ぎ、アンダーシャツ一枚になった。

　脱いだワイシャツを肩から下げるように持ち、「風呂行ってきます」と私に告げる。

「は、はいっ」

　やけに肩肘張って返した声は、不自然なくらい裏返ってしまったけれど。

　稜太さんはそれ以上なにも言わずに、私の横を通り過ぎて、寝室を出ていった。

　彼の気配が感じられなくなって、私はようやく振り返った。リビングに続くドアは開け放たれたまま。その先に、稜太さんの背中は見つからない。

「……はああ」

　頭のてっぺんから湯気が立ち上ってるんじゃないかと思うほど、熱を帯びて熱い頬を両手で押さえながら、私はその場にへなへなと座り込んだ。




　オフィスでは、相変わらずチクチクと刺さるような視線が向けられる。

　地味な嫌がらせは続いたけれど、正面切ってひどいことを言われたりはしなかったから、表立ったトラブルには発展していない。

　決して居心地がいいとは言えない。でも、退職まであとちょっと。なんとかこのまま過ごしていければ、と思っていたその週の金曜日――。

　私は朝から微熱があり、午前中に半休をもらって病院に立ち寄った。

　稜太さんには『一日休め』と言われたけれど、すでに年度末の繁忙はピークを迎えていて、仕事を回してもらえない私にも、むしろありがたいくらいの業務量がある。しかも今日は、当の稜太さんから預かった仕事も終わらせたいと思っていた。

　病院では、軽い風邪症状と診断を受けた。赤ちゃんには影響なさそうでよかった、とホッとして、オフィスに向かう。

　午後の勤務開始時間にはまだ早いけど、定時で上がれるよう、仕事に取りかかろう。

　デスクに荷物を置いてからまず給湯室に向かい、マグボトルにお茶を入れていた時。

「ほんと……浅倉さんって、大人しい顔して相当厚顔無恥な女でしたね」

　廊下の方から、自分の名前が聞こえてきて、私はビクッと手を震わせた。

　一応辺りを憚っているのか、トーンを低く落としてはいるけれど、やけにしっかりと耳に届く。

「来栖君がどう言おうと、どうせできちゃったから責任とって結婚でしょ？　っていうか、来栖君が浅倉さんを誘うわけがない。騙されたか陥れられたかに決まってるのに、なによ？　責任って」

「そんなことする子だとは思わなかったけどねえ……」

　それは、橋上さんと榎戸さんの声だった。

　この方向に近付いてくるってことは、ふたりとも給湯室に来ると思って間違いない。ここから出ても、廊下でばったり鉢合わせしてしまう。

　私はお茶を入れたマグボトルを両手でギュッと握りしめ、どうしよう、と身を強張らせた。

「来栖君は被害者じゃないですか。ほんと、子供を武器に結婚迫るなんて、サイテー……あ」

　どうしようと惑っている間に、ふたりが給湯室に入ってきてしまった。

　私に気付いたふたりが、一瞬ハッとした表情を浮かべ、すぐにきまり悪そうに目を逸らす。

「お、お疲れ様です」

　私はとっさに当たり障りのない挨拶をした。黙礼をして顔を背け、肩を縮めて給湯室を出る。

　ところが。

「ちょっと待ってよ」

　橋上さんの硬い声に、止められた。

　私はギクッとしながら立ち止まり、恐る恐る振り返る。

「ねえ、今、聞こえてたんでしょ？　私たちが話してたこと」

「ちょっ、橋上さん。やめときなって」

　榎戸さんが驚いた様子で、橋上さんを止めに入る。でも、橋上さんは制止を聞かずに、私の方に一歩足を踏み出してきた。抑圧し続けた感情を放出したが最後、もう引き返せないというように、顔面を蒼白にしている。

　私は橋上さんの剣幕に怯んで、無意識に後退していた。

「ねえ、そうでしょ？　いったいどんな手使って、来栖君を誘い込んだの？」

　じりじりと距離を詰めてくる橋上さんに気圧され、私はゴクッと唾を飲んだ。

　彼女との間隔を保とうとして後ずさっていたものの、廊下の壁に背がぶつかってしまう。

「黙ってないで、認めなさいよ！　妊娠だって、あなたが計算して陥れたんでしょ。なのに、それを武器に彼に責任とらせようなんて、汚い。やり方が汚いのよ!!」

「橋上さんっ」

　榎戸さんが焦ったように表情を硬くして、橋上さんを後ろから抱え込んだ。

　給湯室は、廊下の奥まった一角にある。お昼休みでもあるこの時間、いつ誰が通りかかるかわからない。それなのに、こんな際どい話……。

　ひと言でも言い返したら、火に油を注ぐだけだと判断して、私は唇を噛んで黙ったままでいた。けれど、それが橋上さんの感情を逆撫でしたらしい。彼女は激げっ昂こうして、榎戸さんの手を振り払って怒鳴り続けた。

「なんとか言いなさいよ！　それとも、私の言う通りだから、返す言葉もないっていうの!?」

　壁に追い込まれ、逃げ場のない私の前で、髪を振り乱す勢いで叫ぶ。

　私の心臓は拍動を速め、鼓動が嫌なリズムを叩く。

　耳元でも脈が打つ音を聞きながら、私はただ、彼女の罵声を一身に受け続けた。

　榎戸さんは、橋上さんを止められず、オロオロしている。

「それなら、みんなの前で来栖君に謝罪しなさいよ。床に額こすりつけて、『汚い真似して申し訳ありませんでした』って……!!」

「だったら、それ、俺がやるよ」

　ピンと張り詰めた空気を、横から聞こえた冷たい声が鋭く裂いた。

　一番初めに反応したのは榎戸さんで、目線だけ動かしてハッと大きく息をのんだ。橋上さんも言葉をのみ込んで、顔を横に向ける。

「来栖君……」

　彼女の声も行動も、一気に勢いを失っていく。

　私も、ビクビクしながら、ふたりと同じ方向に目を遣った。

　と同時に、ぐいと腕を掴まれ、壁と橋上さんの間から引っ張り出される。

「りょ……来栖さ……」

　思わず呼びかける私を自分の背中に隠すように、稜太さんが立ちはだかる。

「橋上。マジで、もう勘弁して。誘惑だろうが計算だろうが、浅倉に俺の子供ができた以上、責任とるのは男として当然のこと。こんな形で会社を辞めさせることになって、謝罪すべきなのは俺の方なんだよ」

　ハッと浅い息を吐く稜太さんを、橋上さんは呆然と見上げていた。

　榎戸さんは息を潜めて、私と稜太さんを交互に窺っている。

「来栖さん……」

　私はどうしていいかわからず、稜太さんの上着の裾をギュッと掴んだ。

　稜太さんは厳しく歪んだ表情をやや和らげ、私を肩越しに見下ろした。

「莉緒。まだ微熱あるだろ？　ここはいいからオフィスに戻って。急ぎの仕事だけしたら、今日はもう帰れ」

　感情を抑え込んだ、優しく柔らかい声で諭され、私はゴクッと喉を鳴らす。

「でも……」

「いい子だから。言うこと聞いて」

　微かな笑みを浮かべる稜太さんに、私はわずかに逡巡してから頷いた。

　踵きびすを返して、そこに佇む三人から逃げるように駆け出そうとして……。

「な、なによ……。来栖君って、そんな男だったの!?」

　逆上した橋上さんの声に、ビクッと肩を震わせて立ち止まった。

「誘惑されて、誰彼構わずほいほい手を出すような、そんな……！」

「そんな男だよ、俺」

　金切り声をあげる橋上さんを、稜太さんは素っ気なく遮った。

「でも……誰彼構わずってのは心外だ。俺は、浅倉のこと好きだった。かわいい後輩だって思ってた」

「っ……なによ、それっ!!」

　感情を殺した稜太さんの言葉を聞いて、橋上さんが彼の胸をドンと拳で叩いた。

　彼女の勢いを一身に受けた稜太さんの背が、わずかに揺れる。けれど、彼はそれ以上なにも言わなかった。

　橋上さんの啜り泣く声が聞こえてきて、私は一度身体の脇で固く手を握りしめた。そして、今度こそくるっと背を向け、小走りでオフィスに急ぐ。

　全身から脈動が聞こえてくるような感覚の中、私は無意識に胸に手を当て、まっすぐ廊下を突き進んだ。

　ドクドクドク……と、鼓動がすごく嫌なリズムを刻んでいた。

　あの言葉……昂たかぶった橋上さんを抑え込むために、今、稜太さんにとって、言う必要があったのはわかる。私にぶつけられた暴言に対する反論の意味もあったと思う。

　でも……。

『俺は、浅倉のこと好きだった』

　思い返すだけで、胸がギュッと締めつけられて苦しい。

　たとえ今必要だったとしても、それが私を守るためだったとしても、嘘でしかない言葉を聞きたくなかった。

　誰かの行動を、感情を、抑制するためだけの嘘。

　ずっとずっと、欲しくてたまらなかったからこそ、心の伴わない『好き』を、彼の口から聞きたくなかった――。










思ッテルコトハ、全部言ッテ




　その後、橋上さんはオフィスに戻ってこなかった。

　私は稜太さんの指示に従って、急ぎの仕事だけを片付け、早退することにした。

　稜太さんが、外出ついでに駅まで送ると言ってくれるのを断り、私は出社してほんの二時間過ごしただけでオフィスを出た。

「浅倉さん！」

　ひとり、エレベーターホールに向かった私は、榎戸さんに呼び止められた。

　振り返って目が合うと、榎戸さんの方が気まずそうに目を伏せる。それでもすぐに、「ごめんね！」と、まるで吐き出すように謝ってきた。

「ああいう陰口とか最低だと思うんだけど、私も橋上さんも……浅倉さんの前で、来栖君の相手のこと、さんざん言っちゃってたから。それがあなただって知って、すごくやりづらくて」

　第一声からずっと、彼女は私の顔を見ることなく、足元のカーペットばかりに目を落としていた。

「ごめんね。意地悪なことしたりして、本当に……」

「いいえ。私の方こそすみません。お仕事中なのに、わざわざありがとうございました」

　謝りっぱなしの榎戸さんにそう頭を下げ、私は廊下を歩き始めた。

「あ、待って」

　それでも、榎戸さんは、私を追ってくる。

「橋上さんね。来栖君が前の彼女と別れた後、告白して振られてるのよ。その時もうあなたと……ってことだろうし、それもあって、特に攻撃的になっちゃってて」

「……そうだったんですか」

　抑揚のない声で独り言みたいな返事をしながら、私はぼんやりとその頃のことを思い出した。確かに、ランチに誘ったり飲み会を企画したり、稜太さんに対して積極的に働きかけていた橋上さんの姿が、脳裏に浮かぶ。

「あの……月曜日からも、体調に気をつけて仕事来てね。あと少ししかないんだから、最後まで一緒に頑張ろう」

　エレベーターホールに着き、ボタンを押す私に、榎戸さんはそう言ってくれた。

　オフィスアワーでも中途半端な時間のせいか、エレベーターはすぐに到着し、一番手前のドアが開く。

　私は中に乗り込んでから、榎戸さんに微笑みかけた。

「ありがとうございます。私の方こそ、最後までよろしくお願いします。……じゃ、すみませんが、今日はお先に失礼します」

　言い終わるタイミングで、深く頭を下げる。

「気をつけてね」

　榎戸さんは私にぎこちなく笑いかけながら、ドアが閉まるまで見送ってくれていた。




　家に帰ると少し熱が上がっていて、私はベッドに横になって過ごした。

　リビングもキッチンも、電気を落とし真っ暗のまま。

　午後九時過ぎに帰ってきた稜太さんが、「ただいま」と声をかけてくれた時、リビングの冷えた空気が寝室に入り込んできた。

　ひんやりと頬をくすぐる冷気を感じたけど、私は寝たふりを続けた。

　稜太さんはそれ以上はなにも言わず、着替えだけ済ませて寝室から出ていった。

　日付が変わる前に、寝支度を済ませた稜太さんが、再び静かにドアを開けた。

　サイドテーブルのランプが点り、隣のベッドが、ギシッと軋きしんだ音を立てる。シーツがこすれる音が耳をくすぐり、私はギュッと目を閉じた。

「莉緒。……寝てる？」

　小声で探るように呼びかけられ、私は反射的に布団の中で身を縮めた。無意識に息まで潜めてしまう。

　そんな気配で、寝たふりはバレバレだったのかもしれない。

　稜太さんが「ふうっ」と長い息を吐いた。

「橋上、来週からしばらく休暇取ることになったって。帰り際、部長から発表あった」

　稜太さんは誰にともなく、独り言のように呟く。

　私は思いがけない話に目を開け、ビクッと身を震わせてしまった。

　稜太さんが、私の反応を窺う気配はない。彼はただ一度、深い溜め息をついた。

「莉緒。今日、ごめんな。嫌な思いさせて。大事にする、守るって言っておきながら、力不足で申し訳ない」

　続いてかけられる言葉には、ズキッと胸が疼くように痛むのを感じた。

　そんなことない、と、稜太さんに笑ってみせたいのに、身体が思うように動かない。

　結局私は、ひと言も返すことができないまま。

「……ゆっくりお休み」

　彼が、眠る前の挨拶を静かに口にした。

　ランプが消えた。布団の中で丸まっていても、闇と静寂に包まれるのがわかる。

　やがて、隣のベッドから、穏やかで規則正しい寝息が聞こえてきた。

　稜太さんのベッドを肩越しに窺い、仰向けで眠っている彼の胸が小さく上下するのを見て、私はモゾッと寝返りを打った。

　間隔を空けて並んだベッドからでも、綺麗で端整な、ちょっとあどけない寝顔を拝むことができる。

　きっと稜太さんも、私が、今まで親しくしてもらっていた橋上さんにあんなことを言われて、ショックを受けたと思ってるんだろう。同期である彼女の言動に、自分だって傷ついたはずなのに、私のことばかり気にかけてくれる。

　だけど……。

「……っ」

　私の心に鋭い傷を残したのは、橋上さんの暴力的なまでの言葉じゃない。

　ずっと欲しかった彼のひと言が私の心を深く抉り、修復不可能なくらい広がり続けている。

　脳裏をよぎるだけで涙が込み上げてくる。

　慌てて枕に顔を埋め、声を殺した。




　その週末、私の熱は下がらず、週明けの月曜日は稜太さんに止められ、仕事を休む羽目になった。

　金曜日の帰り際、追いかけてきて謝ってくれた榎戸さんに、余計な心配をかけちゃうかな、と思ったけれど、その夜帰ってきた稜太さんが「お大事にって」と、彼女の言葉を私に伝えてくれた。

　その翌日は、体調が快復し、仕事に行くことができた。

　オフィスに入ってすぐ、先週とは空気が違うことに気付いた。橋上さんの休暇のことは稜太さんに聞いていたけれど、この変化は決してそれだけが理由ではないはず。

　男性も女性も私に普通に声をかけて、仕事を回してくれる。たったの二年しか過ごしていないオフィスだけど、それは私が慣れ親しんだ空気とほとんど変わらなかった。

　海外営業部を離れたところでは、さすがに注目されたし、実際陰口を言われるのを耳にしたりもしたけれど、デスクを並べて一緒に仕事をする同僚たちの空気は、以前と同じものだった。

　もちろん、私が知らないところで、稜太さんがなにかしら手を打ってくれたからだろう。彼はなにも言わなかったけれど、私はきっとそうだと信じていた。

　守られている実感を強めながら、私は残り数日の勤務をなんとか無事に終え――。

　三月末。

　丸二年勤務した会社を、退職した。




　年度末の慌ただしい空気もひと段落した、四月の週末。

　社販で購入した家具が、ようやく家に搬入された。

　これまで使っていた二台のシングルベッドが寝室から運び出され、大きくて立派なダブルベッドがデンと鎮座している。

　稜太さんのセンスが光るダイニングセットと、カウチソファが置かれたリビングは、それまでと打って変わって、とってもお洒落で雰囲気のある空間になった。

　一緒に暮らし始めて二カ月ほど。

　理想通りに創り上げられていく新居に、稜太さんはご満悦だった。

　インテリアのセレクトに関しては、稜太さんの希望がほとんどで、私はそれに頷くだけの決定権しかなかった気がするけれど――。まるで子供みたいに嬉しそうな稜太さんの横顔を見つめて、微笑ましい気分になる。

　なのに、いまだに深く胸に突き刺さっている彼の〝嘘〟が、すぐ脳裏に蘇ってきて、私の心に闇を落とす。

　こうやって……今でもまだ、外堀から埋めていってるみたい。

　そんな風に考えて、私は卑屈になる。

　会社を辞めてから、日中ひとりで会話もなく過ごしているせいか、気分も塞ぎがちだ。時々母やお義母さんと電話をしたりするけれど、稜太さんとお腹の赤ちゃんだけとしか関わらない生活は寂しくて、息が詰まりそうだった。

　なにより、今の私の生活のすべてを占める旦那様の心が遠すぎて、私の気持ちも荒すさんでいた。

　ベッドのために新調したシーツを、鼻歌交じりでかけてくれる稜太さんを横目に、私はひとりリビングに出た。

　彼おすすめの座り心地のいいカウチソファに身を沈め、外堀だけは立派に埋められたリビングを、ぼんやりと眺めた。




　その夜。ちょっとゆっくりと湯船に浸かって入浴を終え、私は髪をタオルで拭いながらリビングに戻った。

　先に入浴を済ませていた稜太さんが、カウチソファに大きく仰向けで寝そべっていて、ちらりとこちらを見遣ってくる。

　一瞬バチッと目が合い、私の方から目を逸らす。

　春とはいえ、まだ夜はなにか羽織っていないと肌寒い。ストールを取りに寝室に向かい、彼の前を横切る私を、稜太さんが「莉緒」と呼んだ。

　ドアレバーに手をかけたタイミングで足を止め、私はそっと彼を振り返った。

「はい？」

　口元をタオルで隠しながら返事をする。

　稜太さんは上体を起こし、しっかりと床に足をついて座り直した。

「最近塞いでる。元気ないなって。……どうしたの？」

　彼は自分の足元に視線を落とし、ためらいがちにそう言った。

「えっ……」

　醜く歪んだ心を見透かされた気がして、私はビクッと肩を強張らせる。

　彼は、返事に詰まる私を、上目遣いに窺ってくる。

「退職が年度末に重なって、疲れが溜まってるんだろうって思ってたけど。なんか、そういうわけでもなさそうな気がして」

　稜太さんから探るような視線を受け、私は黙って目を伏せ、自分の爪先を見つめた。

「莉緒。体調悪い？」

「……いいえ。全然大丈夫です」

「昨日健診だったよな？　俺、部の飲み会で遅くて、昨夜聞けなかったけど。子供、順調？」

「はい……」

　まるで尋問を受けている気分で、機械的に短い返事をしながら、私はキュッと唇を噛みしめた。

「そ。だったら」

　稜太さんは短く浅い息を吐いて、ソファから立ち上がった。そして、無言のまま、私の方にゆっくりと歩いてくる。

「あ、あの……？」

　私は寝室のドアに背を預け、近付いてくる稜太さんをただ見つめた。ずっと目を離さずにいたから、彼が目の前で足を止めた時、ほとんど喉が仰け反っていた。

「りょう……」

　私の頭上から、彼の影が色濃く降ってくる。圧迫感を覚えて、背筋にゾクッと冷たいものが走る。

　私の顔の横に、彼がドンと手をついた。耳元で響いたその音に怯み、「きゃっ」と短い悲鳴をあげてしまう。

　途端に。

「莉緒」

　耳をくすぐる吐息交じりの声に、私は身体を強張らせた。

「りょう、たさ……？」

「……ごめん。ちょっとだけ」

　稜太さんが、肩を竦める私の耳にそう囁きかける。

「え？」

　戸惑って聞き返す私に構わず、彼はいきなり私の頭に腕を回した。強い力で引き寄せられ、私はハッと息をのむ。

　次の瞬間、私は、強く強く抱きしめられていた。

「っ……」

　稜太さんの胸に顔を埋め、驚きのあまり、一瞬呼吸の仕方すら忘れた。

　そんな反応が、彼の胸を通して伝わってしまったのかもしれない。

「莉緒、なんでそんな、身体硬くするの」

　上から降ってくるのは、どこか焦れたような、拗ねたような、どちらにしても不機嫌そうな声だった。

　なぜだか頭の中で警けい鐘しょうが打ち鳴る。私はひくっと喉を鳴らした。

「べ、別に、硬くなってなんか……」

「嘘つけ。すっげえガード感じるんだけど？」

「だから、そんなこと」

　彼の言葉を否定しながらも、私はその腕を解こうとしてもがいていた。それに気付いた稜太さんが、腕の力を緩めてくれる。

　私は無意識にホッとして、彼の胸に両手を置いて、自分から剥がそうとした。

　なのに。

「っ……!?」

　私に落ちる彼の影が一層濃くなるのを感じた瞬間、前髪をなにかが掠めた。

　なに？と思った時には、稜太さんが私に顔を寄せ、キスしようとしていた。

「っ、ダメっ……!!」

　頭の中で先回りして鳴り響いていた警鐘のおかげで、私は即座に拒むことができた。

　渾こん身しんの力を込めて、彼の胸を突き飛ばす。

「うわっ……」

　私の拒否は不意打ちだったのか、稜太さんが短い声をあげて一瞬身体のバランスを崩した。けれど、数歩よろけただけで、しっかりとその場に踏み止まる。

「……莉緒？」

　少し離れたところから、彼は困惑した瞳を向けてくる。

　そこに、咎めるような光が揺らぐのを見て、私はギュッと胸元を握りしめた。

「ご、ごめんなさい」

「なんで」

　私の謝罪と、彼の問いかけがかぶる。

　私が口ごもったからか、稜太さんが前髪をかき上げながら「はあっ」と太い息を吐いた。

「やっぱり莉緒、俺のこと避けてる？」

「え？」

「夫婦なのに。……抱きしめるのもキスもダメなのかよ」

　稜太さんが歯がゆそうに呟く。

「俺……わりと我慢してると思うんだけど」

　浅く短い息が続き、私の心のささくれが、ベリッと剥がされたような気がした。

「……夫婦だから、義務ですか。こういうの」

「えっ……？」

　私自身が驚くくらい低い声に、稜太さんが戸惑った様子で聞き返してきた。

「莉緒？　お前、なに言って」

「夫婦ってだけで、義務と責任を増やさないでください！　それに、私たちは形だけの夫婦です!!」

　吐き捨てるように叫んでしまい、瞬時にしまった！と思った。

「あ……」

　急いで口に両手を当てて言葉をのみ込んだものの、稜太さんは血の気の引いた青い顔をしていた。

　いったい、なんの感情に煽られたのか。衝動に突き動かされて口走ったことを、私は瞬時に後悔した。

　だけど、一度口をついて出てしまった言葉は、もう取り消せない。

「ご、ごめんなさい。私……」

「義務と責任……？　増やしてるなんて思いたくないけど」

　稜太さんは呆然と、自分の足元に目を伏せた。

「ちが……そうじゃなくて。稜太さん、私……」

　なんとか取り繕おうとしたのに、稜太さんの深い溜め息にかき消された。

「そうだったよな。俺と莉緒は、形だけの夫婦だった。……ごめん。莉緒の気持ちも測れずに」

「りょ、稜太さん……」

　キュッと奥歯を噛みしめて、私から顔を隠すようにして背を向ける彼に、私は無意識に呼びかけていた。

　それを聞き留めてくれたのか、彼はその場に踏み止まり、「俺、さ」と続けた。

「始まりがあんな形だったからこそ、少しでも早く、お前との距離を縮めたかった。何度も早すぎるって言われたけど、そうじゃなきゃ俺がダメだったんだ」

　俯いた稜太さんの声が、苦しげに揺れる。

　絞り出すように吐露する彼に心を揺さぶられ、私の胸がズキッと疼いた。

「莉緒にいちいち言わせなくても、心を汲んでやれるほど、俺はお前を知らない。だから、不満でも罵ば詈り雑ぞう言ごんでもなんでもいい。思ってることは、全部言って。ひとりで抱え込んで避けられるのが、一番こたえるんだよ」

　悲壮感漂う彼の背中に、胸がグッと締めつけられる思いだった。

　わかってる。本当は、私だって、ちゃんとわかってる。

　稜太さんが、今までどんなに苦しい努力をしてくれていたか。私との将来を受け止め、心の距離を縮めようとしてくれていたか。

　それが責任と義務からのものでしかなくても、こんなに誠実に向き合ってくれる人を、いったい誰が責められるだろう。

　だからこそ、言えるわけがない。

　稜太さんが口にした、嘘でしかない『好き』に傷ついたなんて。

　生涯の絆を誓い、キスを交わしたあの時、私は同時に、彼への一生の片想いを心に刻んだ。

　私たちは、ふたりで赤ちゃんを守り大事にするためだけに、夫婦になる約束をした。

　私が彼に求めていいのは、ここまでだ。

　だけど、きっと……私が我儘にこれ以上を望めば、彼はさらに自分の心を曲げて、私に応えようとしてくれる。稜太さんは、そういう人だ。

　だから、気付かれちゃいけない。私が全部、抑え込まなきゃ……。

「……ごめん、なさい。稜太さんは、悪くないんです」

　第一声が喉に引っかかるのを感じながら、私は俯いたまま口を開いた。

「莉緒」

　稜太さんが、足を引いて身体の向きを変えた。

「今まで、たくさんの人に囲まれて仕事してたのに、会社を辞めて日中ずっとここにひとりでいて……出産のこととか、これからのこととか、今まで以上に考える時間ができたので、ちょっと怖くなったのかも」

　自分でも言葉を考えながら、どこかたどたどしく告げて、ゆっくりと顔を上げる。

　私を見下ろしていた稜太さんと、宙で視線がぶつかった。

「マタニティブルーっていうんでしょうか。強いママになるって言ったのに、昨日も健診の待ち時間で、他のお母さんたちから、出産の時の痛みとか、つらさとか、そんな話聞いて不安になって。ちょっと……今はナーバスになってるだけで」

「……本当にそれだけ？」

　とっさに口をついた言い訳だけど、もちろん嘘ではない。でも、確認されて頷いてしまったら、秘密を重ねてしまう気がして、私は身体を強張らせたまま奥歯を噛みしめた。

　頑かたくなに口を閉ざす私の頭上で、稜太さんが大きな息を吐く。

「これ以上は立入禁止、か」

　そう呟いて、私から一歩後ずさった。

　開く距離にホッとしながら、私の胸に寂しさがよぎる。

「でもそれは、俺にも関係することだから、ちゃんと言って。もちろん、出産の不安とか恐怖とか、そういうのは俺じゃ力になれないかもしれないけど……生まれた後、これからのことは、むしろ一緒に解決していくべきだと思う」

　稜太さんが、静かに淡々と私に言い含める。

　どこまでも真摯に誠実であろうとしてくれる彼に、申し訳ない思いと狂おしいくらいの切なさが込み上げ、胸の中でぐちゃぐちゃに絡み合う。

　鼻の奥の方がツンとする。私は黙って頷いてから、一度洟を啜った。

「莉緒。俺じゃ旦那として頼りないかもしれないけど、お前と子供だけは絶対に守り抜く。その誓いは、変わらないよ」

　稜太さんは、そう言い切ってキュッと唇を引き結んだ。

　憂いを帯びた、見知らぬ表情に、私の胸がドキッと鳴る。

「俺は、莉緒との間に秘密を抱えるのは嫌だ。夫婦間の秘密は、絆に溝を作るだけだと思うから」

「あ……」

　稜太さんのまっすぐな言葉に、心臓がドクッと震えた。揺るぎない光が宿る瞳に、胸がきゅんと疼く。

　――ああ、ダメだ。

　私は、一生片想いでいいと思っていたのに。

　優しさに包まれて大事に愛情を注がれていたら、私の決意なんてあっさり崩壊しそうになる。彼の心を、求めてしまいたくなる。

「稜太さん……」

　名前を呼ぶだけで、彼への想いが溢れ出す。まるで間かん欠けつ泉せんのように、想いはとめどなく沸き上がり、溢れ返る。

　けれど、稜太さんは私にくるっと背を向け、

「……さっきの、忘れて」

　そう呟いた。

　ソファに戻っていくと、さっきと同じ位置にドカッと腰を下ろし、そのままゴロンと身体を横たえる。

「俺、今夜はこっちで寝るから」

「え？　で、でも……」

　長身の稜太さんでは、とてもゆったりとはいえないソファの上で、グッと身体を伸ばす姿に戸惑う。

　あのベッドが届くの、あんなに楽しみにしていたのに。

　困惑する私に、彼はチラッと目を向ける。

「さすがに、拒否されてすぐ同じベッドで眠るとか無理。俺、こう見えて結構繊細なんだよ」

　稜太さんは、ちょっとおどけて言い放った。頭の後ろで肘を組み、それを枕に目を閉じる。

　立ち尽くしたまま動けない私を、気配で感じているのか、

「お休み、莉緒」

　身を捩って、私に背を向けた。

　拒んだのは私のはずなのに、なぜか彼から拒絶された気分になる。

　私に向けられた広い背中が切なくて、心臓がギュッと鷲掴みにされるような感覚に陥った。

「……お休みなさい」

　私は彼に同じ挨拶を返すだけで、寝室に入った。

　寝室の温度は、リビングと違い、明らかに数度低い。一瞬ぶるっと身体を震わせてから、私は電気を点けずに室内に進んでいった。

　ひとりでは広すぎるベッドに、どこか緊張しながら身体を横たえた。

　稜太さんがかけてくれた新しいシーツは、人肌を知らずひんやりと冷たい。大きなベッドは、私ひとりの体温では、なかなか温まってくれない。

　結局私は、ベッドの右側に身体を寄せて、狭いスペースで丸く縮まった。

　ギュッと目を閉じ、眠りに落ちていく意識の狭間で、ぼんやりと考えた。

　もしもあの夜、私が稜太さんに『好き』と言えていたら、今、私たちの心を、少しでも重ね合わせることができたんだろうか。

　もしも、あの時。もしも、私が――。

　考えてもどうしようもないのに、止まらない。




　ＧＷはお互いの実家に遊びに行っただけで終わった。

　初夏の日射しがたっぷり注ぐ五月の中旬、月二回になった定期健診を受けるために、私は朝から外出していた。

　妊娠八カ月目を迎えるお腹は、Ａラインのワンピースを着ていても、ぽっこりと膨らみが目立つ。お風呂上がりに裸のまま鏡の前に立つと、自分じゃないみたいで落ち着かない気分にもなる。だけど、身体の変化に覚える違和感の分だけ、お腹の中で赤ちゃんが育っていることも実感できる。

　少し前から、赤ちゃんの胎動をちょくちょく感じ取れるようになった。腸がくるくるっと動くような変な感覚だったり、内側から押されるような圧迫感だったり。

　最近気がついたけれど、私がウキウキと弾んだ楽しい気分でいる時は、特に赤ちゃんの動きも活発になるようだ。生まれてくる前から、赤ちゃんとの繋がりを感じられる。こういうの、〝パパ〟には絶対にわからないこと。

　私はひとり、私にしか届かない赤ちゃんからのメッセージを受け取るのを、日々の楽しみにしていた。

　とはいえ……。

　一度注意されてから、体重が増えすぎないように気をつけたけど、それにしたって身体が重い。産婦人科のロビーにいると、他の妊婦さんから『あんまりお腹出てないわね』と言われる。それでも腰は痛いし階段を昇り降りするのも息が切れる。

　正直なところ、月二回通院するのも体力的には億おっ劫くうだけど、これもいい運動と自分に言い聞かせ、毎回平日の予約を取って、散歩がてらクリニックに行く。

　今日も無事に診察を終え、私は五月晴れの街をゆっくりのんびり歩いた。

　ちょっと陽射しが強くて汗ばむけれど、清すが々すがしい風が気持ちいい。それに今日は、稜太さんが喜んでくれる報告ができそうだ。彼がどんな反応をするか考えるだけで、いつもより心が弾む。

　途端に、お腹の中でなにかがくるっと動いた。反射的に足を止め、私は自分のお腹を見下ろす。そして、目を細めてお腹を撫でた。

「パパ、喜んでくれるといいね」

　小さな声で語りかけ、何度かお腹をさする。

　私が会社を辞めてから、稜太さんとの会話は赤ちゃんの話題ばかりだ。少し前まではそれだけでは間が持たなかったけど、最近は赤ちゃんの成長も著しいし、健診に行くたびに報告することも多い。おかげで、ふたりで向かい合っていても、話題に困ることはない。ぎこちない空気にならずに済む。

　ダブルベッドが届いた夜以来、稜太さんは〝私〟に触れようとはしないけど、赤ちゃんが胎動する瞬間は捉えようと狙っているらしい。彼といると、いつもお腹に視線を感じて、ちょっと困っていたりする。

　私が緊張するせいか、そういう時は赤ちゃんも静かだ。

　でも、そんな彼だからこそ。

「赤ちゃんのことだもん。喜んでくれるかな……」

　左手に持ったケーキの箱を目の高さに掲げて、私はふふっと微笑んだ。

　夕食後にケーキを出したら、稜太さんはきっと、不思議そうな顔をする。もしかしたら、『莉緒の誕生日だっけ？』なんてすっとぼけたことを言うかもしれない。

　そこで私から重大発表。

　それを耳にした瞬間、目を大きく見開いて、一瞬ポカンとする稜太さんを、早く見たい。想像するだけで、顔が綻んでしまう。

　間に赤ちゃんがいてくれるから、私と稜太さんの関係が成り立つ。

　弾む話題があるから、余計なことは考えず、笑っていられる。

　お互いの心に踏み込めない、形ばかりの夫婦でも――。




　ケーキの箱が傾かないように気をつけながら、スーパーの袋を持ち直す。

　お祝いするつもりでついつい買い込んでしまったおかげで、駅から徒歩五分の道のりでも、私は休み休み歩いた。

　マンションのエントランスに辿り着き、バッグから家の鍵を取り出す。数段の階段を「よいしょ、よいしょ」と言いながら上り、私はピタッと足を止めた。

　オートロックの操作盤の前に立っていた女性が私の気配に気付き、こちらに顔を向ける。

「あっ……」

　反応して声をあげたのは、私の方が先だった。

　彼女は立ち竦む私にしっかり向き直ると、やや強張った表情で、ゆっくりと頭を下げた。

「お久しぶり、浅倉さん。突然押しかけてごめんなさい」

　思いのほか、その声は穏やかだった。

「お、お久しぶりです……」

　しっかりと背を起こし、再び私と正面から向き合ったのは、私の最終日はオフィスに不在だった橋上さんだ。

　最後に会った時より、ちょっと痩せた。剥き出しの敵意をぶつけてきたあの時より、遥かに落ち着いているけれど、彼女がどうして今ここにいるのか。

「あの、どうしたんですか……？」

　平日の昼間、訪ねてくるからには、私に用があることはわかる。だけど私にはその真意が読めなくて、わずかに警戒しながら問いかけた。

「迷惑かとは思ったんだけど、あの時ひどいこと言ったことを謝りたくて。……浅倉さん、ごめんなさい」

　私が警戒しているのを感じているんだろう。橋上さんは少し緊張した様子で、再び私に深く頭を下げた。

「えっ、あのっ」

　突然の丁寧な謝罪に戸惑い、私は急いで彼女に歩み寄った。

「頭を上げてください。私、あの時のことは、もう気にしてませんから」

　橋上さんの腕をそっと取ると、彼女はゆっくりと頭を上げた。それでも目は伏せられたまま。彼女の目線が私のぽっこりしたお腹に向いているのを感じて、反射的にギクリと怯んだ。

　稜太さんのことを好きだった橋上さんの目に、このお腹がどう映るか。彼女の心を探ったら、複雑だったから。

　だけど。

　橋上さんの額にうっすらと汗が滲んでいるのを見て、私はキュッと唇を結んだ。

　今日は五月とは思えないくらい陽射しが強く、気温も高い。

　そんな中、私に謝罪するためだけに、ずっと待ってくれていたんだ、と思ったら、立ち話なんかで済ませられなかった。

「よかったら、どうぞ。上がっていってください」

　私は、彼女を部屋に招き入れた。

　初めは、橋上さんも遠慮がちだったけど、

「素敵な部屋……。来栖君っぽいね、このダイニングセット……」

　私の後についてリビングに入った途端、カウンターキッチンの前を眺めて、ほおっと感嘆の声を漏らした。

「あのソファも……！　前から『いつかは買う』って豪語してたけど、実現したんだあ。わあ、羨ましい……」

　さすがに同じインテリアメーカーの先輩だ。家具の質のよさをわかっていて、稜太さんが選んだものだとすぐに気付く。

「あの、どうぞ、こっちにかけてください」

　キッチンでアイスティーを作りながら声をかけると、橋上さんははしゃいだことを恥ずかしそうにしながら、ひょこっと戻ってきた。

　椅子を引いて座ったものの、キョトキョトと周りを見遣っている。好奇心旺盛な様子が、私もよく知っている橋上さんらしい。

　私は心のどこかでホッとして、アイスティーを運んだ。稜太さんとお祝いしようと買ってきたケーキも一緒に出すと、彼女はちらりと私を見上げた。

「ご、ごめんね。突然押しかけて、上がり込んで部屋の中ジロジロ見て、挙句にケーキまで……って、このケーキ、来栖君の分なんじゃないの？」

　鋭く勘付き、恐縮する橋上さんに、私はクスッと笑った。

「いいえ。気にしないでください。あの……橋上さん、お元気そうでなによりです」

　そう返しながら、私も彼女の向かい側に腰を下ろす。橋上さんは、今日会ってから一番柔らかい笑みを浮かべた。

「ありがとう。……実は私も先週から仕事復帰してるの」

「そうだったんですか。えっと、おめでとうございます」

　初耳だった私は素直にそう反応したけれど、橋上さんは表情を曇らせた。

「『浅倉さんにもよろしく伝えて』って言っておいたんだけど……。来栖君は伝えてくれなかったか。でも、それもそうよね」

「えっ？」

「私が浅倉さんにどんなことをしたか。それを考えたら当然だよね。たとえあなたが気にしないって言ってくれても、来栖君は、絶対に本心では許してくれない」

「そんな。りょ……来栖さんは」

　どこか自嘲気味な言い方に、私は返事に窮して口ごもる。

　橋上さんは気を取り直したように、「いいのいいの」と明るい声をあげた。

「あんなにひどいこと言った私にも、来栖君、オフィスでは普通に接してくれるのよ。しかも浅倉さんのこと、腹立つくらい惚のろ気けてくれるし」

「の、惚気る……？」

　言葉尻を拾って、私は戸惑い気味に反芻した。

　橋上さんがアイスティーをひと口飲んでから、「そう！」と声を張り上げた。

「浅倉さんと……お腹の赤ちゃんの話を振られると、親バカか、嫁バカかってくらい嬉しそうに話してるわよ。あなたのお腹が大きくなってきたとか、まだ胎動の瞬間に巡めぐり合えないとか。まあ、子供好きそうだとは思ってたけどさ～」

　惚気の理由が赤ちゃんに行きつくなら、大いに納得だ。

　稜太さんが大事にしているのは、赤ちゃんの成長。幸せそうなのも嬉しそうなのも、赤ちゃんのことだから。

　私もぎこちなく笑って、自分のグラスを手に取った。ストローをくわえ、アイスティーを口に含んでから顔を上げる。

　橋上さんが、テーブルに頬杖をつき、私を正面からジーッと見つめていた。

「あの、なにか？」

「女の子だって？　そう聞いたんだけど」

　首を傾げて問われ、私は無意識にお腹に手を当てていた。そして次の瞬間、ギョッと目を剥く。

「えっ。ええっ、なんで!?」

「あれ？　違うの？　って、なに慌ててるの？」

　私の反応に、橋上さんの方が、不思議そうにきょとんとしている。

「いえ、あのっ……。いったいどこからそんな話が!?」

　どぎまぎしながら無意識に腰を浮かせ、テーブルに身を乗り出してしまう。

　私の剣幕に、橋上さんが軽く怯んで背を引いた。

「どこって……もちろん来栖君じゃないの？　他に誰かに話した？」

「話すもなにも、私、来栖さんにも、まだひと言もっ」

「ああ。じゃあ、みんなが、来栖君からあなたの様子聞いて、予想しただけかな」

「えっ!?　私の様子って……」

　平然とした返事に動転して訊ね返すと、橋上さんは肩を動かしてクスッと笑った。

「来栖君がね、浅倉さんのこと聞かれると、『前よりずっと、ほわっとした和み顔してる』って言うの。だからみんなが『きっと女の子だね～』って……」

「えっ……。えええっ!?」

　サラッと告げる橋上さんに、私は悲愴な声をあげて立ち上がっていた。

　橋上さんも驚いて息をのみ、何度も瞬きしながら私を見上げている。

「えっと……浅倉さん？　どうかしたの？」

「そんなっ……。じゃあ稜太さん、もう赤ちゃんがどっちか、知ってるってことですか!?」

　私はほとんど半泣きになって、がくっと脱力した。そのまま、椅子にストンと腰を下ろす。

　私のリアクションに、橋上さんは意味がわからないといった様子で慌てている。

「し、知ってるってわけじゃなくて。ただ、ほら、俗説で言われるじゃない？　顔つきがきつくなったら男だとか、お腹の出方でもわかるとか。みんなにそう言われるから、薄々勘付いてるくらいで……」

「そんなあ……。せっかくサプライズできるって思ってたのに……」

「え？」

　私は、彼女が宥なだめてくれている間、ずっとテーブルに伏せていた顔をむくりと起こした。そして、半分いじけた気分で口を開く。

「……今日、健診だったんです。今までなかなかわからなくて、先生の言い方も曖昧だったんですけど、今日やっとはっきり教えてくれて。稜太さんに発表するの楽しみにしてたのに、もう知ってるなんて……」

「え、ええと……。もしかして、この、やけにタイミングよく出されたケーキも、その演出のためだったとか……？」

　まさに口に運ぼうとしていたケーキに、橋上さんはそおっと視線を落とした。

　私はがっくりとこうべを垂れ、肩を落として頷く。

　橋上さんは目も口も大きく見開き、私とケーキを交互に何度か見遣った後、

「ぶっ……！　はははっ……！」

　豪快に笑い出した。

「あ～……。なんか、本当はまだすごく悔しいんだけど……。来栖君の言う通りだあ。私じゃ、来栖君にあんな緩んだ笑顔させらんないや～……」

「え？」

　しゅんとする私を斜めの角度から見遣り、橋上さんは目尻に浮かんだ涙を拭い取った。

「この家に入った瞬間、感じた。来栖君、ちゃんと幸せなんだって」

　静かに穏やかな口調でそう言われ、私はそっと目を上げた。正面から視線がぶつかり、橋上さんがふふっと声を漏らす。

「来栖君の大好きな家具が溢れる家で、和み顔の奥さんが毎日出迎えてくれる生活なんて。幸せ以外のなにものでもないよね……」

　あ～あ、とボヤく橋上さんを、私は唇をキュッと結んで見つめた。

「浅倉さん。本当に今までごめんね。どうか、来栖君とお幸せに」

　柔らかい微笑みと共に向けられる、はなむけの言葉。

「……はい。ありがとうございます」

　私は自分の中でも、しっかりと噛みしめた。

　今、稜太さんの頭の中を占める幸せは、すべて赤ちゃんに通じるもの。

　それは私もわかっているけれど、そこに少しでも、私の存在も含んでもらえるなら――。

　稜太さんがそばにいてくれるから、私も幸せ。

　無上の幸福をくれる彼に、私も負けないくらい満ち溢れる喜びを返したい。

　私だけができること。

　稜太さんの赤ちゃんのママとして。

　稜太さんの、妻として。










俺ノ愛ジャ足リナイ？




　夕食後、シャワーを終えて、ソファで寛くつろいでいた稜太さんの前に、私はケーキをのせたお皿をそっと差し出した。

　健診帰りに高級洋菓子店で買ったケーキは、橋上さんと食べてしまったけれど、彼女を駅まで送った帰り、商店街にある小さなケーキ屋さんで、稜太さんの分を買ってきた。ちょっと素朴で庶民的なショートケーキは、高級洋菓子店のものと比較してしまうと豪華さが足りない。それでも、我が家では登場頻度の少ないケーキは、それなりに特別感を演出できたようだ。

「え？　なに？　なんかあった？」

　きょとんと目を丸くして、不思議そうに私を見上げる稜太さんに、私はクスッと笑った。

「俺だけ？　莉緒の分は？」

　稜太さんはソファから背を起こし、テーブルに置かれたひとり分のケーキと私を、交互に見比べて首を傾げる。

　私は彼の隣に腰を下ろし、ひょいと肩を竦めた。

「私は、昼間お客さんと一緒に、食べちゃったので……」

「ん？　誰か来たの？」

　稜太さんは、私に問いかけながら、お皿に添えたフォークを摘まんだ。

「はい。タイミングよかったから、一緒にお祝いしてもらいました」

　彼が、軽く眉根を寄せ、首を捻る。

「なんか祝い事あったっけ？　誕生日……でもないし」

　記憶を探るように、目線を宙に彷徨わせた。

　彼の横で私は背筋を伸ばし、少し胸を張ってみせる。

　……といっても、今の体形では、胸というよりお腹を突き出したとしか見えないのが残念なところ。もちろん、稜太さんの視線もお腹に落ちる。結果、におわすような形になってしまった。

「稜太さん。私、今日、健診に行ってきたんですよ」

　ヒントを与えてみると、彼は私のお腹から顔に目を上げ……。

「うん……って、え？」

　きょとんとして私を見つめて、何度も瞬きをした。

「実は。今日、やっと赤ちゃんの性別がわかったんです！」

　私は明るく声を弾ませて、発表した。

「マジか！　で、どっち？」

　大きく目を見開き、フォークを持ったまま、稜太さんが畳みかけてくる。

　彼の反応に満足して、私はわざともったいぶって、大きく深呼吸をする。

「女の子でした」

　稜太さんは、私の短い告白を受け止めて、ゴクッと喉を鳴らした後。

「やっぱり、そっか～。あー、ドキドキした」

　興奮した様子ではなく、ホッとしたような笑みを浮かべる。

「やっぱり……〝やっぱり〟でしたか」

　予想通りの言葉に、私は少しがっくりと肩を落とした。

「周りからいろいろ聞いて、そうかもな～と。……って、えっ？　莉緒、なんでそんながっかりしてるんだ？」

「サプライズできると思ってたのに。稜太さんが思ったほど驚いてくれなくて、残念です」

　私が「はあっ」と声に出して溜め息をつくと、稜太さんは私を覗き込んでいた姿勢から、すっと背筋を伸ばした。

「『女の子でした』って聞いて、『ええ～っ!?』って驚くのも、反応として微妙だと思うけど。っつーか、なに？　残念なわりには〝やっぱり〟って」

　愉快そうに肩を揺らしながら、ショートケーキの端っこにフォークを刺し、小さな欠片かけらを口に運ぶ。

「今日、橋上さんが来てくれたんです。オフィスですでに、そういう噂になってるって聞いたから」

　ソファにゆったりと身体を預け、問いかけに答えると、稜太さんが「え？」と短く聞き返してきた。その顔は驚いた、というより、やや険しい。

「橋上……？」

　困惑気味な彼の反応に、私は思わず苦笑した。

「そんな顔しないでください。楽しかったですよ。久しぶりにオフィスの話聞かせてもらえて。……最近、稜太さんとそういう話、してなかったから」

「あ……。うん。そうだったよな。……ごめん」

　稜太さんは、複雑そうな様子で、ケーキを口に運んでいる。

「私のこと『和み顔してる』ってみんなに言ったせいで、女の子だって勘付いてるってことも、聞きました」

　そう畳みかけながら稜太さんの横顔を上目遣いで見つめると、彼は大きな手で口元を隠し、照れくさそうにそっぽを向いた。

「ごめん。みんなが『女だ女だ』って騒ぐから、俺、もう結構女の子の名前考えてた」

「だろうと思いました」

「先走って、すみません」

「でも……」

　私は、そっと自分のお腹を撫でた。

　まだ稜太さんには、この子の胎動も伝わらないのに。鼓動を感じたこともないのに。この子は、はっきり性別がわかる前から、名前まで考えてもらっている。

「この子は、幸せな人生が約束されてますね。生まれる前から、稜太さんにこんなに大事に愛されて」

　目を細め、お腹を見下ろしながら呟く。

　稜太さんは顔から手を離し、わずかに逡巡した後、目を伏せた。

「……莉緒は？」

　そう訊ねながら、フォークをケーキ皿に戻す。

「え？」

「莉緒は、俺の愛じゃ足りない？」

　無防備な状態でストレートに問われ、一瞬返事に詰まった。

「俺、まだ頼りない？　莉緒の幸せな人生、約束できる男になれないのかな」

　稜太さんは、大きく開いた足の上に両腕をのせ、前屈みになった。そこから私を振り返り、寂しげに微笑む。

　そんな彼に導かれ、私もゆっくりと顔を上げ、小さくかぶりを振った。

「橋上さんが、言ってくれたんです。この部屋を見て……稜太さんはちゃんと幸せなんだろうなって」

　稜太さんは私の言葉に耳を傾け、唇をキュッと結んでリビングを見渡した。

　窓にかかったカーテン、カウンターの向こうのキッチンにダイニングテーブル。それらをゆっくりと見遣ってから、最後にその瞳が私に向けられる。

　返事の代わりにはにかんだ笑顔を浮かべてくれる彼を、私も見つめ返した。

「その幸せの中に……私もいますよね？」

　私を映す稜太さんの瞳が、一瞬虚を衝かれたように揺れた。

　けれど、すぐ口角を上げると、

「もちろん。当たり前だろ」

　私に力強く返事をしてくれた。

　答えを聞くまでの短い時間で、自分が緊張していたことに気付く。無意識にホッと息をつきながら、私はぽっこり膨らんだお腹をさすった。

「よかった。それなら私も幸せです。これ以上なんて……贅沢です」

　そう言って安堵すると、稜太さんが、どこか困ったように眉尻を下げた。

「莉緒、俺……」

　彼がなにか告げようとして、口を開いたその時。

「あっ!!」

　いきなり声をあげた私にギョッとした様子で、稜太さんがビクンと身を震わせた。

「え？　なに……」

「稜太さん、今！　今っ!!」

　驚いて目を丸くする稜太さんの腕を、力任せに引っ張った。バランスを崩した彼の頭を、お腹に埋めるように抱え込む。

「えっ……!?　あ……」

　されるがまま、私のお腹に耳を当てた稜太さんが、一瞬困惑した声をあげてから、ハッとしたように息を潜めた。

「ねっ!?　わかります？　動いたでしょ!?」

　お腹の中から、今までになく確かな赤ちゃんの胎動を感じる。

　でも、稜太さんにはきちんと伝わらないようだ。

「でしょ？って言われても……」

　彼は私のお腹に埋まったまま、モゴモゴとくぐもった声を漏らす。

「絶対、わかりますよ。私が嬉しい時は、いつも活発に動いてくれて……」

　興奮して畳みかける私に、「ちょっと」と人差し指を立てて黙るように示す。

　稜太さんは一度身体を起こして、ソファから降りた。そして床に膝立ちになり、私の腰に両腕を回して、お腹に顔を埋める。

「っ……」

　私はソファに押さえ込まれるような格好で、深く背を預けた。

　稜太さんの不意打ちな行為に、ドキッと胸が跳ねる。

　だけど彼は私に構わず、お腹に手を当てながら耳を澄まし……。

「あっ……!!」

　私が体内から感じた胎動が、彼の耳にも、そして肌にも伝わったらしい。ふたり同時に歓喜の声をあげ、お腹から勢いよく頭を離した稜太さんと、顔を見合わせた。

「こんなに大きく動いたの、初めてです。わかりました？　今、確かに、トンッて、蹴飛ばすみたいに……」

「うん。はっきり聞こえたし、感じた。……うわ～、やっと胎動の瞬間に巡り合えた」

　稜太さんは、やや呆然としながらも、頬を紅潮させている。

　はは、と気が抜けたように短く笑って、かき上げた前髪を根元からくしゃっと掴んだ。そのままふうーっと大きな息を吐き、俯いてしまう。

　彼の様子に困惑して、私はゆっくりと身体を起こした。

「稜太さん……？」

　呼びかけながら頬に触れようとすると、稜太さんが私の手を掴んで止めた。

「……ちょっと見ないで。ヤバい。なんかもう本気で感動した……」

　私から顔を背け、小さくズッと洟を啜る。

　こっちを向いた頬も耳も赤く染まっていて、私の胸がドキッと音を立てて弾んだ。

「稜、太さん」

「ほんと……莉緒の言う通り。これ以上の幸せなんか、贅沢だよな。莉緒がいて、子供も順調で、そこに俺がいる。それで十分なのに、俺はなにを望んでなにを焦って、もっともっとって……」

　稜太さんは深く長い息を吐き出し、最後は言葉をのみ込んだ。ためらいがちに顔を上げ、潤んだ瞳で私をまっすぐに射貫く。

　彼が心に閉じ込めた言葉の先が、なぜだかじんわりと伝わってくる、そんな気がして――。

「……稜太さん」

　私は彼の両方の手首を取り、自分の方に引き寄せた。

　濡れて男の色香が漂う稜太さんの瞳が、私の目の前で大きく見開かれる。

　彼の視界の真ん中に私がいる――。

　この幸せを心に刻み、私はそっと目を閉じた。少し背を起こして、稜太さんの唇に自分の唇を重ねる。

　彼がわずかに息をのむ気配が、唇から伝わってきた。

　一度強く押し当ててから、唇を離す。

　ゆっくりと開いた私の目に、稜太さんの瞳の奥で揺れる光が映り込んだ。

　胸いっぱいに込み上げてくる温かい想いを感じながら、私は彼に微笑みかけた。

「きっと、もっと溢れるくらい、いっぱいになります。私と稜太さんの幸せ」

　ドキドキするのを必死に抑えながらそう言って、私は稜太さんの首に両腕を回して抱きついた。

「……ああ」

　稜太さんは小さく頷き、私の髪を優しく撫でてくれる。

「俺と莉緒。ふたりなら、きっと」

　耳元で囁かれた言葉に、鼻の奥の方がツーンとした。

「っ……」

　いろんな感情が胸に溢れ返り、どうしていいかわからないまま、私は両腕にぎゅうっと力を込めた。




　その夜、私たちはふたりで一緒にベッドに入った。

　ベッドが届いて以来、お互い端っこに寄って眠っていたけど、先に横たわった稜太さんが、掛布団をめくって、「おいで」と誘ってくれる。

　そんな仕草に、胸がドキンと跳ね上がったけれど……。

「は、い」

　私は、彼の横に身を滑らせた。すぐに、稜太さんが抱き寄せてくれる。

　背中に回った腕に力がこもるのを感じて顔を上げると、彼がそっと顔を寄せてきた。私の前髪を優しくどかし、額の真ん中にキスを落とす。

　目蓋に、こめかみに、鼻先に降りてくる彼の唇がくすぐったくて、私はピクッと震えてしまった。

　それが伝わったのか、稜太さんがクスッと笑う。

「お休み、莉緒」

　目線を合わせてそう言って、最後に唇を重ねる。

　柔らかく啄むような、淡く甘いキスに、私もうっとりと目を閉じた。

　唇を離すと、甘酸っぱい思いが胸いっぱいに広がった。なんだか照れくさくて、私は彼の胸にモゾッと顔を埋める。

　稜太さんが、私をしっかりと抱え直した。

「……お休みなさい」

　耳の鼓膜を直接震わせる、彼の穏やかな心音に身を委ね、私はふっと目を閉じた。

　私の中に宿る赤ちゃんにも、稜太さんの鼓動が伝わってるだろうか。

　とくんとくんと優しいリズムが心地よくて、さっき彼が言った『もっともっと』という言葉に同調していく。

　こんなにも満ち足りているのに、なぜだか胸が苦しくて、泣きたくなる。

　そんな自分をどうしていいかわからず、私は彼のシャツをギュッと握りしめた。

　そして。

「……好き」

　同じ速度で打つ彼の胸の拍動にのせて、微かに唇を動かした。

　ほとんど音にならない声を自分の耳で拾って、心臓がドクンと唸るような音を立てる。

「稜太さん、好き……」

　直接彼の胸に訴えかけたら、私の想いも、いつか届くだろうか――。

　そんな願いを抱く自分に気付き、私は動揺した。

　一生届かない片想い。

　ひとりで心に刻んだ永遠の誓いが、私の中で大きく揺らぐのを感じた。




　サラッと頬をくすぐる感触に、私はふっと目を開けた。

　部屋の中は白んでいて、物の輪郭がわかる程度の明るさがある。

　窓を見遣ると、細く開いたカーテンの向こうの世界が白く光って見える。もう夜が明けたことは感じられた。

　一度ギュッと目を閉じた時、再びなにかがサラサラと頬に落ちてきた。

「おはよう、莉緒」

　頭上から柔らかい声が降ってきて、私は再び目を開けた。途端にドクンと心臓が騒ぐ。

　すぐ傍らで、稜太さんがベッドについた肘でこめかみを支え、私の顔を見つめていた。頬をくすぐっていたのは、私自身の髪だ。彼が自由な方の手で、私の髪に指を通し、悪戯にもてあそんでいる。

　優しく細められた瞳と真正面から視線がぶつかり、カアッと頬に血が上る。

「い、いつから見てたんですか……」

　あまりの照れくささに、私は俯いた。

「ちょっと前から」

　なんだかご機嫌な様子の声を耳にして、私は彼を上目遣いに窺う。

「莉緒の寝顔、見てた。なんか今朝は、ずっとこうしていたくなって」

「え、えっ……！」

　寝顔なんて、恥ずかしい……!!

　勢いよく布団を引っ張り上げ、顔を埋めて隠した私に、稜太さんはククッと含むような笑い声を漏らした。

「でも、残念。出勤準備しなきゃ」

　そんなひと言を残し、稜太さんがベッドをギシッと軋ませた。掛布団が持ち上がり、彼が身体を起こしたのがわかった。

　そっと布団から顔を出し、彼に続いて私も上体を起こす。

　ベッドから降りた稜太さんが、窓辺に歩み寄り、シャッと音を立ててカーテンを開けた。

　途端に、明るい太陽の光が室内に射し込んでくる。私は反射的に額の上に腕をかざし、光を遮った。

　眩しさに慣れて腕をどかすと、稜太さんは朝の陽射しを全身に浴びて、清々しい表情を浮かべていた。

　私がボーッと見惚れる前で、彼は天井に突き上げるようにして両腕を伸ばし、なんとも気持ちよさそうに伸びをする。ふうっと息を吐いてから首を傾け、前髪をさらっと揺らしながら、まだベッドにいる私を振り返った。

　光を浴びる彼にまっすぐ見つめられて、再びドキッと鼓動を跳ね上げる私に、

「……莉緒」

　目を細め、やや声のトーンを落として、呼びかけてくる。

「は、はい」

「昨夜さ……」

　お腹を覆っている布団を、無意識にギュッと握りしめる。彼の次の言葉を待って口を噤むと、寝室に沈黙がよぎった。

　稜太さんはその先を続けずに、キュッと小さく唇を噛んだ。そして私から目を逸らしてしまう。

「稜太さん……？」

　訝しい思いで呼びかけると、彼はなにか迷うように微かに唇を開き、

「……お前、俺に……」

　ほとんど口を動かさないまま、ボソッと呟いた。

「え？」

　しっかり聞き取れず、私は短く聞き返した。

　けれど、稜太さんはそのまま唇を結ぶ。顔を伏せ、「いや」と自分の言葉を打ち消してしまった。そして窓から離れ、ベッドの脚元を横切って、ドアに向かっていく。

「莉緒はゆっくりでいいよ。俺、適当に準備して行くから」

「え？　でも」

「朝食くらい、どうにでもできるよ」

　稜太さんはいつもの明るいテノールの声でそう告げて、ドア口で一度振り返ってから、寝室を出ていった。

　静かに閉まるドアを見つめて、私は全身で大きく息をついた。そのまま脱力して、ベッドにドサッと倒れ込む。

　シーツに残る彼の温もりをそっと手で追い、きゅうっと身体を縮めた。

「どうしよう。苦しい……」

　思わず漏らした自分の声が、身体に沁み入っていく。

　好き。稜太さんが、好き。

　彼の鼓動に直接訴えかけた抑えきれない想いが、私の胸を深く抉る。封印したはずの恋心が、心の奥底で悲鳴をあげているのがわかる。

『もっともっと』と、ふたりで求めたのは、今以上の幸せだったのに。

　私は、届かなくていいと諦めた片想いが報われる未来を、願ってしまった。

「どうしよう……」

　もう抑えられない。止まらない――。




　稜太さんから、『石津と白井さんが、会いに来たいって言ってるんだけど』と言われたのは、六月下旬に差しかかった金曜日のこと。

　私は大喜びで、一も二もなく快諾した。

　なのに、稜太さんは、なぜかちょっと渋い顔。『あ、そ……』と言葉を濁してしまったのが気になったけれど……。

　その翌週の土曜。私は朝から張り切って料理をして、昼頃に、先輩ふたりをお迎えした。

「わ～、浅倉さん、久しぶり！　ごめんねえ、急にお邪魔したいなんて言っちゃって！」

　玄関先で出迎えると、白井さんが私を見て明るい声をあげた。

「元気そう。っていうか、橋上さんからも聞いてたけど、妊婦さんっぽくなったねえ。……何カ月だっけ？　女の子って聞いたけど」

　彼女の視線が下がり、私のお腹に向けられる。

「九カ月目です」

　私は両手でお腹を撫でながら、にっこりと笑って答えた。

「へえ～。じゃ、結構もうすぐなんだね。順調そうでよかった」

「ありがとうございます。でも、ちょっとお腹が張ってきて、苦しいんです……」

　私と白井さんが玄関口でそんな会話を繰り広げる中、稜太さんと石津さんはさっさと横をすり抜けていく。

　ふたりの背中がリビングに消えた途端、石津さんの歓声が聞こえてきた。

「うわ、マジですげえ～！　橋上が羨ましがってたけど、これは確かにな～」

　石津さんも、稜太さんセレクトの家具に、橋上さんと同じ反応を示している。

　私と白井さんは顔を見合わせてクスッと笑い、稜太さんたちを追いかけた。

「うわあ～。本当だ。こうして揃うと素敵だねえ……」

　リビングのドア先で、白井さんも感嘆の声をあげて立ち尽くす。

　私はその後から中に入り、ふたりの反応に微笑んだ。

「ふたりとも。り……浅倉が食事準備してるから」

　稜太さんがすごく得意げに胸を反らし、ダイニングテーブルへ促すけれど、先輩たちは今、ソファに夢中だ。手触りを確認したり、腰かけてみたりした後――。

「白井さん、来栖から聞いたことあります？　ベッドもね、うちのラグジュアリーラインのＡ級品らしいですよ」

　ソファには満足したのか、石津さんが営業担当者らしく説明した。白井さんもインテリアメーカーの社員らしく、「いいなあ～」と目をキラキラさせる。

「え……」

　稜太さんがギクッとしたような声を漏らした時、先輩たちの視線はリビングの奥、今はきちんと閉めてある寝室のドアの方に向けられた。

　それを見て、稜太さんが勢いよくブンブンと首を横に振る。

「ダメダメ！　っつーか、マジ、ベッドは勘弁！」

「え～。マジでダメ？　俺、あのライン、Ｂクラスしか触ったことないんだよね。Ａっていったらどれだけ寝心地いいんだろ……」

「い、いやいやいや、絶対嫌だって！」

　うっとりとした目でねだる石津さんに、稜太さんは断固拒否の姿勢を示す。

　白井さんがクスクス笑いながら、石津さんを窘めた。

「石津君、ベッドは遠慮しときましょうよ。新婚さんの愛の巣の中枢に踏み込むなんて、こっちも気まずいわよ」

「ね？」と白井さんから肩を叩かれた私は、むしろその言葉にギョッとした。

「えっ。あの……」

　返事に困り、稜太さんに助けを求めようとして、上目遣いの視線を送る。

　彼はガシガシと頭をかきながら、ほんのりと頬を赤くして溜め息をついた。

「ったく……。ふたりとも、あんまり浅倉をからかわないでくださいよ。ベッドなら展示会もあるし、触ったり転がったりならその時……」

　稜太さんも困り果てて、私に助け船を出してくれるけど。

「なあ、来栖。自分の奥さん相手に、〝浅倉〟はないだろ」

　今度は石津さんが、別方向から稜太さんをからかい始めた。

　稜太さんはギョッとしたように目を剥く。

「い、石津？」

「私たちの前だからって、恥ずかしがらないでいつも通りに呼んでくれて構わないわよ～。ね、浅倉さん、普段なんて呼ばれてるの？　莉緒？　莉緒ちゃん？」

　さっきは味方に回ってくれた白井さんも、今度は私を巻き込んで石津さんに加勢する。

「え？　えっと、普通に呼び捨てで……」

　素直に答えてしまったのは、先輩ふたりから〝浅倉さん〟と呼ばれるのは懐かしさもあっていいけど、稜太さんから旧姓で呼ばれるのは、なんだか寂しいと思ってしまったから。決して、稜太さんの敵に回ったつもりではなかったのだけど。

「ちょっ……お前までっ」

　稜太さんは焦った様子で目を白黒させて、次の瞬間、がっくりとこうべを垂れた。

　それを無視して、白井さんは「ほら、やっぱり～！」とはやし立てる。

　石津さんが吹き出して、稜太さんの肩をポンと叩いた。

「まあまあ。来栖。俺たちの前だからって、恥ずかしがるなよ」

「恥ずかしいだろ、普通。なんで同僚に、そんなプライベート晒さなきゃ……」

「なに言ってんだか。オフィスでのお前の無自覚な惚気っぷり、浅倉にた～っぷり教えてやらなきゃ、もったいないだろ」

「別に惚気てないって」

　照れ隠しだろうけど、稜太さんはムッとした表情で、石津さんの手をパシッと払う。ガシガシと乱暴に髪をかき乱しながら、大股でダイニングテーブルの方に歩いていった。

「ほ、ほら。昼、用意してあるから。俺、腹減った。早く食べようぜ」

　そして乱暴に会話を切り上げ、私を名前で呼ばないように警戒しているのか、目配せで合図してくる。

「は、はいっ」

　私も慌ててキッチンに駆け込んだ。

　石津さんは稜太さんをからかうのはやめたものの、笑いを噛み殺してテーブルに着く。

「あ、浅倉さん。私、手伝うわよ？」

　白井さんもクスクス笑いながら、私の方に近寄ってきた。

「ありがとうございます。でも……」

　簡単なものばかりだけど、お料理自体はもうほとんど準備が終わっていて、手伝ってもらうほどのことはない。

　そう返事をした私に、白井さんはつつっと寄ってきて、「あのね」と耳打ちした。

「からかってごめんね。橋上さんからも聞いたかもしれないけど、石津君の言う通り。来栖君、オフィスでは結構ふにゃふにゃで、あなたと赤ちゃんのこと惚気てるのよ」

　こそっと告げられた情報にドキッとして、私は白井さんを振り仰いでしまう。

「え？　あ……。そう、なんですか」

　頬がカアッと熱くなる。

　照れくさくて、手元に視線を落とした私に、白井さんは肩を揺らす。そして、カウンターの向こうのダイニングテーブルで向かい合って座る稜太さんたちに視線を向けた。

「橋上さんがね。気にしてたから。『浅倉さん、まだ自信持てないのかな。私のせいかな』って」

「……え？」

　まな板の上で長ネギを刻む手を止め、白井さんを見上げる。

　彼女は私を横目で見下ろし、小さく肩を竦めた。

「時々ちょっと浮かない顔してたからって。……今さらだけど、浅倉さんと来栖君ってその……授かり婚でしょ？　来栖君の気持ちとか、ちゃんと感じられないのかなって、私も思って」

「あ……」

　白井さんの指摘に、私は思わず口ごもる。

「だから今日、石津君とお邪魔したの。浅倉さんのこと、私たちの前でどれだけ惚気てるか、教えてあげればいいんじゃないかなって」

　続く言葉にためらいながら、顔を上げた。

「まあ、来栖君にはちょっと意地悪だけど……冷やかしてからかって、めいっぱい照れさせてやろうって。浅倉さんは、来栖君のそういう姿、あんまり見る機会ないだろうから」

　白井さんは優しく微笑みながら、私の肩をポンポンと叩いた。

　そんな彼女に、私はぎこちなく頷く。そして、カウンターの向こうの稜太さんを見つめた。

　石津さんの冷やかしもおさまったのか、ふたりともカタログを開いて、商品の話に花を咲かせている。

　耳に飛び込んでくるのは、知識豊富な営業担当者らしい、ビジネス会話。

　久々に見る、稜太さんの仕事熱心な一面に、つい顔を綻ばせた。

「白井さん、ありがとうございます。あの……私もちょっと惚気ちゃうんですけど。……稜太さんはちゃんと、私のこと大事にしてくれますよ」

　さすがに自分で言うのは恥ずかしくて、俯きながらボソボソと呟く。

　だけど、白井さんはそれをちゃんと聞き取ってくれて、「ひゅ～ひゅ～」と言いながら、私をつんつんと肘でつついた。

　おかげで、顔が熱くなり、私はわずかに肩を竦める。

「ほんと、幸せです。幸せ、なんですけど……」

　だからこそ、多くを望んでしまう我儘な自分を、どうしていいかわからない。

　稜太さんが好きすぎて、恋心もなく愛されるのがつらい。切ない。

「っ……」

　彼を想うだけで、胸がきゅうっと締めつけられる感覚に襲われた。

　思わず声が漏れそうになり、胸と口元に手を当てた途端、

「えっ……ちょ、浅倉さん？」

　血相を変えて私を呼ぶ白井さんの声が聞こえた。

　ハッとした時にはすでに遅く……。

「ちょっと、来栖君っ、来栖君！」

　白井さんは緊迫した様子で、カウンター越しに稜太さんを呼んでいた。

「えっ、待っ……」

　焦って止めようとすると、テーブルの方からガタッと音が聞こえた。

「莉緒!?」

　険しく鋭い声と同時に、稜太さんがキッチンに駆け込んでくる。そして私の頬を両手で押さえ、グッと顔を覗き込んできた。

「莉緒！　どうした？　大丈夫か!?」

　近すぎる距離に、私の胸がドキンと跳ねる。私をまっすぐ見つめる真剣な瞳に、鼓動が加速するのを感じながら、必死に何度も頷いてみせた。

「ごめんなさいっ。なんでもないんです。ほんとに、全然大丈夫ですからっ！」

　焦ってまくし立てるように謝ると、稜太さんは強張った顔のまま「本当に？」と確認してくる。もう一度大きく首を縦に振って応えると、彼はようやく表情を和らげ、はーっと深い息を吐いた。

「よかった……。っつーか、あんまり驚かせるな。……マジ、頼むから」

「ご、ごめんなさい……」

　本気で私を心配してくれる稜太さんに、こんな状況でもきゅんとしてしまう。

　肩を竦めて上目遣いに窺うと、彼は軽く私の額を小突いて笑ってくれた。

「謝んなくていいから、気をつけて」

　思わずはにかむ私の背後で……。

「え～……。コホンコホン」

　なんだかわざとらしい咳払いが聞こえてきた。

　私も稜太さんもハッとして、同じ方向に目を遣り、

「っ……」

　彼が、口元を手で隠して勢いよく顔を背けた。

　遠慮するように遠巻きにしていた白井さんが、腕組みをして笑っている。

「大事に至らなかったようでなによりですけど……。な～によ。心配して損した。もう～ラブラブじゃない」

　先ほどまでとは別人のように、じっとりした意地悪な目を私に向けている。

「い、いや、あのっ……」

　稜太さんが顔を背けてしまったから、私ひとりが白井さんの冷やかしの矢面に立つ。さっき以上に顔が熱くなるのを感じる。

「私、完全に存在忘れられてたよね、今。居場所がなくて困っちゃったわ～」

　じと～っとした目で見られ、なんだか変な汗が滲んでくる。その上、カウンターの向こうでも、石津さんがニヤニヤしながらこっちを振り返っていた。

「来栖、カッコいいね～。『莉緒！　どうした？　大丈夫か!?』って。やっぱ、モテる男はとっさの行動も違うね～」

「ううう……」

　私は微妙な声で呻うめいて口ごもった。

　私が勝手に稜太さんを想ってきゅんとしたせいで、この空気。どうしよう。稜太さんに申し訳なくてたまらない。

　先輩ふたりの意地悪な冷やかしと視線を受けて、身を縮こめる私の前で。

「……だから嫌だったんだよ。このふたり、招くのは……」

　――あの渋った様子は、こういう展開を読んでいたからだったのか。

　稜太さんは隠しきれていない耳を真っ赤に染め、大きく顔を背けたまま、それはそれは深い溜め息をついた。










頭ン中イッパイナンダ




　石津さんと白井さんが帰った後、稜太さんは、「ふうううーっ」と、お腹の底から深い息を吐いて、ソファにゴロンと転がった。

　私がクスクス笑いながら氷を入れた麦茶のグラスをテーブルに置くと、稜太さんはふてくされたように顔を歪める。

「笑うなよ。他人事だと思って。あれで俺、月曜からさらにからかわれるんだぞ」

「すみません。……でも、白井さんの言う通り、ちょっと新鮮でした」

「なにが」

『大いに照れる稜太さんが』と答えようとして、のみ込んだ。言ったら本当に不機嫌になってしまうだろうし、なにより、この先絶対にそういう顔を見せてくれなくなる。

　笑ってごまかす私に眉根を寄せた後、稜太さんは、「よっ」と掛け声をかけて起き上がった。しっかり床に足をついて座り直し、私に場所を空けてくれる。

　お礼を言って、私も稜太さんの隣にちょこんと腰を下ろした。

　稜太さんはテーブルからグラスを取り、ゴクゴクと勢いよく麦茶を飲む。

　私はそれを横目に、無意識にお腹をさすった。

「大丈夫か？」

　彼の視線は、お腹に向けられている。さっき無駄な心配をさせてしまったせいで、私の仕草に過敏になってるのかもしれない。

「はい。ちょっと張るだけなんです」

　肩を竦めながらそう言うと、稜太さんの表情も和らいだ。

「そ」

　短い声と同時に、私の肩を抱き寄せる。

　私は彼に身を委ねて、その肩にトンと頭をのせた。そして、ゆっくりと目を閉じる。

　日常のなにげない触れ合いでも十分幸せなのに、こうして稜太さんの温もりを感じるのはもっと幸せ。とくんとくん……と、彼の穏やかな鼓動も聞こえる気がして、私はそっと顔を伏せた。

「……なあ、莉緒」

　私の髪を優しく撫でながら、稜太さんが私に呼びかけた。

　小さく返事をすると、彼はどこか迷うような声で続けた。

「莉緒の実家そう遠くないから、里帰りはもう少し先でいいと思ってたけど、明日から帰れないか？」

　頭上からためらいがちに落ちてきた言葉にパチッと目を開け、私はゆっくりと顔を上げた。

　私の実家は、新居を構えたこの街から、電車で一回乗り換えをして、一時間半ほどの東京都下にある。車の運転ができない私にとって、頻繁に出向くにはちょっときつい距離。初めての出産で不安だから、里帰り出産を予定していた。

「え？」

「さっき、結構マジで血の気が引いたんだ。生まれるの、そう先のことじゃないんだよなって」

「……ごめんなさい」

　さすがに申し訳ない思いで首を縮めると、稜太さんは黙って何度か相槌を打った。

「こんな時に悪いんだけど、俺、もしかしたら、近々ドイツ出張になりそうで。出産予定日まではまだ一カ月あるって思ってたけど、安心できないよな。俺がいない時になにかあったらって、さっきからずっと考えてた。でも莉緒の家なら、お義母さん、いつもいるだろ？」

「は、はい。でも……」

　あともう少し、一緒にいられると思ってたのに。

　瞬時によぎったのは我儘な本心で、私は奥歯を噛んで俯いた。

　そんな私に、稜太さんは困ったように首を傾げる。

「それに、ほら。家のことも楽できるだろ？　莉緒のお腹、やっぱりふっくらしてきたし、いつも腰押さえてる。屈むのもつらそうだし。その……ぶっちゃけ、風呂で身体洗うのも、ほんとは結構大変なんじゃないかな、とかさ」

　稜太さんはちょっと早口に言って目線を宙に浮かせて、ポリッとこめかみをかいた。

「え？　ああ、前屈みになるのは確かに……」

　お風呂場での自分の姿を脳裏に蘇らせてみる。

　座っていても立っていても、足先を洗うのは結構ひと苦労ではあるけれど。

「頼まれるの待ってたけど、俺と一緒は、莉緒、嫌だろ？」

「っ、ええっ……!?」

　ギョッとすると同時に、私はそんな声をあげていた。

　その反応に、稜太さんは「ほらな」と肩を竦める。

「だから。早めに実家に戻れば、お義母さんに助けてもらえると思って。それに、出張中に限らず日中だって。俺もその方が安心して、仕事に集中できる」

　ふうっと唇をすぼめて息を吐く彼の横顔に、私はそっと目線を上げた。

　彼は私の視線を感じているはずなのに、こちらに横目すら向けず、静かに続ける。

「まあ……大いに不服だけど石津たちが言ってたこと、本当だから。俺、ただでさえいつも莉緒と子供のことばっかり考えてるの。これから生まれるまでは、今まで以上に頭ん中いっぱいになりそうで、仕事手につかなくなっても困るし」

「っ……」

　なにげなく告げられた言葉に、ドキッと胸が鳴る。

　彼の肩から頭を上げて、思わずその横顔を食い入るように見つめてしまった。

　稜太さんは私をチラッと見遣った後、ふいっと逆の方を向いてしまう。

「……あんまり見るな。頭ん中いっぱいなんだって言ってるだろ」

　照れくさそうにそう言って、稜太さんはやや乱暴に私の頭を手の平で押し退けた。そのまま勢いよくソファから立ち上がり、麦茶のグラスを手に持つと、残りをグッと飲み干す。

　私はそんな稜太さんをボーッと目で追ってしまう。

　私の前で、彼がガシガシと頭をかいた。

「……莉緒。聞いてる？」

「ご、ごめんなさい。でも……なんか嬉しくて」

　私を窘めるように呟く稜太さんに慌てて、私はお腹に視線を落とした。

　こうしている今も、やっぱり無意識にさすっていた。

「……赤ちゃんだけじゃなくて、私も、なんですね」

　ふふっと声を漏らしながら、お腹を見つめる目を細めた。

　稜太さんは私の前を横切って、カウンターの向こうのキッチンにグラスを片付けに行く。

「今さらなに言ってんだか。子供は莉緒のお腹にいるだろ」

「……セットか」

　キッチンから戻ってきた彼が、「なんか言った？」と私に訊ねてくる。

「いいえ、なんでも」

　そう返事をしてからふと思い当たり、再びソファに腰を下ろす稜太さんを窺い見た。

「あの……」

「ん？」

「考えてみれば、私いつも赤ちゃんに『あなた』って呼びかけてるんです。名前、どうしましょう？」

　私の問いかけに耳を傾けながら、稜太さんはテレビのリモコンに手を伸ばした。電源を入れてから、ソファに深く身を沈める。

　赤ちゃんの性別がわかる前から、考えてたって言ってくれていた。その中から、ふたりで一緒にいくつか候補は挙げていた。でもまだ絞りきれずに、ちゃんと決めていなかったのだ。

「あ～、それな……」

　稜太さんも考えてはいたんだろう。頭の後ろで腕を組んで、視線を天井に向けた。

「呼びかけには不便かもしれないけど、子供の顔ちゃんと見てから決めたいな～って思ってて」

　彼の返事を聞いて、私はつい微笑んでいた。

「決まってた方がいい？」

　チラッと探りかける視線には、大きく首を横に振った。

「そう言うと思ってました。いいですよ。もうちょっとで会えますもんね」

「ごめん。……けど、名前って子供に贈る親からの初めてのプレゼントだろ。どんな子かわからないうちから、決められないな～って。悩んじゃって」

　そう言って身体を起こしながら、私のお腹を見つめて、「ね？」と目を細める。

　彼が赤ちゃんに向ける優しさに、鼻の奥の方がツーンとした。

　私は、彼が私の頭によくやってくれるように、そこを軽くポンと叩いた。

「……稜太さん。赤ちゃんが喜んでます」

「ほんと？」

「はい。早く会いたいみたい」

「そこは、あんまり急がれても困るんだけどな」

　そう苦笑しながら、稜太さんがそっと私のお腹に耳を当てた。なにか感じ取れたのか、クスッと小さく笑ってゆっくりと身体を起こす。

「もうちょっと、莉緒のお腹で育ててあげて」

「……はい」

　返事をした声は、ちょっと掠れた。

　稜太さんの、赤ちゃんへの愛情の深さに触れて、なんだかもう……胸がいっぱいだ。一生懸命笑みを浮かべるのに、胸にいろんな感情が込み上げてきて、うまく笑えず泣き顔になってしまう。

「莉緒？」

　私の曖昧で変な顔に、稜太さんは戸惑った目をした。

「ご、ごめんなさ……」

　私は慌てて目元に手を遣り、つっかえながら謝った。

　一分一秒でも離れたくないくらい、稜太さんが好きでたまらない。

　元気な赤ちゃんを産んで、稜太さんに会わせてあげるため。それまで彼に心配をかけないため。

　そのために、里帰りの時期を早めるのは必要なこと。そうわかっているのに。

「は、離れたくな……」

　情けない。

　私はそんな我儘を言いながら、泣きじゃくっていた。

　ああ、ほら。稜太さんがすごく困ってる。

　ふたりの大事なもののために必要なことだから、我慢しなきゃいけないのに、子供みたいに泣く私に。

「バ～カ。なんでそんな泣くんだよ」

　そう言って、稜太さんは私を抱き寄せてくれた。そのまま頭を抱え込み、軽くポンと手の平で叩く。

「俺からお義母さんに連絡してお願いする。ＯＫだったら、明日俺が送っていくから。週末は、会いに行くよ」

　耳元でそう言ってくれる彼に、私はただ頷くだけで精一杯。

「……俺も、寂しいんだよ、莉緒」

　そう囁いてくれる稜太さんに、胸がきゅんとする。

　なにも言えないまま肩に顔を伏せる私の頬に、稜太さんは、ちゅっ……と小さなキスをしてくれた。




　そうして翌日、私は稜太さんに車で送ってもらい、出産準備のために実家に帰った。

　確かに楽はできるけれど、実家に戻ったら戻ったで退屈だ。

　私の母は専業主婦だからか、『台所は主婦のパーソナルスペース』という意識が強い。実家暮らしの時はあまり強く感じなかったけど、私が率先して料理をしようとすると嫌がった。

　もちろん、私の身体を気遣ってくれてるのもあるんだろうけど……。

『あ～、ほら。莉緒に任せると、なにをどこにしまったかわかんなくなっちゃうから』と、掃除や洗濯も手伝えない。私は完全にお客様状態だ。

　実家に帰ってきてから数日。私の仕事は、朝夕新聞を取りに行くこと。稜太さんに毎日ＬＩＮＥでひと言日記を送ること……のみ。

　さすがにこれじゃあ、なまってしまう！　産婦人科の先生にも、『出産に必要な体力をつけるために、できるだけ運動してください』と言われたというのに。

　そんなわけで、夕方涼しくなった頃に、近所の公園に散歩に行くのが日課になった。

　公園で遊んでいた子供たちとは、ほとんど入れ違い。人の少ない公園でブランコを揺らしながら、稜太さんから届いたメールやＬＩＮＥを眺める。

　彼とのやり取りが嬉しくて、顔は綻ぶのに、やっぱり胸はきゅんと疼く。

「週末に会いに来るって言ったのになあ……」

　ついそんなことを呟いてしまったのは、今朝送られてきたメッセージにがっかりしてしまったからだ。

　実家に戻って初めての週末。稜太さんが来てくれるのを楽しみにしていたのに。

【ドイツ出張、決まった。金曜出発で、帰国は来週の日曜。だからごめん。今週と来週は会いに行けない】

　お仕事じゃ仕方ない、と思いはしても、私は無意識に深い溜め息をついていた。

　出産が近付いているせいか、離れて暮らしているせいか、いつも以上に稜太さんが心配してくれるのに甘えて、私は彼を求めてしまい、我儘になっている。

　私と離れて生活することを『俺も寂しい』と言ってくれただけで、満足しなきゃいけないのに、私ったら……。

　地面についた足でブランコをユラユラ揺らして、ぼんやりと空を見上げる。

　西の空はまだオレンジの夕焼け模様だけど、東の空は薄暗くなっている。夜を迎えようとしている空に、ハーフムーンともいえない、ちょっと歪いびつな月が浮かんでいた。

　表面を太陽に照らされて、その部分だけ地球に顔を見せる月。満月が近づけば近づくほど、大きく明るく夜空に輝く。

　月を見つめながらブランコを揺らす足を止め、私は両手でお腹を撫でた。

「あなたが生まれてくる頃は、どんな形になるのかな……」

　誰にともなくそう呟き、なんとなくスマホを空に向けた。七月、梅雨の晴れ間の空に浮かぶ、欠けた月を写真に収める。

　写りを確認してから、私は画像と共に稜太さんにＬＩＮＥを送った。

【この月が満ちる前に、赤ちゃんと私に会いに来てください】

　お仕事で忙しい稜太さんに、こんなお願いも困らせるだけとわかってるけど。

　すでに妊娠三十六週。予定日はまだ先だけど、ここからはいつどうなるかわからない。

　私は小柄なのもあり、先生から『小さく早めに産んだ方がいい』とも言われている。もしかしたら、ひと月後、再びこの月が同じ形に欠ける前に、私は人生初の出産を迎えているかもしれない。

　クリニックで顔を合わせる妊婦さんには、ふたり目、三人目を妊娠中の人もいるし、彼女たちから初産の時の経験はたくさん聞くことができた。

　形容しがたいほどの痛みというのをよく聞く。まったく初めてのことで想像もつかない私は、経験者から聞くリアルな情報に、肝を震わせていた。

　こうしてひとりでいると、出産への恐怖と不安が強まっていく。

　なのに、手を握ってほしい時、大事な旦那様は私のそばにいない……。

【ごめん。お土産持って会いに行きます】

　彼から短い返事と、『ゴメン！』と手を合わせたイラストのスタンプが送られてきたのは、私が家に帰り着いた後だった。




　稜太さんのドイツ出張中は、時差の関係でリアルタイムでのやり取りができない。

　朝送ったメッセージの返事が来るのは、その日の午後。

　ほとんど半日分の時差がある中で、話題からリアリティが抜け落ちていく。それに溜め息をつくたびに、寂しさが積もっていく。

　いつもならあっという間の一週間が、まるで時間が停滞してるんじゃないかと思うくらい長く、進まない。

　そんな気持ちで焦れて焦れて、ただ会いたさだけが募っていき……。

　首を長くして待った、稜太さんがドイツ出張から帰ってくるその日。

　関東地方梅雨明けのニュースを見ながら、私はちょっと重い痛みが走るお腹を、無意識にさすっていた。

　大学生の時まで生活していた部屋から窓の外を見ると、まるで刺すような鋭い日射しが飛び込んでくる。目を眩くらませ、額に滲んだ汗を拭う。

　稜太さんは今日の夕方頃の飛行機で帰国する。明日からまたオフィスで仕事だし、私に会いに来てくれるのは来週だ。

　だけど……会いたいな。少しだけでもいいから。

　本当は迎えに行きたいと思うけど、近所にちょっとお散歩というのとはわけが違う。きっと稜太さんは、喜ぶよりも怒るだろう。

　そうやって諦め、憂鬱な気分で肩を落とした時。

「莉緒～っ!?　朝ご飯よ～」

　階下から、母が呼ぶ声がした。

　ダイニングに入ると、父と母はもう席に着いていた。テーブルには、トーストに卵、ソーセージといった、典型的な朝食が並んでいる。

　手を合わせて「いただきます」を言った後、私は箸を持ったまま、テーブルに置いたスマホを左手で操作して溜め息をついた。

　夜中のうちに、稜太さんから【これから搭乗します】と短いメッセージをもらっていた。その後、当たり前だけど連絡はない。

　時計を見上げてしゅんと肩を落とす私に、「莉緒」と、父が呆れたような目を向けてきた。

「あ、ごめん。ごめんなさい。いただきます」

　スマホの画面をテーブルに裏返し、食事をしようと箸を持ち直した。急いで食べ始める私に、母はやれやれと言いたげに肩を竦めた。

「稜太君のこと、迎えに行きたいんでしょ」

　ズバッと直球で訊ねられて、私はグッと言葉に詰まった。

　そおっと顔を上げると、母の表情は、それほど呆れているようには見えない。だから私も素直にコクンと頷いた。

「来週、お土産持って、来てくれるんでしょ？」

「……うん」

　パンをかじる私を横目に、父が壁のカレンダーに顔を向けた。

「帰ってきてまだ二週間じゃないか。もう少ししたら、また嫌ってほど顔合わすんだぞ。来週来るなら、大人しく待ってればいいだろう」

「それはそう……だけど……」

　最初、父が稜太さんに抱いていたわだかまりはもう解けているだろうけど、今、その宥め方が、とても冷たく素っ気なく感じる。

　気持ちが塞いで食欲が失せ、私は食べるのをやめて箸をテーブルに置いた。

　そんな私に父は苦い顔で溜め息をつき、母と顔を見合わせる。

「……車で連れていくなら、大丈夫か？」

　父が母にそう訊ねるのを聞いて、私は思わず顔を上げた。

　母は「でもねえ……」と首を傾げる。

「臨月だし、空港はちょっと遠いわねえ……。稜太君が帰ってくる頃に合わせて、家に行くくらいにしておいたら？」

　それを聞いて、私は勢いよく父に顔を向けた。母の提案に、父が何度か頷いている。

「飛行機が着くのは夕方頃だったか？　それじゃあ、夜、家に連れていってやるから」

「ほ、本当!?　お父さん」

　上擦った声で聞き返しながら、興奮を抑えられずに立ち上がった。ガタンと椅子が音を立て、「莉緒」と母に窘められてしまう。

「でも、稜太君も帰国してすぐで疲れてるだろうし、あんたも絶対無理しちゃダメ。ちょっと行って、顔見て帰ってくるだけよ」

「う、うんっ……！　ありがとうっ」

「ほら、わかったら、ちゃんと食べなさい。ふらふらして倒れたらどうするの」

　心が浮き立つのを抑えて、私は椅子に座り直した。一度置いた箸をしっかり手に取り、再度、「いただきます」と手を合わせてから、今度はもりもり食べ始める。

「まったく……」

　ほんのちょっと顔を見に帰るだけ。たったそれだけのことで喜び、テンションが上がる妊婦の娘に、父も母も、ただ苦笑していた。




【稜太さんが戻る頃、私もマンションに行きます】

　朝食を終えてすぐ、まだ雲の上にいる稜太さんにメッセージを入れておいた。空港に着いたら、きっと確認してくれるはず。

　嬉しくてドキドキしてソワソワしながら時計を見た。

　マンションに帰るのは夜なのに、メッセージを送信してから居ても立ってもいられなくなった。なにを着ていこうかとか、ちゃんとメイクしなきゃとか、行く前にシャワーを浴びて汗を流さなきゃ、とか――。

　ただただ稜太さんに会いたくて気が急いて、私は大事な兆候を見逃してしまっていたのかもしれない。

「っ……!!」

　いきなり下腹部を襲ったその鋭い痛みに、一瞬身体から力が抜けて、私は部屋でペタンと座り込んだ。

　今までも生理痛みたいな鈍痛や腹痛はあったけれど、それとは全然比べものにならない痛み。一瞬で、額に脂汗が浮かぶ。

　胃からせり上がってくる吐き気で、気が遠のいていきそうで、私はお腹を抱えながらギュッと目を閉じた。

「はっ……あ……」

　痛みをこらえながら浅い呼吸を繰り返す。

　痛みが徐々に治まってきて、心臓がドッドッと太鼓の乱れ打ちみたいな拍動を繰り返しているのを、やっと自分で意識できた。

　まさか――。

　全身から感じる脈動に怯え、私の脳裏にカレンダーの日付がよぎった。

　出産予定日はもうちょっと先だけど。

　もしかして。もしかして――。

「お……母さん！　お母さんっ……!!」

　痛みの波が引いた時、私は階下にいる母を大声で呼んだ。すぐに、バタバタと階段を駆け上がる足音が近付いてくる。

「莉緒!?」という鋭い声と同時に、勢いよく部屋のドアが開いた。

　お腹を押さえ、脂汗を浮かべて座り込んでいる私を見て、母はすぐに事態を察したようだ。

「莉緒、病院に行くわよ。今、痛みは？　落ち着いたところ？」

　大丈夫、と伝えようと、何度も首を縦に振ってみせる。

　私の身体を支えてくれながら、母は後から部屋に入ってきた父を振り返る。

「お父さん、車用意して！　生まれるわよ！」

　動揺して立ち竦む父に、てきぱきと指示を出した。それを聞いて、父は弾かれたように部屋を飛び出していった。

　一気に押し寄せてくる緊張と不安。そして、次に来る痛みへの恐怖。

　焦りで頭の中が真っ白になる私の横で、母は病院に電話を入れ、キビキビと入院の手配をしてくれた。

　そのまま、父が家の前につけてくれた車の後部座席に横になって、病院に向かう。

　途中で襲ってきた痛みをこらえて、なんとか無事に病院に到着した。




　それから一時間ほど後、私は陣痛室のベッドに横たわっていた。

　痛みは徐々に強くなり、間隔も狭まってくる。

　波が引いたタイミングで、母に汗を拭いてもらいながら、私は稜太さんにメッセージを入れた。

【陣痛が始まって、入院しました。病院に来てください。出張帰りで疲れてるのに、ごめんなさい】

　時計を見なくてもわかる。まだ彼は飛行機の中。雲の上だ。返事は届くわけがない。

　彼のご両親には電話で陣痛開始を報告した。ふたりとも、それからほんの一時間で病院に来てくれた。

　陣痛室で私の世話をしてくれたのは、母と稜太さんのお母様だ。身体をさすったり汗を拭いてくれたり、呼吸方法を教えてくれたり、私が楽になるように介添えしてくれる。

　私が少し落ち着くと、お義母さんは時計を見ながらジリジリした。多分、私の気持ちを明るくしようとしてくれているんだろうけど……。

「んも～っ……！　莉緒ちゃん、稜太、何時の便で帰ってくるの？　まったくあの子は……大事なお嫁さんが臨月だっていうのに、なにを呑気にドイツなんて……。浅倉さん、本当に申し訳ありません。どこまでも無責任な息子で、どうお詫びしていいか……」

　と、結構厳しく罵ったりした。

「まあ、まあ、来栖さん。仕方ないですよ、お仕事なんですから。実際、予定日はもうちょっと先だったんだし、稜太君を責めないでください。彼のことだから、莉緒のメッセージを見たら、すぐ駆けつけてくれるでしょうし」

　お義母さんに苦笑する母の返事からは、稜太さんへの信頼が窺える。

　双方の親にとって、私たちの始まりは不実でしかなかっただろうけど、その後の稜太さんは一貫して誠実だった。それが母にも、そして父にも伝わっているのがわかるから、私も嬉しい。

　私もぎこちなく笑いながら、ふたりの会話のおかげで、痛みを紛らわせることができた。

　けれど……。

　陣痛の間隔が十分を切った頃には、私の意識も朦朧とし始めた。

　常に痛みに耐えているような感覚で、ほんのわずかに和らぐ時間も、疲れ果ててしゃべる気力もない。荒い息を繰り返すばかりで、呻く声を抑えられない。

　時には「んああーっ！」と悲鳴をあげて母たちにしがみつき、全身を激しく痙けい攣れんさせた。

　あまりの痛みに、もう夢と現実の境目すら曖昧だった。

　いつまでこんな痛みが続くんだろう。

　いっそ、死んでしまった方が楽だと思うほどの苦しみ。

　もう自分がどんな姿でどんな顔で、どんな声をあげているのか、なにも考えられなくなった。

　なのに……。

「りょ、稜太さ……」

　うわ言のように、私は何度も何度も稜太さんを呼んだ。もう開けている力もなく、ギュッと閉じたままの目蓋の裏に浮かぶのは、彼の姿だけだった。

「いた、痛いっ……稜、助け……」

　まともな言葉にならない単語ばかりが、私の口をついて出る。

　絶え間ない痛みが、私の意識を現実に繋ぎ止める。意識を失ってしまえれば楽なのに、お腹の赤ちゃんが、それを私に許してくれない。

「稜、稜太さ…」

　愛しい人の姿を求めて、うっすらと開いた目蓋。視界は涙で曇っていて、目に映るものの輪郭が、なんなのかもわからない。

「ああ……莉緒ちゃんっ！　もうっ！　稜太、あの子本当にどこにいるのよっ……！」

　焦れて苛立つお義母さんの声の隙間で、ふっと、痛みが和らいだ。

　一瞬クリアになった意識の中で、

「莉緒っ……!!」

　大好きなテノールの声が、お義母さんの声をかき消した。同時に、部屋のざわめきが、ちゃんと音になって聞こえてくる。

「ああ、もうっ……！　稜太、遅いわよ！　あんた、なんでこんな時に海外になんてっ……」

　お義母さんが、稜太さんをなじる声。

「よかった、稜太君、来てくれて……。莉緒、莉緒っ、稜太君よ！」

　母が声を詰まらせて、私を揺さぶる。

　私は言われる前から首を動かし、靄もやで曇った視界で彼の姿を捜していた。

　そして……。

「莉緒っ！　大丈夫か!?」

　その声がする方に、無意識に手を伸ばした。

　虚空に彷徨わせた手が、ギュッと固く握られるのがわかる。その汗ばんだ手から、確かな温もりが浸透してきて、曇った視界が晴れていく気がした。

　私の瞳はすぐに彼に焦点を合わせ、網膜がその姿を形作ってくれる。

「稜太、さ……」

　姿かたちを認識した瞬間、私の唇は彼の名前を紡いだ。

「莉緒、ごめん、来るの遅くなって……！」

　息を切らして叫ぶ稜太さんの声が、私の鼓膜を直にくすぐる。

　上体を起こそうとする私を、彼が支えてくれた。

　肌に伝わってくる、なによりも愛おしい温もり。

　たった二週間、別々に暮らしていただけなのに、ずっとずっと、求めてやまなかった、稜太さんの感触。

　やっと会えた。

　やっと名前を呼んでもらえた――。

　胸の奥底から沸き上がってくる、迸ほとばしる熱情に煽られ、鼻の奥の方がツーンとする。

　汗だくの上、涙でぐしょぐしょの顔で、私は必死に笑おうとした。

「お帰り、なさ……」

「いいから！　無理にしゃべるな、莉緒！」

　でも、言いたい。言いたいの。

　稜太さんに、どうしても伝えたいことがある。

　聞いてほしいことがある。

　なのに。

「……っ!!」

　さっき陣痛が引いてから、まだ全然時間が経っていないはずなのに、猛烈な痛みに襲われた。

「んっ、んんっ……ああっ……!!」

　身体を捩ってしまうほどの痛みに耐えきれず、私は絶叫した。

「莉緒っ！」と私を呼ぶ声が、稜太さんのものか、それとも父のものか、もうわからない。

　どうやら母たちがナースコールを押してくれたらしい。

　駆け込んできたドクターが、

「そろそろですね。分娩室に移動しましょう」

　そう言ったのを、私は朦朧としながら聞いた。

　稜太さんや母たちに支えてもらい、よろよろと足を動かして数十メートル先の分娩室に向かう。途中頽れそうになりながらも、なんとか辿り着くことができた。

　テレビやネットで見たことのある、奇妙な形の分娩台のある部屋。ぼんやりとした視界の中で、ドクターや助産師さんたちが、私の分娩準備をしていた。

「莉緒、もうちょっとだ。ゆっくり、ゆっくりでいいから」

　分娩台に着くまで、稜太さんが耳元で励ましてくれた。彼の気配を探して、私はその腕にギュッとしがみついた。

「稜……稜太、さ」

　もう、痛みにほとんど切れ間がない。強い貧血で目も眩む。

「莉緒、後でなんでも聞いてやるから、今はしゃべるな。ほら、乗って」

　稜太さんは私を宥めながら、助産師さんに託そうとするけれど。

「き……」

　私は稜太さんにしがみつく腕に、今のありったけの力を注ぎ込んだ。

「え？」

　稜太さんの短い声が降ってくる。

　助産師さんが、「来栖さん」と私を促している。

　だけど……。

「稜太さん、好き、好きです……」

　乱れる呼吸で途切れ途切れになりながら、私は必死に声を振り絞った。

「莉緒……？」

　返ってきたのは、困惑を隠しきれない呼びかけと、ビクッと震えた腕の感触。

「私、ずっと前から……。お願い。頑張るから、だから、お願い、稜太さん……」

　私を、好きになってほしい――。

　願いは、ちゃんと稜太さんに届いただろうか。

　口走っている途中で、今までで一番の痛みが身体を貫き、私はその場に頽れた。

　すぐにドクターと看護師さんが駆け寄ってくる。

「ご主人は待合席でお待ちください。大丈夫ですよ、お任せください」

　助産師さんにそう言われた稜太さんの、「莉緒」と呼ぶ声が、分娩台から遠ざかっていく。

「莉緒っ……！」

　最後はドアが閉まる音にかき消され、私の意識から消えていった。
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　その後のことは、ただ看護師さんに言われるがまま、必死に呼吸をしたことと、持続する耐えがたい痛みしか覚えていない。

　何度も挫くじけそうになりながら、赤ちゃんを守るという、稜太さんとの約束を胸によぎらせた。

　彼に元気な赤ちゃんを会わせてあげたくて、ただその一心で痛みに耐えた。

　時折、完全に呼吸を乱して、獣の咆ほう哮こうのような声をあげた。そのたびに、ドクターや助産師さんに励まされた。

　分娩台に上がり、どのくらいの時間、痛みと闘った後か――一瞬、ふっとお腹が軽くなった感覚を抱いた、その時。

「ふ、ふ……ぎゃああああ！」

　分娩室に、けたたましい産声が、響き渡った。

　と、同時に――。

「来栖さん、おめでとうございます！　元気な女の子ですよ！」

　額から流れる汗が、目に沁みる。ぼやけた視界の真ん中に映るように、助産師さんが生まれたての赤ちゃんを抱き上げてくれていた。

「あ……」

　虚うつろに彷徨う視線で、必死に焦点を合わせる。ぼんやりした意識の中で、無意識に声が漏れる。

　私が初めて見た赤ちゃんは、小さくて肌の血色も悪く、目も糸を引いたように固く閉じているけれど。

　元気に、力いっぱい、声をあげて泣いている。

　一番に胸をよぎったのは、震えくる喜びと深い安堵感――。

「っ……」

　私は完全に脱力していて、荒い呼吸で胸を大きく喘あえがせたまま。だけど感情だけはリアルに戻ってきて、鼻の奥の方がツーンとする。

　込み上げる涙に詰まり、力を失っていた腕をそろそろと動かし、鼻と口を両手で覆い隠した。

「そっと。身体、起こせますか？」

　看護師さんがそう言いながら、私の背を支えて起こしてくれた。

　助産師さんが、私の腕に、まだ羊水に濡れた赤ちゃんを預けてくれる。

　生まれたばかりの自分の赤ちゃんを腕に抱かせてもらい、涙が頬を伝うのを止められなかった。

　無事に、生まれてくれた。ちゃんと、生きてくれている。

　私と稜太さんの、赤ちゃんが。

　私の腕の中で、小さな命を咲かせてくれている……。

「ふ、ふええ……」

　崩壊した涙腺を修復できないまま。

　私は、赤ちゃんと一緒になって嗚咽を漏らした。

　妊娠三十七週目。

　陣痛開始から十五時間。

　私と稜太さんの宝物が、この世に生を受けた。




　産後の処置を終え、待機してくれていた家族と対面したのは、赤ちゃんが生まれてから一時間後のことだった。

　それほど広くない回復室に、両家の両親が入り、私が横たわるベッドを取り囲む。

　かけられるのは、「おめでとう」という祝福と、「お疲れ様」「よくやった」という労いの言葉。

　面会時間はとうに過ぎ、遅い時間になってしまったのもあり、五分程度の歓談の後、両親たちは「またすぐ来るから」と早々に帰り支度を始めた。

「莉緒、稜太君と交替するから。……今日はゆっくり休んでね」

　母が部屋を出るのと入れ違いで、稜太さんがドア口に姿を現した。

　両親たちとひと言ふた言、言葉を交わしている。赤い目をした稜太さんが、短いやり取りを終え、緊張した様子で私の方に歩み寄ってきた。

「あ……」

　彼の瞳がまっすぐ私に向けられた瞬間、今まで抑え込んでいたいろんな感情が、堰を切ったように溢れ出した。

　思わず声に詰まる私に、稜太さんがぎこちなく微笑む。

「お疲れ様。莉緒。……よく頑張ったな」

　彼の第一声は、両親たちとそう変わらないものだった。

　私は瞳に涙を浮かべながら、黙って何度も頷いてみせる。

「ごめん。すぐ入ってこられなくて。なんか、もう……感激しちゃって、莉緒にかけたい言葉とか、全部頭から飛んじゃって……」

　ベッドの傍らに立ち、顔を伏せる稜太さんに、私は涙を手の甲で拭いながら、かぶりを振った。

「稜太さんのお母様が教えてくれました。『俺はふたりでゆっくり会うから、先に会ってやって』って言ってたって」

「……ん」

「それから……赤ちゃんの産声聞いて泣いてたから、顔見せるの恥ずかしいんじゃないか、とも」

　そうつけ加えると、稜太さんは大きな手で顔を隠し、はあっと深い息を吐いた。

「母さんのヤツ……ほんと、いらんことまで……」

　ふてくされた様子で呟いて、稜太さんはベッドの横のパイプ椅子にドカッと腰を下ろした。私はゆっくりと彼の方に身体を向ける。

「お義母さんに教えてもらわなくても、顔見ただけでわかりますよ。……稜太さん、目、真っ赤です」

「……うるさいな。お前、俺への攻撃の仕方、うちの親に似てきたな……」

　ちょっと忌いま々いましそうな声。彼はベッドの端に両肘をつき、目元で両手の指を組み合わせると、肩で大きく息をした。

「重ね重ね、ごめん。母さんの言う通りだよな。いくら外せない仕事だからって、予定日迫ってたのに。こんな時に海外出張なんか……」

　私から見上げる位置にある薄い唇が、小さく動いた。

　その言葉を聞いて、私は首を横に振る。

「稜太さん。ありがとうございます。分娩室に入る前に、来てくれて」

　彼は指を解き、私を上目遣いに窺うように見つめた。まっすぐ向けられる赤い瞳に、私はにっこり笑いかける。

「ずっと会いたかったんです。声が聞きたかった。あの時、稜太さんが来てくれたから、頑張れました」

「え？」

「……ごめんなさい。陣痛本当に苦しくて……実は私、死んだ方が楽だなんて思っちゃったんです。意識失いそうで、目の前も真っ白で……でも」

　数時間前の苦しみを思い出しながら、私は一度目を閉じた。再びゆっくりと開いた目を、まっすぐ稜太さんに向ける。

「稜太さんが『莉緒』って呼んでくれるのを聞いた時、稜太さんに誓ったこと、頭の中に戻ってきたんです。私が負けたら、稜太さんに赤ちゃんを会わせてあげられない。だから、全部稜太さんのおかげ」

　私の言葉に、彼がわずかに息をのんだ時。

「来栖さん、お疲れ様でした」

　ドアが二回ノックされ、看護師さんが顔を出した。

　ゆっくりと上体を起こす私に、稜太さんが腰を浮かして手を貸してくれる。

「あ……妻がお世話になってます」

　しっかり立ち上がった稜太さんが、看護師さんを振り返って挨拶する。

「いいえ～。赤ちゃんのご誕生、おめでとうございます。……ふふ。来栖さんのご主人って、ほんと素敵ね～」

　からかうような目を私に向けてから、看護師さんが室内に足を踏み出してくる。

　その腕に抱かれている小さなおくるみを見て、稜太さんがゴクッと喉を鳴らした。

　看護師さんは彼に会釈してから、私の方に歩み寄ってくる。

「元気な赤ちゃんですよ。……来栖さん、抱っこできそうですか？」

　少し緊張しながら「はい」と返事をする。

　看護師さんは、私に、おくるみに包まれた赤ちゃんを抱かせてくれた。

「あ……」

　白いおくるみの中で、花弁みたいな唇を微かにモゴモゴさせる赤ちゃんは、さっきと違って肌の色もよかった。

　まだ線を引いたように閉じられた目。それでも、しっかりとその温もりと重みが感じられ、鼻の奥がツンとくる。

　稜太さんも、私の腕の中の赤ちゃんを、やや怖々と覗き込んでくる。

「なにかあったら、ナースコールしてください。このたびは、本当におめでとうございました」

　そう言って部屋を出ていく看護師さんを、私も稜太さんも頭を下げて見送った。

　ドアが閉まると、稜太さんがぎこちない息を吐く。

　彼は恐る恐るといった様子で長い指を伸ばし、赤ちゃんの頬をツンとついた。そして、その感触にホッとしたように、表情を和らげる。

「……ちゃんと生きてる」

「はい……」

　稜太さんの優しい眼差しに、胸がきゅうっと締めつけられる。

　私は腕の中にある命を確認するように、一度強く抱きしめてから、そっと顔を上げた。

「稜太さんも、抱っこしてあげてください」

　私のお願いに、稜太さんはわかりやすく動揺した。

「えっ……!?　あ、でも……俺が抱っこして平気かな」

　うろたえる様子に、私はクスッと笑った。

「平気ですよ。だって稜太さんがパパなんだから」

「……ん」

　彼はわずかに迷ってから頷いて、軽くベッドサイドに腰かけた。そして、私の腕から赤ちゃんをそっと受け取る。

　壊れ物を扱うような、おっかなびっくりな手つきだったけど……。

「うわ……」

　抱く姿勢が安定すると、稜太さんは愛情溢れる温かい瞳で赤ちゃんを見つめた。

　さっきの私と同じように、腕に力を込めてギュッと抱きしめる。

　顔を伏せ、赤ちゃんに寄せながら、

「……莉緒、ありがとう」

　彼は声を震わせた。

　目の前で揺れる彼の前髪を見て、私の鼓動がドキンと跳ね上がる。

「俺の子……産んでくれて。抱かせてくれて、本当に……ありがとう」

　くぐもった謝辞にきゅんとして、私まで声に詰まってしまう。

「稜……」

　目元を隠す彼の前髪を、そっと指でどけた。稜太さんは目を伏せ、とめどなく涙を流していた。その透明で綺麗な雫しずくが、赤ちゃんの額にひと粒落ちる。

「あ……」

　私の胸が、ドキドキと大きく高鳴った。

　稜太さんは赤ちゃんを抱いたまま、私に涙を隠そうともせず、頬に伝わせている。

「……稜太さん、泣き虫です」

　再び涙が込み上げてくるのを感じながら、私は彼の目尻に指を伸ばした。

「茶化すなよ。こんなの、感動しない男がどこにいる。……いいだろ、少しくらい」

　途切れ途切れに言い返す稜太さんの涙を、指先ですくい取った。

　美しい涙に触れ、心が震える。

　身体を寄せて大きく腕を広げ、赤ちゃんを抱えた稜太さんをギュッと抱きしめた。

　私の胸で、彼がわずかに息をのむ気配を感じる。

「稜太さん、私も……ありがとうございました」

　私は、心の底から穏やかな気持ちで、彼にお礼を告げた。

「たくさんの幸せと、愛情を、ありがとう……」

　そう繰り返し、私も目尻からひと粒涙をこぼす。

　ゆっくりと腕の力を緩める。

　稜太さんが、涙で潤んだ瞳を、私にまっすぐ向けていた。

　そして。

「莉緒。……愛してるよ」

　真剣な表情で、紡いでくれた想い。

　私はキュッと唇を噛み、わずかに目を伏せ、「はい」と返事をした。

　稜太さんの腕から受け取った赤ちゃんに視線を落とし、もう一度「はい」と頷く。

　グッと顔を上げ、精一杯の笑みを浮かべて、

「ありがとうございます」

　噛みしめる思いで、返事をした。

　稜太さんは自分の目元を強く手の甲で拭ってから、再び唇を開く。

「……でも、莉緒が欲しいのは、そんな言葉じゃないんだよな」

　どこか強張った、緊張したような声に、私の胸がドクッと騒いだ。

「ちゃんと聞こえた。分娩台に上がる前……最後の言葉。莉緒の、俺への本当の願い」

　彼の濡れた瞳に、力がこもるのを見て、鼓動が速度を増していく。

「ほんと俺、情けなくてごめん。子供ができたって聞いた時から、父親になることと、莉緒の夫になることに精一杯で……一番大事なこと、気遣えなかった」

　稜太さんは俯き、ガシガシと強く頭をかいた。

「あんな苦しい時に、『好きになってほしい』なんて、言わせちゃいけなかった。ずっと前から、って……俺、全然気付けなくて。……ごめん」

　私の前で深く頭を下げる彼に、私は慌てて首を横に振った。

「やだな、謝らないでください。だって、そんなの。そんなの、私が……」

　必死に取り繕おうとしたのに、胸に込み上げてくるなにかを感じて、私は言葉を切った。赤ちゃんを抱く腕が、小刻みに震えてしまう。

「……ゆあ」

「え？」

　一瞬なにを言われたのかわからなくて、私は彼に目を合わせた。

「俺と莉緒の、子供の名前。結ぶ愛って書いて、結ゆ愛あ」

　稜太さんが、どこかたどたどしい口調で説明してくれる。

「結愛……」

　自分の口でもはっきり呟いてから、私は腕の中の赤ちゃんに視線を落とした。

　私たちの小さな赤ちゃんは、おくるみの中ですやすやと眠っている。

「素敵。いい名前ですね。結愛、結愛ちゃん……」

　何度も繰り返し呼びかけるうちに、無意識に顔が綻んでいく。

「……あれ？」

　だけど、今までふたりで考えていた名前の候補にはなかったはず……。

「産声聞いた瞬間、胸に浮かび上がった。俺と莉緒を結びつけてくれたキューピッドに、俺からの最大の感謝を込めた、つもり」

　私の心をよぎった疑問を見透かしたように、稜太さんがそう呟いた。

「私と、稜太さんを……？」

　訊ね返した私に、彼が黙って一度頷く。

「確かに最初は〝責任〟で、恋じゃなかった。でも、俺の子を身ごもって、つわりで苦しむ莉緒を守りたかった。愛したいって思った」

　彼はわずかに目を伏せ、ベッドの上に置いた手で、シーツをギュッと握りしめる。

「お前、前に俺に言ったよな。『責任と義務』……。確かに、義務って気持ちもどこかにあった。でもね。だったら苦しいだけのはずなのに、俺は莉緒と一緒に過ごす時間を、幸せだって思ってた。莉緒とふたりなら、もっともっと……本気でそういう気持ちになっていて」

　まるで自分の心に確認しているように、ゆっくりと優しいテンポでそう言って、彼は一度言葉を切った。そしてふっと目線を上げて、強い光が宿った瞳で、私を射貫く。

「莉緒。俺、莉緒が好きだよ。オフィスで後輩だった莉緒も、俺の子宿して不安に泣いた莉緒も、俺と子供を幸せにするって誓ってくれた莉緒も」

「稜……」

「俺と離れたくないって泣いた莉緒も。好きになってほしいって訴えた莉緒も。……死んだ方が楽って思うほどのつらさを乗り越えて、俺に子どもを抱かせてくれた莉緒も、全部全部。恋とか愛とか、境目わかんなくなるくらい、俺の全身全霊で愛してる」

　まっすぐで、最上級の愛の言葉。

「あ……」

　私は今、稜太さんの、大きな大きな愛に包まれる。

「今まで、言ってやれなくてごめん。伝えるの、遅くなってごめん」

　心が根っこから揺さぶられ、私の涙腺が完全に崩壊した。

「うっ……」

　次々に頬を伝う涙を止められない。抑えられない。

　こらえきれない嗚咽を漏らす私の肩を、稜太さんがそっと抱き寄せてくれた。

「わ、ああああっ……！」

　嬉しくて嬉しくて、苦しくなるくらい幸せで。

　私は赤ちゃんを抱いたまま、稜太さんの胸に顔を埋めた。

　声をあげ、子供みたいに泣きじゃくる私を、彼は強く抱きしめてくれた――。




　八月もそろそろ終わりを迎える、週末の夜。

　夕食で使った食器を洗っていたら、リビングに置いたベビーベッドから、「ふぎゃあ」と泣き声が聞こえてきた。

「あ」

　水を止め、布巾で軽く手を拭ってから、小走りでベッドに駆け寄る。

　ほとんど同じタイミングで寝室から出てきた稜太さんが、私より先に結愛をスッと抱き上げていた。

「どうした～？　結愛。おしっこかな。うんちかな」

　そう言って目の高さまで持ち上げながら、軽くクンクンと鼻を利かせている。

　どうやら予想は外れたようで、眉間に皺を寄せて首を捻った。

「莉緒、違うみたい」

「じゃあ、お腹空いたのかな……」

　稜太さんに抱っこされ、ふぎゃふぎゃと泣き続けている結愛を覗き込んでから、彼からそっと受け取った。

「よしよし、いい子ね。泣かないで～」

　軽くあやしながらソファに移動して、ゆっくりと腰を下ろす。

　いつもは静かに泣くのに、今はなかなか泣きやまない結愛に首を傾げ、最後にミルクをあげた時間を確認した。

「やっぱりお腹空いたかな。うん。じゃあ、結愛もご飯にしようか」

　私は自分のシャツの胸元を緩めた。下着をずらして、結愛におっぱいをあげる。

　途端に吸いつき、もぐもぐと頬を動かす結愛に、私は目元を緩ませた。

「莉緒、そうやってると、すっかり〝ママ〟だな～」

　感嘆したような溜め息を漏らし、稜太さんが歩み寄ってくる。私の隣に座ると、すぐに私の胸元の結愛を覗き込んだ。

「……必死。がっついてんな～」

「もう。女の子にそういうこと言わないでください」

　からかうように、結愛の頬をツンと指でつつく稜太さんをわずかに睨み、くるっと身体を捩った。

「生命力逞しいって意味だよ。わが娘ながら、頼もしい」

　稜太さんがクスクス笑うのを聞いて、私はそっと彼に目線を戻す。彼は私の肩から覗き込むようにして、とても優しい愛情溢れた瞳を、結愛に向けていた。

　ふっと漏れる吐息交じりの笑い声にも心が和み、私はほんのちょっと稜太さんにもたれかかった。彼も私の行動に気付いて、後ろからお腹に腕を回し、支えてくれる。

　稜太さんの温もりに包まれ、私はゆったりとした気持ちで、穏やかな呼吸を続けた。

　授乳は病院で何度も指導を受けたけど、家で助産師さんが見ていない状況でやるのはやっぱり緊張して、最初は無我夢中だった。それでも毎日のことだから、何度も繰り返すうちに手際よくなった。

　こうやって、私もちゃんと〝ママ〟になっていく。

　それを自分で実感できて、とても嬉しい。

　子供の成長って、イコール〝ママ〟としての私の成長なんだな。そんな気分で、思わずふふっと笑みを漏らした。

　どれくらい経ったか、一心不乱といった様子でおっぱいを吸っていた結愛が、小さくげふっとゲップをした。

「お食事終了、かな」

　私より先に聞き留めた稜太さんが、私から結愛を抱き上げる。

　その時、遠くから微かにドーンという音がした。

　彼は即座に反応して、「花火かな」と言って、窓辺に向かう。

　結愛を軽くあやして、カーテンの隙間から外を覗く広い背中を見ながら、私は急いで服を直した。

　私もひと足遅れて、ふたりに歩み寄る。すっかりパパの手つきで、結愛を抱っこする稜太さんの隣に立つと、彼が私にふと目線を落とした。

「莉緒、見える？」

　結愛を器用に片手で抱え直し、私を気遣って、ちょいっとカーテンを開けてくれる。途端に視界いっぱいに夏の夜空が広がり、遠くの空に、花火がパッと咲くのが見えた。

　ベランダの柵が邪魔をして、背の低い私からは、その上の方しか見えないけれど、頭上に輝く月は、はっきりと視認できた。

「あ」

「お。今日、満月なんだな」

　稜太さんも今気付いた様子で、私の頭の上からひょいと空を見上げる。

　今、彼がなにを思い出したか、私にもなんとなくわかって、思わずクスッと笑う。

「なに、莉緒」

「まだ結愛が生まれる前。私、月の写真を撮って、稜太さんに我儘なこと言ったなって。稜太さんも、今それを思い出したのかな、って思ったから」

　私の返事に、彼がちょっと困ったように、「はは」と乾いた笑い声を漏らした。

「あれからすぐドイツ出張だったのに、無茶言うな、って思ってた」

「……わかってたけど、言いたかったんですよ。寂しかったから」

　私は少しだけむくれた気分で肩を竦めた。そして、グッと顎を上げて大きな金色の満月を仰ぐ。

「この前は一緒に見られなかった。でも、今はそばにいてくれるから、嬉しいです」

　自分でも照れくさく思いながら呟き、無意識にギュッとカーテンを握りしめた。

　稜太さんは結愛を軽く揺するように抱っこしたまま、黙って私の話を聞いていたけれど……。

「なあ、莉緒」

　逡巡して声を濁し、ポツッと口にした。

「はい？」

「いや……〝ずっと前から〟って」

　彼は片手で口元を隠し、ボソボソとくぐもった声で先を続ける。

「え？」

　聞き取りづらくて身を寄せながら耳を傾けると、どこか腑に落ちないといった目を向けてきた。

「だったら……。結愛がお腹にいる状況で、莉緒が結婚をあれだけ渋った意味が、やっぱりよくわからない」

　眉根を寄せて思案する表情を浮かべる稜太さんを見上げて、私の胸がドキンと音を立てて騒ぎ始めた。

　彼が口にした言葉。それを出産間際で、口走ったことを思い出す。

「あ、えっと……」

　どう答えようかと迷いながら、彼から目線を外す。

　けれど、稜太さんは私の返事を待って、目を逸らさずにいた。

　だから私も諦めて、肩を動かして息を吐く。

「だって……私は、稜太さんの一生を責任で縛りつけてしまったから」

　自分の足の爪先に視線を落とし、小さく唇を動かして答えると、私の頭上で彼がハッと息をのむ気配が伝わってきた。

「それなのに、本当はずっと好きだったなんて言ったら、もっともっと苦しめてしまいそうで」

「莉緒……」

「でも、稜太さんが、ふたりで赤ちゃんを大事にしようって言ってくれたから。私はずっと片想いでいい。赤ちゃんのママとして、稜太さんと結婚しようって……」

　一生届かない片想いを誓った時のことを脳裏に思い描いて、稜太さんに伝える。

　思い出すだけで、鼻の奥の方がツンとする。

　稜太さんは目を伏せ、「はあっ」と声に出して溜め息をついた。

「それ、つらい。ったく……なんでそんな、自己犠牲みたいなこと考えるの」

「だって」

「まあ、『責任とる』なんて言い方しかできなかった俺のせいか。それはほんと、申し訳なかった。けど……」

　彼は腰を屈め、私の額に自分の額をこつんとぶつけた。

「大好き。愛してるよ、莉緒。……今はちゃんと、伝わってる？」

　目線をまっすぐ合わせ、その綺麗な瞳で私を射貫いて、悪戯っぽく探ってくる。

「っ」

　不意打ちの言葉に、きゅんと胸がときめく。

　思わず言葉に詰まって、頬を染める。

　私の胸の反応を見透かしているかのように、稜太さんはふっと口角を上げた。

　そして――。

　彼は男の人にしては長い睫毛をふっと伏せて、私の唇にキスをした。

　余韻を残すように、最後に一瞬強く押し当てられた後、スッと引いていく温もりを、私は無意識に目で追ってしまう。

　私の視線を受けて、彼は肩を揺らしてクスッと笑った。

「俺が今、どれだけ莉緒のこと好きか、伝わった？」

　ほんの一瞬前は色っぽいと感じた目を、少年のように無邪気に細める。

「はい。……もちろん」

　私は、素直に顔を綻ばせた。

「……あ。結愛、寝た」

　そんな言葉につられて、稜太さんの腕の中で、すやすやと眠るあどけない顔に微笑んでから、そっと彼を見上げた。

　彼も、私を見下ろしていて、交わした視線が宙でぶつかり合う。

「じゃ、次は大事な奥さんをぎゅうってしてやる番かな」

　どこかおどけた口調でそう言って、ふいっと私に背を向けた。そして、ベビーベッドに丁寧に結愛を寝かせてから再び戻ってくる。

　窓の外の花火と月を見つめ、ドキドキしていた私を、彼は後ろからギュッと抱きしめてくれた。

「莉緒」

　稜太さんが、私の肩に顎をのせ、まるで甘えるように名を呼ぶ。

　耳を直接くすぐる、いつもより少し低いトーンの声に、胸の鼓動がリズムを狂わせるのを感じ、私は肩越しに彼を振り返った。

　どちらからともなく顔を寄せ、唇を重ねる。

　彼が尖らせた舌先で唇をツンとつついてきて、私は促されるままに薄く開いた。さっきよりも甘く深い大人のキスが、私の心にポッと熱い火を灯す。

　目を閉じて酔いしれたまま、無意識に稜太さんの方に身体を向けた。彼は私を窓ガラスに押しつけ、さらにキスを深いものにしていく。

　稜太さんの腕に両手をかけ、何度も繰り返されるキスに、必死に追い縋って応える。

　頭も身体も心もすべて芯から溶けていってしまいそうになり、私は彼に愛されている実感に震える。

　稜太さんに愛されることがつらく苦しいと思っていた、あの切なく寂しい日々――。

　潰れてしまいそうだったけど、彼はいつも私のそばにいてくれた。

　ひとりじゃなくふたりで乗り越えた今、私と彼の前に広がるのは、極上の幸せな未来に続く、一本道。

　それがはっきりと見える今、私はもう、愛されることを切ないなんて思わない。

　彼がくれた、たくさんの幸せと喜び、そして深い愛。

　抱えきれないほどの愛をひとつずつ結んで、月満ちる時――。

　想いは、恋になる。

　一生続く恋になった。
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カッコ悪クナンカ、ナイデスヨ




　業務中、母から突然、【帰りにうちに寄りなさい】とＬＩＮＥが入った。何事かと思いながら実家に足を運ぶと。

「じゃ～ん！」

　母が俺の目の前に突きつけたものは、近すぎて焦点が合わず、まったくなにかわからなかった。

「近い。……なんだよ？　これ」

　俺は軽くネクタイを緩めながらソファに背を逃がし、母の手元を注視する。

「高級温泉旅館貴賓室、ペアご招待券！」

　母が声高らかに読み上げた時には、俺もその文字を自分の目で追って判別していた。

「商店街の、敬老の日キャンペーンの福引でね、なんと一等が当たったのよ！」

「へえ～」

　弾んだ声に耳を傾けながら、その手から招待券をすっと抜き取った。裏表引っくり返し、両面を眺めてみる。

「母さん、昔からくじ運いいよな。俺なんか、ティッシュしか当たったことないぞ」

「あんたは普段の行いが悪すぎるのよ」

　鼻高々に言われて、さすがに頬骨のあたりが引きつった。

　なにを根拠にしているのか知らないが、母に言われるほど、ひどくはないつもりだ。

「まあ、よかったね。……って、自慢したいくらいでいちいち呼び出すなよ。俺、帰るぞ」

　招待券を母の手に戻して立ち上がると、俺はついさっき脱いだばかりの上着に袖を通した。それを見て、母がつまらなそうにむくれた顔をする。

「つれない子ね。まだ来て五分じゃない」

「突然呼び出すからいけないんだよ。莉緒に夕飯いらないって言ってないし、俺今日、結愛を風呂に入れるって約束してるし」

　溜め息交じりに返事をして、カバンを手に取ろうとすると、俺より一瞬早く、母がそれを拾い上げた。渡してくれるのかと思いきや、なぜだかぎゅうっと胸に抱きしめる。

「……なんの真似？」

　俺は呆れた顔をして首を捻ってみせた。

　母はなぜかドヤ顏で「ふふん」と笑う。

「結愛ちゃんをお風呂にねえ～……。最初はどうなるかと思ってたけど、なによ。稜太、結構ちゃんとパパしてるじゃない」

　からかい口調にはムッとしたものの、その内容には胸を張る。

「結構ちゃんと、じゃなくて、俺、自分で立派だと自負してるけど」

「それ、自分で言っちゃ台無しね」

「莉緒も言ってくれるよ」

「そりゃあ、莉緒ちゃんはあんたのこと大好きだから、甘いのよ」

　ニヤニヤしながら向けられた言葉には、不覚にも頬がカッと熱くなった。

　途端に母が、若者ぶって、「ひゅー」と口笛を吹く仕草をして冷やかす。細めた流し目が鬱うっ陶とうしい。

「うるさいな。カバン返せ」

　むっと口をへの字に曲げ、手の平を上に向けて、母の前に差し出した。

　もちろん、返してもらいたかったのはカバンだ。ところが、母が俺の手の平にのせたのは、先ほどの招待券だった。

「……こっちじゃない」

「あげるわよ。稜太と莉緒ちゃんに」

　突き返そうとする俺に、母は目を細めて笑う。

「は？」

　いったいなにを企んでる……？

　真意を疑い、俺は胡散くさい思いで顔を歪めていた。

　それには母が憤慨する。

「あのねえ。なにも、ちゃんとお嫁さんもらった息子を、福引の一等自慢したいだけで、呼び出すわけないでしょ」

　母は俺のカバンを抱きしめたまま、「はあっ」と声に出して溜め息をついた。

「結愛ちゃんもいることだし、事情が事情なのはわかるけど。結婚式も新婚旅行もなしじゃ、あんまりじゃない」

　それには俺も返す言葉がない。

　確かに。きっと莉緒も、自分がこんな形で結婚することになるとは、思ってもいなかっただろう。

　普通の女なら当然夢見るであろう、ウェディングドレスに結婚式、新婚旅行……そういうものを、俺は彼女に贈ってやれていない。

　ぐうの音も出ず黙り込む俺に、母はもうひとつ溜め息をお見舞いしてきた。

「だから、ほら。これ使って、莉緒ちゃんと行ってきなさい」

　俺はもう一度招待券を裏返し、それをまじまじと見つめる。

「そりゃ、ありがたいけど。こういう高級旅館じゃなおさら、結愛を連れては……」

「な～に言ってるの。一日くらいうちで預かるわよ。莉緒ちゃんとふたりでどうぞ」

「……！」

　ニヤッと笑った母が、一瞬本気で女神に見えた。

　息子として、持つべきものは、お節介でくじ運のいい母親だ。




　――というやり取りから、一カ月。

「あ。お義母さんからメール」

　助手席に座った莉緒のスマホから、気の抜けそうな着信音がしたかと思うと、彼女が隣で声をあげた。

　横目で窺うと、莉緒はメールを確認して、ホッとしたような笑みを浮かべている。

「なんて？」

「【結愛ちゃん、じじに抱っこされて、ご機嫌です】って」

　赤信号で車を止めたタイミングで、莉緒からスマホを受け取る。

　そこには、彼女が読み上げた文面通り、親父に顔を近付けられて、きゃっきゃっとはしゃぐ結愛の画像が添付されていた。

　俺は、結愛の笑顔というより、親父のふやけた顔に「ぶっ」と吹き出す。

「まだ完全に首据わってないし、預けたりして大丈夫か、心配だったんですけど……お義母さんたちも楽しそうでよかった」

　顔を綻ばせる莉緒に、俺もふっと目を細める。

「子育てって意味じゃ、莉緒より大先輩だぞ、あの人」

「ふふ。そうですよね。結愛も稜太さんに似てくれたおかげで、人懐っこいし。……きっと、ずっとご機嫌でいてくれますよね」

　ようやく安堵した様子の莉緒に、俺はどうしようもなく癒される。

「ああ」と返事をしてから、青に変わった信号に従い、アクセルを踏み込んだ。

　母から招待券を譲ってもらった後、土日でとれる一番早い日程で予約を入れた。

　マンションを出て俺の実家に立ち寄り、両親に愛娘を預けて、すでに小一時間。

　俺と莉緒は、久々にふたりきりのドライブを楽しんでいる。

　目的地は、関東北部の有名な温泉地だ。あと一時間半もすれば着くだろう。

　莉緒はさっきまでずっと『結愛がぐずったりしないか』とか、『お義母さんの負担になるんじゃ』と気にしてばかりいたけれど、母のメールで、気がかりも晴れたようだ。

　この先は、俺とふたりの時間を意識して、楽しんでほしい――。

　まっすぐ前を向いたまま、隣の莉緒を横目で窺う。

　結愛が生まれて、俺たちは三人家族になった。今夜は三カ月ぶりに、莉緒と水入らずで過ごせる。

　そうなると、邪と言われようが、望むことはひとつ。

　――抱きたい。莉緒を。

　結愛を授かったあの夜から、俺は一度も莉緒を抱いていない。結愛が生まれてからも、子育てに追われ、いつもぐったりと眠ってしまう莉緒に、触れられずにいた。

　だけど、今夜は……。

「……そろそろいいよな」

「え？」

　俺の独り言を聞き拾った莉緒が、隣できょとんと小首を傾げている。

「あ、いや。なんでもない」

　俺は慌てて取り繕ってごまかし、わずかに顎を上げて「ふうっ」と息を吐いた。




　ところが、禁欲生活……もとい、ストイックな精神を鍛え抜いた、この一年。長きに亘るプラトニックな関わりの中で、俺はすっかり獣の牙を失っていたのかもしれない。いや、牙どころか、雄の嗅覚も衰えていたようだ。

　せっかく絶好のシチュエーションだというのに、どうやってそんなムードにもっていけばいいのか、莉緒をその気にさせるか、手順がまったく浮かんでこない。

　旅行会社の温泉特集のパンフレットでも、〝優雅〟や〝贅沢〟といった冠がつく、ラグジュアリークラスの老舗高級旅館。

　俺たちは到着してすぐ、本館の北、離れにある貴賓室に通された。女将自ら案内に立ち、お茶を振る舞ってくれた。庶民の俺にとっては、畏おそれ多いほどの歓待だ。

　楚々とした身ごなしで部屋から出ていく女将の背を見送った後、莉緒はスッと立ち上がった。今は、豪華な部屋に夢中だ。

　天てん蓋がい付きの畳のダブルベッドがでんと置かれた寝室に、六畳ほどの続き間、障子戸の向こうにある、客室専用の檜ひのきの露天風呂を覗き込み、「うわあ～」と歓声をあげている。

　大人しい性格の莉緒がはしゃぐほど、延び延びになった初夜を飾るに相応しい温泉宿。だというのに、キラキラと目を輝かせている莉緒を相手に、どうやってしっぽりした空気に持ち込むか。……マズい。緊張してきた。

　いい塩あん梅ばいのお茶をズズッと啜ってから、俺は口に手を当て思案して……。

「……さん、稜太さん」

　いつの間に思考にどっぷり漬かっていたのか、部屋の探索に満足した莉緒が、隣に座って呼びかけていることにも気付かなかった。

「稜太さん！」

「うわっ、なに？　なんだ!?」

　突如耳のすぐ近くで声を張られ、俺はギョッとして飛び退いた。返した声も思いっきりひっくり返り、莉緒が驚いて目を丸くしている。

「ご、ごめんなさい。難しい顔して、何度呼んでも反応しないから……」

　俺の反応に怯んだ様子で、彼女も腰を引かせている。

「あ、いや。ごめん。ええと……なに？」

　俺は慌てて取り繕い、座布団の上に戻った。湯呑みを摘まんで持ち上げ、ズッとひと口飲む。

　それを見て、莉緒も俺の隣に膝を進めてくる。

「あの、稜太さん。運転疲れしてますか？」

「いや、全然」

「じゃ、ちょっと散歩に出ませんか？　ここから五分くらいのところに温泉街があって、お土産屋さんもたくさんあるみたいです。お義母さんたちへのお土産を買わないと」

　莉緒が、探るように俺の方に身を乗り出してきて、そう提案した。

　さすが俺の嫁。どんなにはしゃいでいても、嫁としての気配りは忘れない。

「あ、ああ。うん。そうだな。再来週は莉緒の実家に結愛を連れていく約束してるし、そっちの分は賞味期限長いお菓子でも探して……」

　そう返す俺も、思考が完全に婿だ。

「……いかん」

　俺も莉緒も〝男と女〟から完全に遠のいている……。

　地味な危機感を覚えて眉根を寄せる俺を、莉緒が「稜太さん？」と不思議そうに呼びかけてくる。

「いや……なんでもない」

　顔を手で覆う俺に、莉緒は怪訝そうに首を傾げていたけれど。

「それじゃ、まずはお風呂行ってきましょう！」

　にっこり笑うと、一度膝をついて立ち上がった。

「え？」

　箪笥に向かう莉緒を目で追う。

　彼女はそこから、ふたり分の浴衣と羽織を取り出しながら、振り返った。

「この旅館、展望風呂も人気なんですって。私、小さい頃から、大きなお風呂が大好きで」

　ウキウキと、入浴の準備を進める。

「展望風呂……」

　当然ながら、男女別だろう。

　俺は無意識に彼女の言葉を反芻して、視線をつっと障子戸の向こうに流した。

　おいおい。『二十四時間ご自由にどうぞ』と言われた、客室専用の内風呂の立場は。

「それで、お風呂上がったら、浴衣で……」

「はああ……」

　無自覚で放った深い溜め息に、莉緒が困惑した様子で瞬きをしている。

　俺はハッと我に返り、勢いよく首を横に振ってごまかした。

「ご、ごめん。なんでもない」

　とっさにぎこちない笑みを浮かべて、取り繕う。

「なんかさっきから、稜太さん、変……」

　しかし、莉緒は眉を寄せて小首を傾げる。

　いつもは俺を癒してくれる彼女の顔が、少し不審げに歪むのを見て、俺は慌てて立ち上がった。

「そんなことない。よしっ、そうと決まれば、早速風呂行ってみるか」

　俺は無駄に張り切った声をあげ、両手をぐんと天井に伸ばした。和室の天井は低く、ちょっとジャンプすれば、手が届きそうだ。

　莉緒は箪笥の前で膝をついたまま、顎を仰け反らせて俺を見上げていたけれど。

「はい」

　すぐにニコッと柔らかい笑顔を浮かべた。

　俺は、「ふうっ」と口をすぼめて息を吐く。

　まあ……。どっちにしても、俺と莉緒に、一緒に風呂っていうのはハードルが高い。

　そう結論づけて、思考を切り替える。

　まだ日も高い。秋の夜長、今夜はふたりきりなんだから、焦ることない。

　……焦るな、俺。




　それから一時間ほど後。

　それぞれ入浴を終えて身支度を整えると、俺たちは旅館の浴衣に羽織という姿で、温泉街に繰り出した。

　昔ながらのレトロな雰囲気漂う横丁は、俺たちと同じように、付近の温泉宿の浴衣を着た観光客で賑わっていた。

　土産物屋だけじゃなく、団子やら焼き立ての煎せん餅べいを売る店もあり、食べ歩きにぴったりだ。莉緒とふたりで、みたらし団子を食べながらのんびり歩いていると、祭りの縁日にでも来たような気分になる。

　そういえば俺たち、普通のデート、したことなかったな……。

　隣を歩く莉緒を見下ろしながら、そんなことを考える。

　俺と莉緒には、始まりからずっと結愛がいて、恋人という期間がなかったのだから、それも仕方がない。

　でもそうか。まさにこれが、莉緒と〝初めてのデート〟ってことになるのか。思えば、どこまでも順番狂ってるな、俺たち……。

　なんだかしみじみした途端、急に緊張感を覚え、心臓がドキッと跳ねるのを感じた。

「っ」

　小さく息をのむ気配が伝わったのか、莉緒が「稜太さん？」と見上げてくる。

「あ、いや」

　俺は明後日の方向に視線を逃がした。

　彼女はきょとんとして首を傾げていたけれど、すぐに大きな土産物屋を見つけて、「あ」と声をあげる。

「稜太さん、ここならいっぺんに全部揃いそうです」

　そう言って俺の腕をグッと抱え込み、店先まで引っ張っていく。

　確かに、他のどの店よりも品揃えがいい。莉緒の目星通り、いくつも店をはしごしなくて済みそうだ。

「稜太さんの家には、なにがいいかな」

　お菓子が並ぶコーナーを、商品を吟味しながら歩く。

「温泉饅頭でいいだろ」

「それだけじゃ、申し訳ないです。温泉饅頭にしても、つぶあんかこしあんか」

「気にしなくても、なんでも食うぞ、うちの親」

　真剣な顔をして俺の両親への土産を選ぶ莉緒の横で、俺もなんとなく目についたクッキーの箱をひょいと手に取った。

「莉緒のところは？　親父さんたち、なにが好き？」

「お父さん、草団子が好きです」

「へえ。わりと俺と好み合うのかも。……って、それじゃあ二週間もたないだろ」

　かといって、クッキーじゃちっとも温泉土産っぽくない。莉緒の家には、地ビールとかにするか……？

　顎をさすりながら考えて、クッキーの箱を棚に戻した自分に、俺はがっくりとこうべを垂れた。

　初めてのデートだ、なんて胸を弾ませたのも束の間、俺たちがやってることといったら、それぞれの実家に、気配りいっぱいの土産選び。

「なんか、どんどん離れていくな……」

　これから宿に戻って夕食をとって……それから、どうやってロマンチックなムードにもっていくか。自信がなくなってきた。

「稜太さん？」

　ふと気付くと、莉緒はいつの間にかカゴを手にしていた。中にはすでにいくつかの商品が入っている。

「ああ、いや。……早いな。決めたのか？」

　背筋を伸ばしてカゴに視線を落とすと、「はい」と笑顔が返ってくる。

「つぶあんの温泉饅頭と、お蕎麦のセット。それから、お漬物。名産らしいです」

「うん、いいんじゃない？」

　なんとなく漬物のパッケージを手に取り、眺めながら同意した。

「うちはうどんの方がいいかな。それから、干芋見つけたので、これにしました」

　漬物をカゴに戻しながら、俺は莉緒の渋いセレクトにプッと吹き出す。

「笑うけど、お父さん、これも好きなんです」

「そっか……じゃ、ついでに地ビールも買っていこう」

　少し上の棚から取り、カゴに追加する。そして、ふと、カゴの下の方に民芸品を見つけて、俺はそれを手に取った。

「なんだ？　これ」

「それは、結愛に」

　莉緒がニコッと笑って、俺の手から赤い漆塗りのでんでん太鼓を抜き取った。俺の目の高さに掲げ、片手でくるくる回して見せる。

　その名称通り、でんでんでん……と音が鳴る。

　俺たちは一瞬顔を見合わせてから、クスッと笑った。

「これであやしたら、大喜びです」

「釘付けだろうな。ナイス。莉緒」

　妙に和んだ気分で、俺は莉緒の手からカゴを受け取った。

「買ってくる」

　店の奥のレジに向かいかけ、肩越しに彼女を振り返る。

「莉緒、お前は？」

「え？」

「欲しい物、ない？　買ってやるよ」

　すると、莉緒は嬉しそうに微笑んで、ひょいと肩を竦めた。

「私は、十分です」

「ん？」

　彼女の返答がなにか気になり、俺はピタリと足を止めた。

「稜太さんと、浴衣デートしたかったんです。すごく楽しくて、胸がいっぱい。これ以上欲しいなんて、贅沢です」

「っ……」

　言うだけ言って、照れくさそうにくるっと背を向ける莉緒に、俺の胸がドキッと跳ね上がる。

「あ、ああ……そ」

　妙にどぎまぎして、返事が素っ気なくなってしまった。

　本当に欲がないというか……。そんな莉緒だから、結婚しても、俺に『好きになってほしい』なんてひと言も、言えずにいた。

　俺だって、とっくに莉緒を愛していたけど、あのひと言はかなり効いた。

　なんっつーか……。俺、愛されてるな……。

「……っ」

　妙に気恥ずかしくなり、俺はできる限り広い歩幅でレジに急いだ。

「新婚さんですか？　お似合いですね～」

　白い割烹着姿の中年の女性店員が、会計をしながら俺にそう声をかけてくる。

「はあ、どうも」と笑って返しながら、俺の胸はやけに速度を増して打っていた。

　――浴衣デート。

　莉緒も俺と同じ気持ちでいてくれたのか。

　自然とにやけそうになる口元に、俺は慌てて手を遣った。




　夕食は部屋出しにしてもらった。

　普段、家事に結愛の世話に忙しい莉緒は、家で酒を飲むことはないが、今夜はなんの気兼ねもいらない。ビールで乾杯し、日本酒を追加オーダーして、たっぷり一時間半かけて、豪華な懐石料理を堪能した。

　仲居さんたちが片付けに来たタイミングで、俺は離れを出て、本館の売店に向かった。

　店内を物色し、職場への土産と、莉緒とふたり分のお茶のペットボトルを購入して、売店を出た。

　離れの貴賓室に戻ると、ちょうど莉緒が電話を切ったところだった。彼女はすぐ俺に気付いて、「お帰りなさい」と顔を綻ばせる。

　莉緒はもともと酒に弱くはないが、久しぶりに飲んだせいか、頬がほんのり桜色に染まっている。

　いつもは俺を癒してくれる莉緒から、女の色気がにおい立っている。

　俺の胸が、ドクッと騒ぎ出した。

「電話。お義母さん？」

　わずかに彼女から目線を外し、白いビニール袋をローテーブルの上に置いて訊ねる。

「いいえ、稜太さんのお母さんです。今日の報告と、結愛の様子も聞きました」

「なんて？」

「『あんまりいい子で、もうずっと預かっててもいいわよ～』って言ってくれました。……よかった。負担になってないみたいで」

　莉緒は心の底からホッとしたように、ふふっと目を細める。

　そんな彼女の隣に腰を下ろして胡座をかき、無言で頷いてから、買ってきたペットボトルを差し出した。

「これ。酔い覚ましに」

「あ、嬉しい。ありがとうございます」

　莉緒は素直に俺の手からペットボトルを受け取ると、すぐにパキッと音を鳴らして蓋を開けた。

　ごくごくと三口ほど一気にあおる。白い喉元が仰け反るのを盗み見ながら、俺も彼女に倣った。

「でも、意外」

　ふうっと息を吐く俺の横で、莉緒がクスクス笑っている。

「意外って？」

　言葉尻を拾って聞き返すと、彼女はひょいっと肩を竦めた。

「お酒買いに行ったのかと思ってたので」

「ああ……」

　俺はガシガシと頭をかいて、ボソッと続ける。

「いや……今度こそ、酒の勢いはダメだろうってね」

　言い切ってから、莉緒の反応を探って横目で窺い見る。彼女は無言で、どこか潤んで見える目で俺を見つめていた。

　俺はクスッと笑って、そっと莉緒の肩に腕を伸ばした。

「さっき、デートしたかったって言ってくれたから」

「…………」

「きっと莉緒も、俺と同じ気持ちでいてくれるだろうな、って。……違う？」

　俺は莉緒の肩を抱き寄せ、返事を待たずに顔を覗き込んでキスをした。

　唇を一度触れ合わせただけですぐに離し、上目遣いで再び探る。

　キスの間、目を開けていたのか、莉緒とまっすぐ視線がぶつかった。彼女の瞳の奥で、光が揺れているのを確認しながら……。

「……カッコ悪い俺、見せてもいい？」

　俺と莉緒にしかわからない、深い意味を孕はらむ誘いの言葉。

　それだけで莉緒にも伝わったようだ。彼女の喉がこくっと鳴ったのがわかる。

「……カッコ悪くなんか、ないですよ」

　莉緒は目線を膝元に落とし、唇を尖らせて呟いた。

「忘れるって約束したけど、本当はずっと覚えてました」

　きちんと正座した足の上で、ペットボトルを持つ彼女の手が、微かに震える。

「この旅行の話を聞いた時から、私はずっとドキドキしてて。もしかして、そうかな。そうだといいな、って……」

　莉緒の言葉の途中で、俺は彼女の手からペットボトルを取り、テーブルに戻した。そして、おずおずと目を上げる彼女の前で、「はああっ」と深い息を吐く。

「りょ、稜太さん？」

「よかった……」

「え」

「俺もお前も、すっかりパパとママが板についてきた気がして。シチュエーションだけ揃えたところで、ふたりでしっぽりとか、無理なんじゃないかって思ったりもしてて」

　顔を伏せ、早口でまくし立てる俺に、莉緒が「しっぽりって」と笑った。

「結婚して初めて知りました。稜太さんって、意外と臆病なとこありますよね」

　おもしろそうに肩を揺らす莉緒から、俺はつっと目を逸らす。

「泣き虫だし」

「うるせえな。……って、泣いたのは結愛が生まれた時だけだろ！　他には別に……」

「私のお腹の中で、結愛が動くの確認できた時も、です」

　身に覚えのある記憶を畳みかけられ、俺は返事に窮した。ふてくされてそっぽを向く。

「……俺、マジ、恥ずかしい男だな」

　居たたまれなくなって、手で顔を覆い隠した。

「どうして。私、大好きです。稜太さんの、そういう感受性豊かなとこ」

　まだうっすらと頬を染めた莉緒が、はにかむ。

「っ……」

　俺は言葉に詰まり、ごくりと喉を鳴らした。

「莉緒……」

　呼びかけたのは俺だけど、どちらからともなく、顔を寄せる。

　先ほどと違い、触れ合った後、舌を絡めながらキスを深くしていく。

「……ベッド、行こう」

　一度唇を離し、莉緒の耳元に囁きかけた。

　彼女はピクッと肩を震わせたものの、真っ赤な顔でこくりと頷く。

　莉緒の返事を確認して、俺はスッと立ち上がった。彼女を抱き上げ、天蓋付きのベッドにまっすぐ歩いていく。

　ベッドの真ん中に莉緒を横たわらせ、俺も膝をついて乗り上げた。

　潤んだ目で俺を見上げる彼女に、微笑んでみせる。

「今夜は、優しく抱くから」

　言い切ると同時に、唇を重ねる。

　莉緒が「んんっ……」とくぐもった声を漏らすのを聞きながら、彼女の浴衣の襟元をはだけさせる。

　最後まで舌先を繋げたまま唇を離すと、莉緒は呼吸を乱していた。

「稜太、さ……」

　胸を喘がせる彼女を見て、俺の背筋に甘く深いゾクッとした戦せん慄りつが走った。

　込み上げてくる情欲に煽られそうになりながら、どうにか自分を抑え込む。

「莉緒、愛してる」

　迸る想いを言葉にして、彼女の胸に顔を埋めた。ブラジャーをずらし、こぼれ出る白い膨らみに、何度もキスをする。

「んっ、あっ……」

　活きのいい魚のように、ビクンと跳ねる彼女に、しつこいほどの愛撫を施す。

　俺の髪に指を通して頭をかき抱き、「稜太さん、稜太さん」と浮かされたように俺を呼ぶ莉緒の声に心酔して、身体を重ねながら、初めて彼女を抱いた時のことを脳裏に描いた。

　優しくできた記憶はない。ただがむしゃらに、鬱うっ蒼そうとした思いを吐き出すように抱いた。

　最初があんなだった分、今夜はとびきり優しくしたい――。

　熱く火照る肌を重ね、莉緒の最奥まで、俺の熱を穿うがつ。繋がるようなキスを交わしながら、同時に果てた。

　抑えきれない熱情に駆られ、俺たちは夜更け過ぎまでそんな行為を繰り返し……。

　最後は裸のまま、泥のように眠った。




　東の空に昇った太陽が、周りの山々を金色に染め、穏やかな朝を地球に届ける。

　木々に遮られ、端っこだけ顔を覗かせる朝日を眺めながら、俺は湯に浸かった腕をそっと持ち上げた。

　ちゃぽん、と湯面が音を鳴らす。

　それを聞いて、俺の前でうずくまっていた莉緒が、膝頭に伏せていた顔を上げた。

「莉緒。夜が明けた」

「……はい」

　昨夜、何度も俺の名を呼んだその声が、わかりやすく掠れている。

　俺は、思わずプッと吹き出した。

「無理させて、スミマセン」

　そう言って、莉緒の身体に両腕を回す。俺の腕の中で、彼女がわずかに身を強張らせるのを気にせず、ぎゅうっと抱きしめた。

　俺の動きに合わせて、白い湯気が立ち込める湯が揺れ、波紋を広げていく。

　莉緒が、俺の胸にトンと背を預けてきた。

「幸せ……だから、いいです」

　彼女の返事を聞いて、俺は気付かれないようにホッと息を吐く。

　夜明けを待って、一緒に風呂に入ろうと誘うと、莉緒は真っ赤な顔で拒んだ。

『内風呂付きの宿なんて、次いつ泊まれるかわからないんだから』と、強引に説き伏せたものの、彼女はずっと俺に背を向けたまま。胸元でぎゅっとタオルを抱きしめ、肩肘に力を込めていた。

　そんな彼女の甘える仕草に、グッとくる。

「なあ、莉緒。旅行が終わっても、昨日みたいに、デートしよう」

　耳元に囁きかけると、莉緒はまだ身を縮めたまま、肩越しに俺を振り返った。

「もちろん、結愛も一緒に。いいだろ？　子連れでデートも」

　そう続けて微笑みかけ、覗き込むようにして彼女の唇に軽いキスを落とす。

　唇を離すと、莉緒は俺をジッと見つめていた。

「子連れデート？」

「そう」

　聞き返してくる彼女に、俺はふふっと目を細める。

「結愛がいても、いちゃいちゃしよう。これからは遠慮しないから」

　そう宣言して、再び腕に力を込めた。

「ひゃっ……」

　一瞬、莉緒の身体に力がこもるのは感じたけれど……。

「……はい」

　はにかんだ笑みを浮かべる彼女に、俺の胸がぎゅんと唸るような音を立てた。




　高速の渋滞を懸念して、俺たちは少し早めにチェックアウトした。

　車の後部座席にお土産をのせ、向かう先は俺の実家。

　心配した渋滞はなんとか回避でき、正午過ぎには目的地に到着した。

「お義母さん、ありがとうございました。結愛～、いい子にしてた？」

　母の腕から結愛を受け取ると、莉緒は嬉しそうに破顔して、いつもの調子で顔を寄せる。

「ほんっと、いい子ね～。全然ぐずらなかったのよ。一日といわず、一週間でも二週間でも預かってあげるわよ。いっそ、うちの子になってもらっても……」

　調子に乗る母を、俺は「おいおい」と苦笑して止める。

「これ、土産。一日、ありがとう」

　土産の袋を押しつけるように手渡すと、母も一度頷いてから、莉緒に抱かれた結愛に名残惜しそうな視線を向けた。

「あー、女の子はやっぱりかわいいわねえ。お父さん、ずっとメロメロだったから、離れるのがつらいって、見送りにも出てこれないのよ」

　親父が玄関先にも顔を出さないのは、そういう理由か。俺は、昨日母から莉緒に送られた画像を思い出し、口元を押さえてぶぶっと吹き出す。

「またすぐ、三人で遊びに来るよ。じゃ、親父にもよろしく言っといて」

　腕組みをして頷く母にそう告げ、莉緒を促しながら、門の前に停めた車に戻ろうとする。

　そんな俺の上着の裾を、

「ちょっと、稜太」

　母がちょいっと摘まんで止めた。

「ん？」

　足を止め、肩越しに見下ろすと、母が背伸びしてこそっと耳打ちしてくる。

「ほんと、いつでも預かってあげるから。……ふたり目、考えたら？」

　からかうような、それでいて真剣な目に、一瞬不意を衝かれて口ごもったものの、俺は先に車に向かう莉緒の背中を目で追った。

「まあ……そのうちな」

　母には軽く手を振って、車の横で俺を待っている莉緒と結愛に向かって走る。

「お待たせ」

「いいえ。お義母さん、なんて？」

「……いや、なんでもないよ」

　莉緒にはそう答えてから、彼女の胸元の結愛を覗き込んだ。

　莉緒によく似たつぶらな黒い瞳が、俺を捉えている。

「ほ～ら、結愛。結愛へのお土産はこれだ」

　おどけた口調で言って、赤い漆塗りの民芸品を、両手でこすり合わせて動かした。

　でんでんでん……と、音を鳴らすおもちゃに、俺の愛娘は予想通り釘付け。

　莉緒の腕の中で、きゃっきゃっと弾けるように笑った。




ＥＮＤ










あとがき




　本作は、妊娠・出産が軸にある作品ですが、私が一番大事なテーマとしていたのは、授かり婚から始まる主人公ふたりの恋愛模様です。ヒロインの莉緒目線なので、ずいぶんとじれじれの切ない恋物語になってしまいましたが、実は私は書いている間ずっと、ヒーロー・稜太の心情を追っていました。

　会社の後輩と一夜の過ちで、授かってしまった命。動揺しない男がいるわけがない。心の中では、『マジかよ』と言ってくれていい。とにかく、男としての責任を、簡単に受け入れられるヒーローではいけない――。

　人間くさく悩み葛藤する、普通の男にする必要があったため、稜太はベリーズ文庫的にありえない（？）、イケメンというだけのノースペックなヒーローになりました。身近にいそうで、私にとってはとても愛着のあるヒーローです。

　おかげで、今回書籍化のご連絡をいただいた時、担当さんからも『武器のない戦に出るようなもの』と言われました。それでも設定変更なしで挑戦していただけて、感謝しています。

　本編はだいぶプラトニックな方向に改稿したので、稜太がかなりストイックな男になりました。その分、書き下ろしの番外編で、煩悩と戦う彼を書くのが楽しかったです（笑）。心置きなく莉緒といちゃいちゃ……ともいかず、パパとママなので、やっぱりどこかほのぼのとした番外編、自分ではなかなか気に入っていたりします。本編でじれじれしながら読んでくださった皆様にも、お楽しみいただけると幸いです。




　カバーイラストは、前作に続いて浅島ヨシユキ先生がご担当くださりました！

　私的に、ゴージャスで色っぽい男性のイラストがとても魅力的な浅島先生が、『キラキラしてない普通のヒーロー』をどんな風に描いてくれるか、とても楽しみでした。爽やかで優しい雰囲気の稜太の、妊婦の莉緒への包み込むような愛情が感じられ、胸がきゅうんとして、心が温かくなりました。素敵なイラストにしていただけて、幸せです。浅島先生、ありがとうございました！

　また、本作の書籍化にお力添えくださいました皆様に、心より御礼申し上げます。

　そして、この本をお手に取ってくださった読者の皆様、本当にありがとうございました！

水みず守もり恵え蓮れん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。







[image: ]










授かり婚


～月満チテ、恋ニナル～







発　行　２０１９年１月10日　初版第１刷発行

著　者　水守恵蓮

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Eren Mizumori 2019




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		授かり婚～月満チテ、恋ニナル～



		カッコ悪イトコ、見セテイイ？



		責任トルカラ



		莉緒サンヲ、僕ニクダサイ



		言エルワケナイダロ



		コレガ今ノ精一杯ナンダ



		焦ラサレテルト思ッテタ



		触レタイノ我慢シテルンダ



		思ッテルコトハ、全部言ッテ



		俺ノ愛ジャ足リナイ？



		頭ン中イッパイナンダ



		俺ノ全身全霊デ愛シテル



		特別書き下ろし番外編



		カッコ悪クナンカ、ナイデスヨ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






